
(57)【要約】

【課題】使用者が容易かつ確実に画像を記録できる内視

鏡装置を提供すること。

【解決手段】内視鏡により撮影した画像を取得する取得

手段１０２，１０２’と、前記取得手段により取得した

前記画像をデジタル画像処理するデジタル画像処理手段

１３６と、前記デジタル画像処理したデジタル画像をア

ナログに変換して出力するアナログ出力手段２２２，２

３５と、前記アナログ出力手段に接続されるアナログ用

周辺機器と、前記デジタル画像を符号化する符号化手段

２３７と、前記符号化したデジタル画像を出力するデジ

タル出力手段２３７と、前記デジタル出力手段に接続さ

れるデジタル用周辺機器と、前記アナログ用周辺機器と

前記デジタル用周辺機器へ記録指示を行う記録指示手段

であって、該記録指示手段は接続される前記アナログ用

周辺機器と前記デジタル用周辺機器から選択して記録指

示可能である記録指示手段１１４と、を備える。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 視 鏡 に よ り 撮 影 し た 画 像 を 取 得 す る 取 得 手 段 と 、
　 前 記 取 得 手 段 に よ り 取 得 し た 前 記 画 像 を デ ジ タ ル 画 像 処 理 す る デ ジ タ ル 画 像 処 理 手 段 と
、
　 前 記 デ ジ タ ル 画 像 処 理 し た デ ジ タ ル 画 像 を ア ナ ロ グ に 変 換 し て 出 力 す る ア ナ ロ グ 出 力 手
段 と 、
　 前 記 ア ナ ロ グ 出 力 手 段 に 接 続 さ れ る ア ナ ロ グ 用 周 辺 機 器 と 、
　 前 記 デ ジ タ ル 画 像 を 符 号 化 す る 符 号 化 手 段 と 、
　 前 記 符 号 化 し た デ ジ タ ル 画 像 を 出 力 す る デ ジ タ ル 出 力 手 段 と 、
　 前 記 デ ジ タ ル 出 力 手 段 に 接 続 さ れ る デ ジ タ ル 用 周 辺 機 器 と 、
　 前 記 ア ナ ロ グ 用 周 辺 機 器 と 前 記 デ ジ タ ル 用 周 辺 機 器 へ 記 録 指 示 を 行 う 記 録 指 示 手 段 で あ
っ て 、 該 記 録 指 示 手 段 は 接 続 さ れ る 前 記 ア ナ ロ グ 用 周 辺 機 器 と 前 記 デ ジ タ ル 用 周 辺 機 器 か
ら 選 択 し て 記 録 指 示 可 能 で あ る 記 録 指 示 手 段 と 、
　 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 符 号 化 し た デ ジ タ ル 画 像 は 、 複 数 の サ イ ズ を 生 成 可 能 で あ り 、 前 記 サ イ ズ に 応 じ て
前 記 デ ジ タ ル 画 像 処 理 を 変 更 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 符 号 化 手 段 は 、 プ ロ グ ラ マ ブ ル Ｉ Ｃ に て 行 わ れ 、 前 記 プ ロ グ ラ マ ブ ル Ｉ Ｃ の フ ァ ー
ム ウ ェ ア を 選 択 す る 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 符 号 化 手 段 は 、 動 画 処 理 又 は 静 止 画 処 理 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ の 内 視 鏡
装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 符 号 化 手 段 に よ る 処 理 を 行 わ な い デ ジ タ ル 画 像 も 出 力 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 デ ジ タ ル 用 周 辺 機 器 に 記 録 さ れ た デ ジ タ ル 画 像 を 表 示 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 サ ム ネ イ ル 画 像 も 表 示 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 デ ジ タ ル 用 周 辺 機 器 の 一 部 は 、 前 記 デ ジ タ ル 画 像 の バ ッ ク ア ッ プ を 行 う こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 デ ジ タ ル 用 周 辺 機 器 に 記 録 さ れ た デ ジ タ ル 画 像 を 格 納 す る フ ァ イ ル と 、 前 記 フ ァ イ
ル を 格 納 す る デ ィ レ ク ト リ と を 有 し 、 前 記 フ ァ イ ル 又 は 前 記 デ ィ レ ク ト リ に セ キ ュ リ テ ィ
対 応 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ の 内 視 鏡 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 と 、 こ の 内 視 鏡 に よ り 撮 影 し た 画 像 を 処 理 す る プ ロ セ ッ サ と 、 こ の プ
ロ セ ッ サ に 接 続 さ れ る 周 辺 機 器 を 備 え て 構 成 さ れ る 内 視 鏡 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 内 視 鏡 と 、 光 源 と 、 前 記 内 視 鏡 に よ り 撮 影 し た 画 像 を 処 理 す る プ ロ セ ッ サ と
、 前 記 プ ロ セ ッ サ に 接 続 さ れ る 周 辺 機 器 か ら 構 成 さ れ る 内 視 鏡 装 置 に お い て 、 例 え ば 、 特
開 2001-157665号 公 報 、 特 開 平 10-286232号 公 報 に お い て 、 デ ジ タ ル 映 像 信 号 の 出 力 に 関 し
て 、 提 案 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 開 2001-157665号 公 報 は 、 画 像 信 号 を デ ジ タ ル 出 力 信 号 に 変 換 し て 外 部 へ 出 力 す る 際
、 デ ジ タ ル 信 号 処 理 の 処 理 タ イ ミ ン グ を 、 正 方 画 素 （ ス ク エ ア ピ ク セ ル ） に 応 じ た 正 方 画
素 周 波 数 に て タ イ ミ ン グ 調 整 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 開 平 10-286232号 公 報 は 、 複 数 の フ ォ ー マ ッ ト の デ ジ タ ル ビ デ オ 信 号 を 生 成 し 、 前 記
複 数 の フ ォ ー マ ッ ト の う ち の 一 つ を 選 択 し て 、 選 択 さ れ た フ ォ ー マ ッ ト の デ ジ タ ル ビ デ オ
信 号 が 前 記 信 号 出 力 端 子 か ら 出 力 さ れ る も の で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2001-157665号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 10-286232号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 特 開 2001-157665号 公 報 に つ い て は 、 以 下 に つ い て 提 案 さ れ て い な い 。   
・ 正 方 画 素 周 波 数 に 対 応 し た サ イ ズ の 画 像 し か 出 力 で き な い 。 （ 正 方 画 素 周 波 数 =１ ２ ．
２ ７ ２ ７ （ Ｍ Ｈ ｚ ） の 場 合 は 、 Ｖ Ｇ Ａ サ イ ズ （ ６ ４ ０ × ４ ８ ０ ） の 画 像 し か 出 力 で き な い
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
・ 複 数 の 画 像 サ イ ズ を 選 択 可 能 な 場 合 に 、 画 像 サ イ ズ に 最 適 な 強 調 処 理 や 拡 大 処 理 を 選 択
で き な い （ 強 調 処 理 や 拡 大 処 理 は 内 視 鏡 画 像 の サ イ ズ ご と に 最 適 な 係 数 を 設 定 す る 為 、 単
純 な サ イ ズ 変 更 で は 最 適 な 画 像 を 得 る こ と が で き な い ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 特 開 平 10-286232号 公 報 に つ い て は 、 以 下 に つ い て 提 案 さ れ て い な い 。   
・ 複 数 サ イ ズ の 画 像 は 出 力 で き ず 、 複 数 の 画 像 サ イ ズ を 選 択 可 能 な 場 合 に 、 画 像 サ イ ズ に
最 適 な 強 調 処 理 や 拡 大 処 理 を 選 択 で き な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
・ プ ロ グ ラ マ ブ ル Ｉ Ｃ （ FPGA、 DSPな ど ） を 使 用 し て 、 同 一 の ハ ー ド ウ ェ ア に て 複 数 の フ
ォ ー マ ッ ト を 選 択 す る こ と は で き な い （ 複 数 の フ ォ ー マ ッ ト を 出 力 す る た め に は 、 ハ ー ド
ウ ェ ア を 追 加 す る し か な く 、 容 易 か つ 低 コ ス ト で 行 な う こ と は 困 難 で あ る 。 ま た 、 バ ー ジ
ョ ン ア ッ プ に よ り 対 応 す る こ と が で き な い ） 。 ま た フ ァ ー ム ウ ェ ア の 選 択 を 容 易 に 行 う 手
段 が な か っ た 。 FPGAは Field Programmable Gate Arrayの 略 で 、 DSPは Digital Signal Pro
cessorの 略 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 前 述 の 特 開 2001-157665号 公 報 、 特 開 平 10-286232号 公 報 に お い て は 、
・ コ ー デ ィ ッ ク （ 符 号 化 ・ 圧 縮 ・ 伸 長 ） を 行 わ な い 原 画 像 も 記 録 で き る よ う 選 択 す る 手 段
が な か っ た 。 使 用 者 は 詳 細 の 診 断 や 検 査 、 画 像 解 析 を 行 う た め に 、 原 画 像 の 記 録 を 必 要 と
し て い た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
・ 記 録 画 像 に 関 し 、 セ キ ュ リ テ ィ 対 応 が さ れ て い な か っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
・ 使 用 者 が 以 前 か ら 所 有 し て い る ア ナ ロ グ 入 出 力 の 周 辺 機 器 と 新 規 に 購 入 す る デ ジ タ ル 入
出 力 の 周 辺 機 器 が 複 数 接 続 さ れ た 場 合 に 、 記 録 指 示 な ど の 制 御 を 容 易 に 行 う 手 段 が な か っ
た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
・ 記 録 画 像 を 容 易 に 表 示 す る 手 段 が な か っ た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 記 課 題 に 鑑 み 、 使 用 者 が 容 易 か つ 確 実 に 画 像 を 記 録 で き る 内 視 鏡
装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 本 発 明 に よ る 内 視 鏡 装 置 は 、 内 視 鏡 に よ り 撮 影 し た 画 像 を 取 得 す る 取 得 手 段 と 、 前 記 取
得 手 段 に よ り 取 得 し た 前 記 画 像 を デ ジ タ ル 画 像 処 理 す る デ ジ タ ル 画 像 処 理 手 段 と 、 前 記 デ
ジ タ ル 画 像 処 理 し た デ ジ タ ル 画 像 を ア ナ ロ グ に 変 換 し て 出 力 す る ア ナ ロ グ 出 力 手 段 と 、 前
記 ア ナ ロ グ 出 力 手 段 に 接 続 さ れ る ア ナ ロ グ 用 周 辺 機 器 と 、 前 記 デ ジ タ ル 画 像 を 符 号 化 す る
符 号 化 手 段 と 、 前 記 符 号 化 し た デ ジ タ ル 画 像 を 出 力 す る デ ジ タ ル 出 力 手 段 と 、 前 記 デ ジ タ
ル 出 力 手 段 に 接 続 さ れ る デ ジ タ ル 用 周 辺 機 器 と 、 前 記 ア ナ ロ グ 用 周 辺 機 器 と 前 記 デ ジ タ ル
用 周 辺 機 器 へ 記 録 指 示 を 行 う 記 録 指 示 手 段 で あ っ て 、 該 記 録 指 示 手 段 は 接 続 さ れ る 前 記 ア
ナ ロ グ 用 周 辺 機 器 と 前 記 デ ジ タ ル 用 周 辺 機 器 か ら 選 択 し て 記 録 指 示 可 能 で あ る 記 録 指 示 手
段 と 、 を 具 備 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 の 構 成 で 、 取 得 手 段 は Ｃ Ｃ Ｄ １ ０ ２ ， １ ０ ２ ’ で 構 成 さ れ る 。 デ ジ タ ル 画 像 処 理 手
段 は 映 像 処 理 部 １ ３ ６ で 構 成 さ れ 、 ア ナ ロ グ 出 力 手 段 は 映 像 処 理 部 １ ３ ６ の Ｄ ／ Ａ 変 換 器
２ ３ ５ ， ２ ２ ２ で 構 成 さ れ 、 ア ナ ロ グ 用 周 辺 機 器 は 図 ６ (a)， 図 ６ (b)で 構 成 さ れ 、 符 号 化
手 段 及 び デ ジ タ ル 出 力 手 段 は 映 像 処 理 部 １ ３ ６ の デ ジ タ ル 出 力 部 ２ ３ ７ で 構 成 さ れ 、 デ ジ
タ ル 用 周 辺 機 器 は 図 ６ (c)で 構 成 さ れ 、 記 録 指 示 手 段 は キ ー ボ ー ド １ １ ４ （ 及 び 制 御 処 理
部 １ ３ ８ ） で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に お い て 、 前 記 符 号 化 し た デ ジ タ ル 画 像 は 、 複 数 の サ イ ズ を 生 成 可 能 で あ り 、 前
記 サ イ ズ に 応 じ て 前 記 デ ジ タ ル 画 像 処 理 を 変 更 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に お い て 、 前 記 符 号 化 手 段 は 、 プ ロ グ ラ マ ブ ル Ｉ Ｃ に て 行 わ れ 、 前 記 プ ロ グ ラ マ
ブ ル Ｉ Ｃ の フ ァ ー ム ウ ェ ア を 選 択 す る 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ こ で 、 プ ロ グ ラ マ ブ ル Ｉ Ｃ と は 、 固 定 的 な ロ ジ ッ ク だ け で な く 、 ソ フ ト ウ ェ ア プ ロ グ
ラ ム に よ っ て 動 作 を 制 御 で き る （ ソ フ ト ウ ェ ア プ ロ グ ラ ム に よ っ て 一 連 の 作 業 指 示 を 与 え
ら れ る ） ハ ー ド ウ ェ ア デ バ イ ス （ Ｄ Ｓ Ｐ な ど ） 、 又 は Ｆ Ｐ Ｇ Ａ ・ リ コ ン フ ィ ギ ュ ラ ブ ル プ
ロ セ ッ サ を 言 う 。 ま た 、 フ ァ ー ム ウ ェ ア （ firmware） と は 、 制 御 機 器 や コ ン ピ ュ ー タ な ど
に お い て 、 ほ か の 情 報 に よ り 決 め ら れ た 動 作 を 行 う よ う に ハ ー ド ウ ェ ア デ バ イ ス に 組 み 込
ま れ て 動 作 す る ソ フ ト ウ ェ ア プ ロ グ ラ ム 、 又 は Ｆ Ｐ Ｇ Ａ ・ リ コ ン フ ィ ギ ュ ラ ブ ル プ ロ セ ッ
サ の コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン デ ー タ を 言 う 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に お い て 、 前 記 符 号 化 手 段 は 、 動 画 処 理 又 は 静 止 画 処 理 を 含 む こ と を 特 徴 と す る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に お い て 、 前 記 符 号 化 手 段 に よ る 処 理 を 行 わ な い デ ジ タ ル 画 像 も 出 力 可 能 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 に お い て 、 前 記 デ ジ タ ル 用 周 辺 機 器 に 記 録 さ れ た デ ジ タ ル 画 像 を 表 示 可 能 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 に お い て 、 サ ム ネ イ ル 画 像 も 表 示 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 に お い て 、 前 記 デ ジ タ ル 用 周 辺 機 器 の 一 部 は 、 前 記 デ ジ タ ル 画 像 の バ ッ ク ア ッ プ
を 行 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 に よ れ ば 、
　 ・ 使 用 者 が 、 操 作 デ バ イ ス に 、 記 録 し た い 周 辺 機 器 の 記 録 指 示 キ ー を 選 択 し て 割 り 当 て
る こ と に よ り 、 複 数 の 周 辺 機 器 か ら 記 録 す る 周 辺 機 器 を 選 択 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
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　 ・ 符 号 化 （ 圧 縮 ） し た デ ジ タ ル 画 像 は 、 通 常 の Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 、 正 方 画 素
の Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 の 複 数 の サ イ ズ を 生 成 可 能 で あ り 、 か つ メ モ リ か ら 通 常 又
は 正 方 画 素 に 対 応 し た 拡 大 （ 縮 小 ） 係 数 、 強 調 係 数 、 画 像 回 転 パ ラ メ ー タ な ど を 読 み 出 し
コ ン ト ロ ー ラ １ １ １ が 制 御 を 行 い 内 視 鏡 画 像 の 処 理 を 行 う こ と で 、 そ れ ぞ れ の サ イ ズ に 最
適 な 内 視 鏡 画 像 の 処 理 が 可 能 と な る 。 ま た 、 サ イ ズ ご と に 記 録 周 辺 機 器 を 設 定 可 能 で あ る
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ・ 使 用 者 が 、 設 定 画 面 に て 、 以 下 の 処 理 を 容 易 か つ 確 実 に 行 な う こ と が 可 能 で あ る 。   
　 ・ ・ 項 目 ” Encode Type” に て 符 号 化 の 種 類 を 選 択 す る こ と に よ り 、 使 用 者 が 設 定 し た
い 符 号 化 処 理 を 選 択 で き る 。 ま た 、 画 像 圧 縮 部 、 画 像 伸 長 部 の 全 部 （ 又 は 一 部 ） が プ ロ グ
ラ マ ブ ル Ｉ Ｃ で 構 成 さ れ る 場 合 に は 、 項 目 ” Encode Type” で 選 択 後 に 、 自 動 的 に 対 応 す
る コ ン フ ィ グ レ ー シ ョ ン デ ー タ や プ ロ グ ラ ム （ フ ァ ー ム ウ エ ア ） を ダ ウ ン ロ ー ド （ リ コ ン
フ ィ グ レ ー シ ョ ン ） し 直 し て 、 符 号 化 処 理 を 変 更 で き る 。 よ っ て 同 一 の ハ ー ド ウ ェ ア に て
複 数 の 符 号 化 処 理 を 行 な う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ・ ・ 符 号 化 の 種 類 は 、 動 画 （ WMV/H.264/MPEG2/MPEG4/AVI） 又 は 静 止 画 （ JPEG/JPEG2000
/TIFF/BMP） の 符 号 化 が 可 能 と な る 。   
　 ・ ・ 項 目 ” Encode Type” を OFFに す る こ と に よ り 、 符 号 化 し な い （ 非 圧 縮 ） の 画 像 を 記
録 /再 生 表 示 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ・ 使 用 者 が 、 周 辺 機 器 に 記 録 さ れ た デ ジ タ ル 画 像 を 容 易 か つ 確 実 に 表 示 可 能 で あ る 。 ま
た 、 設 定 画 面 で の 設 定 や 、 記 録 し た 画 像 の 付 属 情 報 よ り 、 画 像 伸 長 部 の 処 理 を 自 動 的 に 行
な う こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 再 生 画 像 の 検 索 を 容 易 に で き る よ う に 、 デ ィ レ ク ト リ や フ ァ
イ ル 名 の 表 示 、 サ ム ネ イ ル 画 像 に よ る マ ル チ 画 像 の 表 示 を 行 な う こ と が 可 能 で あ る 。 ま た
、 ど の 周 辺 機 器 の 記 録 画 像 を 表 示 す る か 選 択 可 能 で あ る 。  
　 ・ 周 辺 機 器 に 転 送 す る 順 番 と し て 、 最 初 に 画 像 の バ ッ ク ア ッ プ と し て あ る 周 辺 機 器 （ 例
え ば Ｐ Ｃ カ ー ド 、 メ モ リ カ ー ド ） に 格 納 し 、 そ の 後 、 別 の 周 辺 機 器 に 記 録 す る よ う に し て
も よ い 。 こ れ よ り 、 周 辺 機 器 に 記 録 途 中 や 通 信 エ ラ ー 時 に 、 プ ロ セ ッ サ の 電 源 を OFFに し
た 場 合 に も 、 再 度 電 源 を ON時 に バ ッ ク ア ッ プ し た 周 辺 機 器 （ Ｐ Ｃ カ ー ド 、 又 は メ モ リ カ ー
ド ） に 格 納 し た 画 像 及 び サ ム ネ イ ル を 再 度 自 動 的 に 転 送 可 能 で あ る 。 こ れ よ り 、 画 像 の 記
録 を 安 全 、 確 実 に 行 な う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 使 用 者 が 容 易 か つ 確 実 に 画 像 を 記 録 す る こ と が 可 能 と な
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。   
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 １ は 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 装 置 の 実 施 例 １ を 示 す 全 体 構 成 図 で あ る 。   
　 図 １ に お い て 、 内 視 鏡 １ ０ １ は 、 患 者 の 体 腔 内 に 挿 入 す る 挿 入 部 先 端 に 設 け ら れ た 固 体
撮 像 素 子 と し て の Ｃ Ｃ Ｄ （ Carge Coupled Device） １ ０ ２ と 、 挿 入 部 先 端 へ 観 察 照 明 光 を
導 く ラ イ ト ガ イ ド １ ０ ７ と 、 内 視 鏡 の 操 作 を 行 う 操 作 部 に 設 け ら れ た 操 作 ス イ ッ チ 部 １ ０
３ と 、 プ ロ セ ッ サ １ １ ３ と 接 続 す る 為 の コ ネ ク タ １ １ ５ と 、 プ ロ グ ラ ム や 内 視 鏡 固 有 情 報
デ ー タ （ Ｃ Ｃ Ｄ の 種 類 、 ス コ ー プ 種 類 、 ス コ ー プ の シ リ ア ル ナ ン バ ー 、 複 数 の ホ ワ イ ト バ
ラ ン ス デ ー タ 、 鉗 子 チ ャ ネ ル の 数 や チ ャ ネ ル 径 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ ９ へ の 通 電 回 数 、 操 作 ス イ ッ
チ 部 １ ０ ３ の 押 下 回 数 、 挿 入 部 の 屈 曲 特 性 な ど ） を 記 憶 す る 不 揮 発 性 の メ モ リ １ ０ ８ （ Ｅ
Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ ， Ｆ Ｌ Ａ Ｓ Ｈ 　 Ｒ Ｏ Ｍ ， Ｆ Ｒ Ａ Ｍ ， Ｆ ｅ Ｒ Ａ Ｍ ， Ｍ Ｒ Ａ Ｍ ， Ｏ Ｕ Ｍ ， バ ッ テ リ
ー 付 き Ｓ Ｒ Ａ Ｍ ， 等 で あ る 。 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ ９ と の イ ン タ ー フ ェ ー ス は 、 パ ラ レ ル イ ン タ ー フ
ェ ー ス 、 シ リ ア ル イ ン タ ー フ ェ ー ス ど ち ら で も よ い ） と 、 メ モ リ １ ０ ８ へ の デ ー タ 読 み 出
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し や 書 き 込 み 制 御 、 ま た メ モ リ １ ０ ８ に 格 納 さ れ た デ ー タ を プ ロ セ ッ サ １ １ ３ と 信 号 線 １
１ １ ａ ， コ ネ ク タ １ １ ５ ， ケ ー ブ ル １ ３ ２ ， コ ネ ク タ １ ３ １ ， 信 号 線 １ １ １ ｂ を 経 由 し て
送 受 信 し た り 、 演 算 処 理 （ ス コ ー プ の 接 続 回 数 の 演 算 、 操 作 ス イ ッ チ 部 の 押 下 回 数 の 演 算
、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ ９ へ の 通 電 回 数 の 演 算 等 ） を 行 う Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ ９ （ シ リ ア ル イ ン タ ー フ ェ ー ス
や パ ラ レ ル イ ン タ ー フ ェ ー ス ， ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ ， タ イ マ ， Ｓ Ｒ Ａ Ｍ ， プ ロ グ ラ ム 用
Ｆ Ｌ Ａ Ｓ Ｈ 　 Ｒ Ｏ Ｍ な ど を 内 蔵 す る ） と 、 プ ロ セ ッ サ １ １ ３ か ら の 供 給 さ れ る 電 源 の 変 動
時 や Ｃ Ｐ Ｕ ９ の ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ に よ り リ セ ッ ト 処 理 を 行 う リ セ ッ ト 回 路 （ 以 下 、 Ｒ
Ｅ Ｓ Ｅ Ｔ 回 路 ） １ （ １ １ ０ ） を 備 え て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 プ ロ セ ッ サ １ １ ３ か ら Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ ９ 、 メ モ リ １ ０ ８ 、 Ｒ Ｅ Ｓ Ｅ Ｔ 回 路 １ １ ０ に 電
源 を 供 給 す る 方 法 は 、 駆 動 回 路 １ ３ ９ か ら １ ０ ６ ａ ， １ ０ ６ ｂ を 経 由 し て 送 ら れ る Ｃ Ｃ Ｄ
１ ０ ２ の 駆 動 電 源 を 用 い て も 良 い し 、 （ 図 示 し な い ） 専 用 の 電 源 線 を 使 用 し て も 良 い 。 操
作 ス イ ッ チ 部 １ ０ ３ の ス イ ッ チ オ ン ／ オ フ 信 号 （ 以 下 、 Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ 信 号 ） （ 駆 動 回 路 １
３ ９ か ら 供 給 さ れ る 電 源 レ ベ ル や Ｇ Ｎ Ｄ レ ベ ル に 相 当 す る ） は 、 信 号 線 １ ０ ４ ａ ， コ ネ ク
タ １ １ ５ ， ケ ー ブ ル １ ３ ２ ， コ ネ ク タ １ ３ １ ， 信 号 線 １ ０ ４ ｂ を 経 由 し て セ レ ク タ １ ３ ５
に 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 Ｃ Ｃ Ｄ １ ０ ２ で 撮 像 さ れ た 内 視 鏡 画 像 は 、 信 号 線 １ ０ ５ ａ ， コ ネ ク タ １ １ ５ ， ケ ー ブ ル
１ ３ ２ ， コ ネ ク タ １ ３ １ ， 信 号 線 １ ０ ５ ｂ を 経 由 し 、 プ ロ セ ッ サ １ １ ３ 内 の セ レ ク タ １ ３
５ に 入 力 さ れ る 。   
　 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ ９ か ら デ ー タ を 送 受 信 す る 信 号 は 信 号 線 １ １ １ ａ ， コ ネ ク タ １ １ ５ ， ケ ー ブ
ル １ ３ ２ ， コ ネ ク タ １ ３ １ ， 信 号 線 １ １ １ ｂ を 経 由 し 、 プ ロ セ ッ サ １ １ ３ 内 の セ レ ク タ １
３ ５ に 入 力 さ れ る 。 （ な お 、 イ ン タ ー フ ェ ー ス は 、 本 実 施 例 の よ う な シ リ ア ル イ ン タ ー フ
ェ ー ス の 他 、 パ ラ レ ル イ ン タ ー フ ェ ー ス で も 良 い ） 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 コ ネ ク タ １ １ ５ に 実 装 さ れ て い る 内 視 鏡 １ ０ １ （ も し く は Ｃ Ｃ Ｄ １ ０ ２ ） 検 知 信 号 は ケ
ー ブ ル １ ３ ２ ， コ ネ ク タ １ ３ １ ， 信 号 線 １ １ ２ ｂ を 経 由 し て プ ロ セ ッ サ １ ３ 内 の セ レ ク タ
１ ３ ５ に 入 力 さ れ る 。   
　 な お 、 プ ロ セ ッ サ １ １ ３ は 、 内 視 鏡 １ ０ １ と 同 様 の 機 能 を 有 す る 内 視 鏡 １ ０ １ ’ （ １ ０
１ ’ ～ １ １ ５ ’ ， １ ３ １ ’ ， １ ３ ２ ’ は １ ０ １ ～ １ １ ５ ， １ ３ １ ， １ ３ ２ と 同 様 の 機 能 を
有 す る ） も 接 続 可 能 で あ り 、 セ レ ク タ １ ３ ５ で ど ち ら の 内 視 鏡 の 信 号 を 入 力 す る か 選 択 可
能 と す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
・ １ ０ ４ b 又 は  １ ０ ４ b’ を 切 り 替 え て １ ０ ４ cに 出 力 す る 。   
・ １ ０ ５ b 又 は  １ ０ ５ b’ を 切 り 替 え て １ ０ ５ cに 出 力 す る 。   
・ １ １ １ b 又 は  １ １ １ b’ を 切 り 替 え て １ １ １ cに 出 力 す る 。   
・ １ １ ２ b 又 は １ １ ２ b’ を 切 り 替 え て １ １ ２ cに 出 力 す る 。   
　 な お 、 内 視 鏡 １ ０ １ ， １ ０ １ ’ は 双 方 も し く は 一 方 の み 軟 性 鏡 で あ っ て も よ く 、 硬 性 鏡
で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 Ｃ Ｃ Ｄ １ ０ ２ ， １ ０ ２ ’ を 駆 動 す る 駆 動 信 号 は 、 プ ロ セ ッ サ １ １ ３ 内 の 駆 動 回 路 １ ３ ９
か ら 信 号 線 １ ０ ６ ｂ ， １ ０ ６ ｂ ’ ， コ ネ ク タ １ ３ １ ， １ ３ １ ’ ， ケ ー ブ ル １ ３ ２ ， １ ３ ２
’ ， コ ネ ク タ １ １ ５ ， １ １ ５ ’ ， 信 号 線 １ ０ ６ ａ ， １ ０ ６ ａ ’ を 経 由 し て Ｃ Ｃ Ｄ １ ０ ２ ，
１ ０ ２ ’ に 入 力 さ れ る 。 　
　 光 源 １ １ ７ は 、 観 察 光 を 生 成 す る 白 色 光 を 発 光 す る ラ ン プ １ １ ８ と 、 ラ ン プ １ １ ８ の 観
察 光 を Ｒ Ｇ Ｂ の 面 順 次 光 に 変 換 す る 為 の Ｒ Ｇ Ｂ フ ィ ル タ １ １ ９ と 、 ラ ン プ １ １ ８ か ら 観 察
光 の 特 定 波 長 を カ ッ ト し て 特 殊 光 を 生 成 す る 複 数 、 例 え ば ３ つ の 特 殊 光 フ ィ ル タ １ ２ ０ ａ
， １ ２ ０ ｂ ， １ ２ ０ ｃ と 、 ラ ン プ １ １ ８ か ら の 観 察 光 の 光 量 を 制 御 す る し ぼ り １ １ ６ と 、
Ｒ Ｇ Ｂ フ ィ ル タ １ １ ９ 及 び 特 殊 光 フ ィ ル タ １ ２ ０ ａ ， １ ２ ０ ｂ ， １ ２ ０ ｃ の 切 替 を 行 う と
共 に し ぼ り １ １ ６ を 制 御 す る フ ィ ル タ 切 替 ＋ し ぼ り 制 御 １ ２ １ と 、 光 量 調 整 や 電 源 Ｏ Ｎ ／
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Ｏ Ｆ Ｆ 、 ラ ン プ 点 灯 ／ 消 灯 、 透 過 照 明 、 フ ィ ル タ 切 替 な ど 各 種 設 定 を 行 う 操 作 パ ネ ル １ ２
５ と 、 プ ロ グ ラ ム や 光 量 調 整 デ ー タ や ラ ン プ 寿 命 ， 光 源 の シ リ ア ル ナ ン バ ー ， フ ィ ル タ １
１ ９ ， １ ２ ０ ａ ， １ ２ ０ ｂ ， １ ２ ０ ｃ の 種 類 、 メ ン テ ナ ン ス 情 報 な ど を 記 憶 す る 不 揮 発 性
の メ モ リ １ ２ ３ （ Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ ， Ｆ Ｌ Ａ Ｓ Ｈ 　 Ｒ Ｏ Ｍ ， Ｆ Ｒ Ａ Ｍ ， Ｆ ｅ Ｒ Ａ Ｍ ， Ｍ Ｒ Ａ Ｍ
， Ｏ Ｕ Ｍ ， バ ッ テ リ ー 付 き Ｓ Ｒ Ａ Ｍ 等 。 パ ラ レ ル イ ン タ ー フ ェ ー ス 、 シ リ ア ル イ ン タ ー フ
ェ ー ス ど ち ら で も よ い ） と 、 メ モ リ １ ２ ３ へ の デ ー タ 読 み 出 し ／ 書 き 込 み 制 御 及 び 、 メ モ
リ １ ２ ３ に 格 納 さ れ た デ ー タ を 信 号 線 １ ２ ８ ａ ， １ ２ ８ ｂ を 経 由 し て プ ロ セ ッ サ １ １ ３ と
送 受 信 し た り 、 フ ィ ル タ 切 替 ＋ し ぼ り 制 御 １ ２ １ や 操 作 パ ネ ル １ ２ ５ を 制 御 す る Ｃ Ｐ Ｕ １
２ ４ と 、 プ ロ セ ッ サ １ １ ３ か ら の 調 光 信 号 を ア ナ ロ グ 信 号 に 変 更 し フ ィ ル タ 切 替 ＋ し ぼ り
制 御 １ ２ １ に 出 力 す る こ と で し ぼ り １ ２ ５ を 制 御 さ せ る Ｄ ／ Ａ 変 換 器 １ ２ ２ か ら な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 Ｃ Ｐ Ｕ １ ２ ４ 内 の Ｓ Ｉ Ｏ （ シ リ ア ル 入 出 力 、 Serial Input/Outputの 略 ）  か ら デ ー タ を
送 受 信 す る 信 号 は 、 信 号 線 １ ２ ８ ａ ， コ ネ ク タ １ ２ ６ ， ケ ー ブ ル １ ３ ４ ， コ ネ ク タ １ ３ ３
， 信 号 線 １ ２ ８ ｂ を 経 由 し 、 プ ロ セ ッ サ １ ３ 内 の 制 御 処 理 部 １ （ １ ３ ８ ） の Ｓ Ｉ Ｏ （ ４ ０
７ ） に 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 Ｄ ／ Ａ 変 換 器 １ ２ ２ に 入 力 さ れ る 信 号 は 、 Ｃ Ｃ Ｄ １ ０ ２ ， １ ０ ２ ’ で 撮 像 さ れ た 内 視 鏡
画 像 の 光 量 情 報 （ 測 光 信 号 、 調 光 信 号 な ど ） を 示 し 、 プ ロ セ ッ サ １ １ ３ の Ｐ Ｉ Ｏ （ パ ラ レ
ル 入 出 力 、 Parallel Input/Outputの 略 ） ４ ０ ８ か ら 信 号 線 １ ２ ７ ｂ ， コ ネ ク タ １ ３ ３ ，
ケ ー ブ ル １ ３ ４ ， コ ネ ク タ １ ２ ６ ， 信 号 線 １ ２ ７ ａ を 経 由 し て 入 力 さ れ る （ デ ー タ 形 式 は
パ ラ レ ル 又 は 同 期 式 シ リ ア ル 、 も し く は 調 歩 同 期 式 で あ っ て も よ い ） 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 符 号 １ ２ ９ ｂ は 光 源 の 種 類 の 検 知 す る 信 号 で あ り 、 光 源 １ １ ７ の 場 合 は 、 Ｇ Ｎ Ｄ に 接 続
さ れ た 信 号 １ ２ ９ ａ が コ ネ ク タ １ ２ ６ ， ケ ー ブ ル １ ３ ４ ， コ ネ ク タ １ ３ ３ を 経 由 し て プ ロ
セ ッ サ １ １ ３ 内 の プ ロ セ ッ サ １ １ ３ の Ｐ Ｉ Ｏ ４ ０ ８ に 入 力 さ れ る 。 プ ロ セ ッ サ １ １ ３ で は
Ｐ Ｉ Ｏ ４ ０ ８ を 経 由 し て Ｃ Ｐ Ｕ １ （ ４ ０ １ ） が Ｌ Ｏ Ｗ の 信 号 レ ベ ル を 検 出 す る こ と に よ り
、 光 源 の 種 類 （ 光 源 １ １ ７ ） を 判 別 で き る 。 な お 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ２ ４ 内 の シ リ ア ル イ ン タ ー フ
ェ ー ス 回 路 Ｓ Ｉ Ｏ が な く 、 プ ロ セ ッ サ １ １ ３ と の 通 信 機 能 を 有 さ な い （ 図 示 し な い ） 光 源
も あ り 、 信 号 １ ２ ９ ａ は プ ル ア ッ プ 又 は 開 放 （ 以 下 、 OPEN） と し （ OPEN時 に は 、 プ ロ セ ッ
サ １ １ ３ 側 で プ ル ア ッ プ の 処 理 を 行 う ） 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ （ ４ ０ １ ） が ハ イ レ ベ ル （ 以 下 、 HI）
の 信 号 レ ベ ル を 検 知 で き る よ う に す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 な お 、 光 源 １ １ ７ 接 続 時 で は 、 前 記 操 作 パ ネ ル １ ２ ５ に て 調 整 さ れ た 調 光 信 号 は 、 Ｃ Ｐ
Ｕ １ ２ ４ 内 の Ｓ Ｉ Ｏ を 経 由 し た デ ー タ の 送 受 信 に て 行 う 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 プ ロ セ ッ サ １ １ ３ は 、 制 御 動 作 を 行 う キ ー ボ ー ド １ １ ４ ， フ ロ ン ト パ ネ ル １ ４ ２ 、 後 述
す る 複 数 の 周 辺 機 器 と 接 続 さ れ る （ キ ー ボ ー ド １ １ ４ 、 複 数 の 周 辺 機 器 と プ ロ セ ッ サ １ １
３ 間 の ケ ー ブ ル 、 コ ネ ク タ の 詳 細 は 省 略 す る ） 。 な お 、 プ ロ セ ッ サ １ １ ３ と 接 続 さ れ る 全
て の 機 器 間 の ケ ー ブ ル は 取 り 外 し が 自 由 な よ う に 着 脱 可 能 で あ っ て も 良 い し 、 容 易 に 外 れ
な い よ う に ケ ー ブ ル 間 が 一 体 に な っ て い て も 良 い 。 電 源 ケ ー ブ ル や ア ー ス 線 も 同 様 で あ る
。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 プ ロ セ ッ サ １ １ ３ 内 の 映 像 処 理 部 １ （ １ ３ ６ ） ，  制 御 処 理 部 １ （ １ ３ ８ ） ，  制 御 処 理
部 ２ （ １ ３ ７ ） ，  画 像 圧 縮 部 （ １ ４ ０ ） ，  画 像 伸 長 部 （ １ ４ １ ） の ブ ロ ッ ク で は 、 内 視
鏡 画 像 の 映 像 処 理 や プ ロ セ ッ サ １ １ ３ の 制 御 を 行 う （ 詳 細 は 後 述 す る ） 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 な お 、 各 ブ ロ ッ ク が 基 板 ご と に 構 成 さ れ て も よ く 、 オ プ シ ョ ン 用 の 基 板 と し て 追 加 ・ 削
除 可 能 と し て も よ い 。 （ 例 え ば 、 制 御 処 理 部 ２ （ １ ３ ７ ） ＋ 画 像 圧 縮 部 （ １ ４ ０ ） ＋ 画 像
伸 長 部 （ １ ４ １ ） を オ プ シ ョ ン の 基 板 と し て 構 成 し 、 使 用 者 の 要 求 に 応 じ て 、 オ プ シ ョ ン
の 基 板 を 実 装 も し く は 削 除 し て も よ い ） 。
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【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ２ は 、 上 記 プ ロ セ ッ サ １ １ ３ の 詳 細 図 の 内 、 映 像 処 理 部 １ （ １ ３ ６ ） に つ い て 説 明 し
た も の で あ る 。   
　 内 視 鏡 １ ０ 1又 は 内 視 鏡 １ ０ 1’ に よ っ て 撮 像 さ れ た 内 視 鏡 画 像 は 、 セ レ ク タ （ SEL） １
３ ５ に よ っ て 、 内 視 鏡 １ ０ 1又 は 内 視 鏡 １ ０ 1’ の ど ち ら の 内 視 鏡 画 像 を 入 力 す る か 選 択 さ
れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 選 択 方 法 は 、 フ ロ ン ト パ ネ ル １ ４ ２ や キ ー ボ ー ド １ １ ４ や 内 視 鏡 １ ０ １ ， １ ０ １ ’ の ス
イ ッ チ 部 １ ０ ３ ， １ ０ ３ ’ や Ｈ Ｉ Ｄ ３ ２ ６ （ 以 下 ま と め て 操 作 デ バ イ ス と い う ） に 割 り 当
て ら れ た ス イ ッ チ で ト グ ル 切 り 替 え し て も よ く 、 プ ロ セ ッ サ の 設 定 画 面 上 で 選 択 で き る よ
う に し て も よ い 。 ま た 、 周 辺 機 器 か ら シ リ ア ル イ ン タ ー フ ェ ー ス 又 は パ ラ レ ル イ ン タ ー フ
ェ ー ス に よ る 制 御 で 切 り 替 え 可 能 で あ っ て も よ い （ Ｃ Ｐ Ｕ 1(４ ０ １ )に よ っ て 制 御 さ れ る
） 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 内 視 鏡 １ ０ １ ， １ ０ １ ’ の 一 方 の み が 接 続 さ れ て い る 場 合 は 、 検 知 信 号 １ １ ２ ｂ
、 １ １ ２ ｂ ’ に よ り 検 知 を 検 出 し 、 検 知 さ れ た 内 視 鏡 に 自 動 的 に 切 り 替 え を 行 っ て も よ い
。
【 ０ ０ ４ ７ 】
内 視 鏡 １ ０ １ （ も し く は Ｃ Ｃ Ｄ １ ０ ２ ） 検 知 信 号 １ １ ２ Cは 絶 縁 回 路 ２ ０ ４ を 経 由 し て 、
Ｐ Ｉ Ｏ ４ ０ ８ や 同 期 信 号 発 生 回 路 （ 以 下 、 Ｓ Ｓ Ｇ 回 路 ） ２ ４ ２ に 出 力 さ れ る 。 Ｃ Ｃ Ｄ １ ０
２ で 撮 像 さ れ た 内 視 鏡 画 像 １ ０ ５ Cは Ｃ Ｄ Ｓ 回 路 ２ ０ ２ に 入 力 さ れ る 。 操 作 ス イ ッ チ 部 １
０ ３ の ス イ ッ チ Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ 信 号 １ ０ ４ Cは 絶 縁 回 路 を 経 由 し て Ｐ Ｉ Ｏ ４ ０ ８ に 出 力 さ れ
る 。 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ ９ か ら デ ー タ を 送 受 信 す る 信 号 １ １ １ Cは 絶 縁 回 路 を 経 由 し て Ｓ Ｉ Ｏ ４ ０
７ に 入 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 Ｃ Ｄ Ｓ 回 路 ２ ０ ２ に 入 力 さ れ て 相 関 二 重 サ ン プ リ ン グ （ 以 下 、 Ｃ Ｄ Ｓ ） 処 理 を さ れ た 後
、 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ２ ０ ３ に よ り ア ナ ロ グ → デ ジ タ ル 変 換 さ れ 、 （ 図 示 し な い ） 周 波 数 変 換 器
に よ り 所 定 の 周 波 数 （ 例 え ば 、 １ ３ ． ５ Ｍ Ｈ ｚ ） に 変 換 し 、 フ ォ ト カ プ ラ な ど の 絶 縁 回 路
２ ０ ４ を 通 し 、 画 像 処 理 回 路 ２ ０ ５ で Ｏ Ｂ ク ラ ン プ 処 理 ・ 周 波 数 変 換 （ 例 え ば ２ ７ Ｍ Ｈ ｚ
） ・ ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 処 理 ・ Ａ Ｇ Ｃ 処 理 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 Ａ Ｇ Ｃ 処 理 さ れ た 内 視 鏡 画 像 は 、 フ リ ー ズ 動 作 を 行 う フ リ ー ズ 回 路 ２ ０ ６ に 入 力 さ れ 、
操 作 デ バ イ ス に 割 り 当 て ら れ た フ リ ー ズ ス イ ッ チ に よ り 、 メ モ リ ２ ０ ７ に 、 フ リ ー ズ 画 像
又 は プ リ フ リ ー ズ 画 像 を 格 納 す る 。 フ リ ー ズ ス イ ッ チ は ト グ ル 動 作 （ ス イ ッ チ を 押 す ご と
に フ リ ー ズ ON→ OFF→ ON… を 行 う ） で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 フ リ ー ズ 回 路 出 力 後 、 画 像 処 理 回 路 ２ ０ ８ に て Ｉ Ｈ ｂ 色 彩 強 調 、 動 画 色 ず れ 補 正 、 Ｒ 又
は Ｂ の 色 調 調 整 、 γ 補 正 な ど の 強 調 処 理 が 行 わ れ る 。 な お 、 Ｉ Ｈ ｂ は 血 液 情 報 量 と な る 色
素 量 と し て の ヘ モ グ ロ ビ ン 量 に 相 関 す る 値 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 画 像 処 理 回 路 ２ ０ 8出 力 後 、 標 準 画 像 で あ る Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 処 理 部 と 高 画 質 画 像 で あ る Ｈ Ｄ Ｔ
Ｖ 処 理 部 に 分 か れ て 処 理 を 行 う 。 こ れ よ り 、 Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 出 力 （ NTSC=720× 480相 当 、 PAL=720
× 576相 当 の 出 力 ） と Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ 出 力 （ 1920× 1080相 当 の 出 力 ） の 両 方 の 出 力 が 可 能 と な り
、 Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ /Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ 双 方 の 周 辺 機 器 に 対 応 で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 処 理 部 で は 、 内 視 鏡 画 像 の 拡 大 ・ 縮 小 処 理 、 輪 郭 強 調 ・ 構 造 強 調 な ど の 強 調 処
理 （ ２ ０ ９ ） 、 内 視 鏡 画 像 の 上 下 左 右 反 転 や ９ ０ 度 回 転 を 行 う 画 像 回 転 回 路 ２ １ ０ 、 マ ル
チ プ レ ク サ に よ り Ｒ Ｇ Ｂ 画 像 を Ｒ ， Ｇ ， Ｂ フ レ ー ム ご と に 順 次 書 き 込 む こ と に よ る 同 時 化
回 路 （ ２ １ ３ ） を 行 う （ 同 時 化 処 理 前 は ２ ７ Ｍ Ｈ ｚ 、 同 時 化 処 理 後 は １ ３ ． ５ Ｍ Ｈ ｚ に て
動 作 す る ） 。
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【 ０ ０ ５ ３ 】
　 メ モ リ ２ １ ２ は 拡 大 （ 縮 小 ） 係 数 、 強 調 係 数 、 画 像 回 転 パ ラ メ ー タ な ど が 格 納 さ れ て お
り 、 そ の 係 数 ・ パ ラ メ ー タ に 応 じ て コ ン ト ロ ー ラ ２ １ １ が 制 御 を 行 う 。 メ モ リ ２ １ ２ は 、
Ｆ Ｌ Ａ Ｓ Ｈ 　 Ｒ Ｏ Ｍ 、 Ｆ Ｒ Ａ Ｍ ， Ｆ ｅ Ｒ Ａ Ｍ ， Ｍ Ｒ Ａ Ｍ ， Ｏ Ｕ Ｍ な ど の 不 揮 発 性 メ モ リ を
使 用 し て 、 プ ロ セ ッ サ の 電 源 OFF時 も 記 憶 で き る よ う に し て も よ く 、 Ｓ Ｒ Ａ Ｍ ， Ｓ Ｄ Ｒ Ａ
Ｍ ， Ｅ Ｄ Ｏ Ｒ Ａ Ｍ ， Ｄ Ｒ Ａ Ｍ ， Ｒ Ｄ Ｒ Ａ Ｍ な ど の 揮 発 性 メ モ リ を 使 用 し て 、 プ ロ セ ッ サ の
電 源 ON後 の 初 期 設 定 で 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ （ ４ ０ １ ） が メ モ リ ２ １ ２ に 係 数 ・ パ ラ メ ー タ を 書 き こ
む よ う に し て も よ い 。 （ 以 下 プ ロ セ ッ サ 内 の す べ て の メ モ リ に つ い て も 同 様 と す る 。 ）
メ モ リ ２ １ ４ は 、 同 時 化 処 理 の 際 に 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の フ レ ー ム が ３ 色 同 時 に 出 力 で き る よ う
Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の フ レ ー ム 画 像 を 格 納 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 同 時 化 処 理 後 に 、 イ ン デ ッ ク ス 回 路 ２ １ ５ に て イ ン デ ッ ク ス 画 像 が 作 成 さ れ る 。 イ ン デ
ッ ク ス 画 像 は 、 操 作 デ バ イ ス に 割 り 当 て ら れ た 記 録 指 示 キ ー （ レ リ ー ズ キ ー ， プ リ ン タ へ
の キ ャ プ チ ャ ー キ ー ） に よ る 記 録 指 示 毎 に 作 成 さ れ る 。 イ ン デ ッ ク ス 回 路 ２ １ ５ 内 に は 、
イ ン デ ッ ク ス 画 像 を 格 納 す る た め の メ モ リ も 有 す る 。 詳 細 は 、 特 願 2004－ 202763号 、 特 願
2004－ 176201号 を 参 照 の こ と 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 グ ラ フ ィ ッ ク 回 路 ２ １ ８ で は 、 内 視 鏡 画 像 に 関 連 す る 情 報 （ 以 下 、 内 視 鏡 関 連 情 報 と い
う ） を 示 す 文 字 や グ ラ フ ィ ッ ク 情 報 （ エ ラ ー 表 示 や メ ニ ュ ー 表 示 ， HELP画 像 ， そ の 他 GUI
や CUIを 行 う た め の グ ラ フ ィ ッ ク 画 像 を 言 う ） を 作 成 す る 。 メ モ リ ２ １ ９ は 文 字 や グ ラ フ
ィ ッ ク を 作 成 す る た め の 作 業 用 メ モ リ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
（ な お 、 内 視 鏡 関 連 情 報 や 設 定 画 面 に 関 す る 詳 細 は 、 特 願 2004－ 202763号 、 特 願 2004－ 17
6201号 を 参 照 の こ と ）
　 合 成 ・ マ ス ク 処 理 部 ２ １ ６ で は 、 同 時 化 処 理 後 の 内 視 鏡 画 像 に マ ス ク 処 理 を 行 い 、 イ ン
デ ッ ク ス 回 路 ２ １ ５ で 作 成 さ れ た イ ン デ ッ ク ス 画 像 、 グ ラ フ ィ ッ ク 回 路 ２ １ ８ で 作 成 さ れ
た 文 字 や グ ラ フ ィ ッ ク 情 報 、 又 は 後 述 す る グ ラ フ ィ ッ ク 回 路 ５ ０ １ 出 力 、 画 像 伸 長 部 １ ４
１ 出 力 、 同 期 回 路 ２ ２ １ ， ７ ２ ５ 出 力 、 オ プ シ ョ ン 回 路 ５ ０ ２ 出 力 を 合 成 し て 出 力 す る （
以 下 、 合 成 さ れ た 画 像 を 内 視 鏡 合 成 画 像 と い う ） 。 マ ス ク 処 理 を 行 う た め の マ ス ク デ ー タ
は 、 グ ラ フ ィ ッ ク 回 路 ２ １ ８ で 作 成 し て も よ く 、 合 成 ・ マ ス ク 処 理 部 ２ １ ６ の 内 部 で 作 成
し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 メ モ リ ２ １ ７ は 、 合 成 ・ マ ス ク 処 理 部 ２ １ ６ で 作 成 さ れ た 内 視 鏡 合 成 画 像 を 格 納 す る 。
（ 詳 細 は 後 述 す る ） ◎
　 内 視 鏡 合 成 画 像 は 、 Ｄ ／ Ａ 変 換 器 ２ ２ ２ で デ ジ タ ル → ア ナ ロ グ 変 換 さ れ 、 調 整 回 路 ２ ２
３ に て レ ベ ル 調 整 さ れ た 後 、 複 数 の 周 辺 機 器 に 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ 処 理 部 で も 、 同 様 に 以 下 の 処 理 を 行 う 。   
　 ま ず 、 （ 図 示 し な い ） 周 波 数 変 換 部 に て 周 波 数 変 換 を 行 い （ 例 え ば 、 ７ ４ Ｍ Ｈ ｚ ） 、
内 視 鏡 画 像 の 拡 大 ・ 縮 小 処 理 、 輪 郭 強 調 ・ 構 造 強 調 な ど の 強 調 処 理 （ ２ ２ ４ ） 、 内 視 鏡 画
像 の 上 下 左 右 反 転 や ９ ０ 度 回 転 を 行 う 画 像 回 転 処 理 （ ２ ２ ５ ） 、 マ ル チ プ レ ク サ に よ り Ｒ
Ｇ Ｂ 画 像 を Ｒ ， Ｇ ， Ｂ フ レ ー ム ご と に 順 次 書 き 込 む こ と に よ る 同 時 化 処 理 （ ２ ２ ８ ） を 行
う 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
メ モ リ ２ ２ ７ は 拡 大 （ 縮 小 ） 係 数 、 強 調 係 数 、 画 像 回 転 パ ラ メ ー タ な ど が 格 納 さ れ て お り
、 そ の 係 数 ・ パ ラ メ ー タ に 応 じ て コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ ６ が 制 御 を 行 う 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 メ モ リ ２ ２ ９ は 、 同 時 化 処 理 の 際 に 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の フ レ ー ム が ３ 色 同 時 に 出 力 で き る よ
う Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の フ レ ー ム 画 像 を 格 納 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
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　 同 時 化 処 理 後 に 、 イ ン デ ッ ク ス 回 路 ２ ３ ０ に て イ ン デ ッ ク ス 画 像 が 作 成 さ れ る 。 イ ン デ
ッ ク ス 画 像 は 、 操 作 デ バ イ ス に 割 り 当 て ら れ た 記 録 指 示 キ ー （ レ リ ー ズ キ ー ， プ リ ン タ へ
の キ ャ プ チ ャ ー キ ー ） に よ る 記 録 指 示 毎 に 作 成 さ れ る 。 イ ン デ ッ ク ス 回 路 ２ ３ ０ 内 に は 、
イ ン デ ッ ク ス 画 像 を 格 納 す る た め の メ モ リ も 有 す る 。 グ ラ フ ィ ッ ク 回 路 ２ ３ ３ で は 、 内 視
鏡 画 像 に 関 連 す る 情 報 （ 以 下 、 内 視 鏡 関 連 情 報 と い う ） を 示 す 文 字 や グ ラ フ ィ ッ ク 情 報 を
作 成 す る 。 メ モ リ ２ ３ ４ は 文 字 や グ ラ フ ィ ッ ク を 作 成 す る た め の 作 業 用 メ モ リ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 合 成 ・ マ ス ク 処 理 部 ２ ３ １ で は 、 同 時 化 処 理 後 の 内 視 鏡 画 像 に マ ス ク 処 理 を 行 い 、 イ ン
デ ッ ク ス 回 路 ２ ３ ０ で 作 成 さ れ た イ ン デ ッ ク ス 画 像 、 グ ラ フ ィ ッ ク 回 路 ２ ３ ３ で 作 成 さ れ
た 文 字 や グ ラ フ ィ ッ ク 情 報 、 又 は 後 述 す る グ ラ フ ィ ッ ク 回 路 ５ ０ １ 出 力 、 画 像 伸 長 部 １ ４
１ 出 力 、 同 期 回 路 ２ ２ ０ ， ７ ２ ５ 出 力 、 オ プ シ ョ ン 回 路 ５ ０ ２ 出 力 を 合 成 し て 出 力 す る 。
マ ス ク 処 理 を 行 う た め の マ ス ク デ ー タ は 、 グ ラ フ ィ ッ ク 回 路 ２ ３ ３ で 作 成 し て も よ く 、  
合 成 ・ マ ス ク 処 理 部 ２ ３ １ の 内 部 で 作 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 メ モ リ ２ ３ ２ は 、 合 成 ・ マ ス ク 処 理 部 ２ ３ １ で 作 成 さ れ た 内 視 鏡 合 成 画 像 を 格 納 す る 。
（ 詳 細 は 後 述 す る ）
　 内 視 鏡 合 成 画 像 は 、 Ｄ ／ Ａ 変 換 器 ２ ３ ５ で デ ジ タ ル → ア ナ ロ グ 変 換 さ れ 、 調 整 回 路 ２ ３
６ に て レ ベ ル 調 整 さ れ た 後 、 複 数 の 周 辺 機 器 に 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 符 号 ２ ３ ７ は デ ジ タ ル 出 力 部 で あ り 、 合 成 ・ マ ス ク 処 理 部 ２ １ ６ ， ２ ３ １ で 作 成 さ れ た
内 視 鏡 合 成 画 像 を 、 LVDS/SDI/H-SDI/DV(IEEE1394)/DVI/D1/D2/D3/D4/D5/D6/D9/HDMIな ど
の イ ン タ ー フ ェ ー ス で デ ジ タ ル （ 又 は ア ナ ロ グ ） 画 像 と し て 出 力 で き る よ う エ ン コ ー ド （
符 号 化 ） 処 理 を 行 い 、 周 辺 機 器 に 出 力 す る 。 ま た 、 周 辺 機 器 か ら の デ ジ タ ル （ 又 は ア ナ ロ
グ ） 画 像 が 上 記 イ ン タ ー フ ェ ー ス に て 入 力 さ れ た 際 に は 、 デ コ ー ド （ 復 号 化 ・ デ ジ タ ル 化
を 含 む ） 処 理 を 行 い 、 Ｒ Ｇ Ｂ （ 又 は YcrCb） に て 出 力 し 、 同 期 回 路 ２ ２ ０ に て 合 成 ・ マ ス
ク 処 理 部 ２ ３ １ に て 正 し い タ イ ミ ン グ で 合 成 で き る よ う Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ 同 期 処 理 を 行 い 、 同 期 回
路 ２ ２ １ に て 合 成 ・ マ ス ク 処 理 部 ２ １ ６ に て 正 し い タ イ ミ ン グ で 合 成 で き る よ う Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ
同 期 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 符 号 ２ ３ ８ で は 、 合 成 ・ マ ス ク 処 理 部 ２ １ ６ ， ２ ３ １ で 作 成 さ れ た 出 力 用 画 像 の 内 、 ど
ち ら の 内 視 鏡 画 像 を 出 力 す る か を 選 択 す る 。 （ ２ ３ ８ で は 内 視 鏡 合 成 画 像 の 動 画 に 関 す る
セ レ ク タ 処 理 に な る 。 ）
　 符 号 ２ ３ ９ で は 、 合 成 ・ マ ス ク 処 理 部 ２ １ ６ ， ２ ３ １ で 作 成 さ れ た 出 力 用 画 像 の Ｓ Ｄ Ｔ
Ｖ 及 び Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ の 静 止 画 が 、 操 作 デ バ イ ス に 割 り 当 て ら れ た 記 録 指 示 キ ー （ レ リ ー ズ キ ー
， プ リ ン タ へ の キ ャ プ チ ャ ー キ ー ） に よ る 記 録 指 示 毎 に 作 成 さ れ 、 メ モ リ ２ ４ ０ に 格 納 さ
れ る と と も に 、 メ モ リ ２ ４ ０ に 格 納 さ れ た Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 及 び Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ の 静 止 画 が 、 画 像 圧 縮 部
１ ４ ０ に 、 画 像 圧 縮 部 １ ４ ０ で 処 理 可 能 な タ イ ミ ン グ に 同 期 化 し て 転 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ま た 、 プ ロ セ ッ サ １ １ ３ 内 に 、 Ｓ Ｓ Ｇ 回 路 ２ ４ ２ が あ り 、  内 視 鏡 １ ０ １ （ も し く は Ｃ
Ｃ Ｄ １ ０ ２ ） 検 知 信 号 １ １ ２ Cに よ り 内 視 鏡 １ ０ １ の 種 類 に 応 じ て 、 複 数 の 垂 直 同 期 信 号
、 水 平 同 期 信 号 、 奇 数 ／ 偶 数 （ 以 下 、 Ｏ Ｄ Ｄ ／ Ｅ Ｖ Ｅ Ｎ ） 判 別 信 号 、 ク ロ ッ ク を 出 力 す る
。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 垂 直 同 期 信 号 Ｖ Ｄ １ （ 例 え ば ６ ０ Ｈ ｚ ） ， 水 平 同 期 信 号 Ｈ Ｄ １ （ 例 え ば １ ５ ． ７ ５ ｋ Ｈ
ｚ ） は 、 ２ ０ ２ ～ ２ １ ４ 、 ２ ２ ４ ～ ２ ２ ９ ま で の 処 理 で 使 用 さ れ 、 パ ル ス の 出 力 タ イ ミ ン
グ が 異 な る 別 の 垂 直 同 期 信 号 Ｖ Ｄ ２ （ 例 え ば ５ ０ Ｈ ｚ 又 は ６ ０ Ｈ ｚ ） ， Ｖ Ｄ ３ （ 例 え ば ５
０ Ｈ ｚ 又 は ６ ０ Ｈ ｚ ） ， Ｏ Ｄ Ｄ ／ Ｅ Ｖ Ｅ Ｎ 判 別 信 号 Ｏ Ｄ Ｄ ２ ， Ｏ Ｄ Ｄ ３ ， 水 平 同 期 信 号 Ｈ
Ｄ ２ （ 例 え ば １ ５ ． ７ ５ ｋ Ｈ ｚ 又 は １ ５ ． ６ ２ ５ ｋ Ｈ ｚ ） ， Ｈ Ｄ ３ （ 例 え ば ３ ３ ． ７ ５ ｋ
Ｈ ｚ 又 は ２ ８ ． １ ２ ５ ｋ Ｈ ｚ ） は ２ １ ３ ～ ２ ２ １ 、 ２ ２ ８ ～ ２ ３ ４ 、 ２ ３ ７ ～ ２ ４ ０ の 処
理 で 使 用 さ れ る 。
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【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ま た 、 画 像 処 理 用 に １ ３ ． ５ Ｍ Ｈ ｚ ， ２ ７ Ｍ Ｈ ｚ ， ７ ４ Ｍ Ｈ ｚ の Ｃ Ｌ Ｋ （ ク ロ ッ ク ） を
出 力 す る 。 （ １ ３ ． ５ Ｍ Ｈ ｚ は Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ の デ ジ タ ル 映 像 信 号 用 の 標 準 ク ロ ッ ク に 使 用 さ れ
る も の で あ り 、 ２ ７ Ｍ Ｈ ｚ は そ の 2倍 の 周 波 数 と な る ク ロ ッ ク で あ る 。 ま た ７ ４ Ｍ Ｈ ｚ は
Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ デ ジ タ ル 映 像 信 号 用 の 標 準 ク ロ ッ ク に 使 用 さ れ る も の で あ り 、 NTSC方 式 で は 74.2
5/1.001Ｍ Ｈ ｚ 、 PAL方 式 で は 74.25Ｍ Ｈ ｚ と な る ） 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 例 え ば 、 １ ３ ． ５ Ｍ Ｈ ｚ の ク ロ ッ ク CLKは ２ ０ 3～ ２ ０ ５ 、 ２ １ ３ ～ ２ １ ９ 、 ２ ２ １ 、 ２
２ ２ 、 ２ ３ ７ 、 ２ ３ ８ 、 ２ ３ ９ で 使 用 さ れ 、 ２ ７ Ｍ Ｈ ｚ の ク ロ ッ ク CLKは 、 ２ ０ ５ ～ ２ １
３ 、 ２ ３ ７ で 使 用 さ れ 、 ７ ４ Ｍ Ｈ ｚ の ク ロ ッ ク CLKは ２ ２ ０ 、 ２ ２ ４ ～ ２ ３ ５ 、 ２ ３ ７ 、
２ ３ ８ 、 ２ ３ ９ に 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 図 ３ は 制 御 処 理 部 １ （ １ ３ ８ ） の 詳 細 例 を 示 す 。   
　 Ｃ Ｐ Ｕ １ （ ４ ０ １ ） は 、 シ ス テ ム バ ス ４ ０ ２ を 経 由 し て 、 以 下 の 回 路 を 制 御 す る 。   
　 ・ プ ロ グ ラ ム 関 連 デ ー タ 、 内 視 鏡 情 報 デ ー タ 、 内 視 鏡 画 像 デ ー タ な ど を 格 納 し た り キ ャ
ッ シ ュ と し て 使 用 で き る Ｒ Ａ Ｍ （ ４ ０ ３ 、 ４ ０ ９ ） （ Ｓ Ｒ Ａ Ｍ ， Ｓ Ｄ Ｒ Ａ Ｍ ， Ｄ Ｒ Ａ Ｍ ，
Ｒ Ｄ Ｒ Ａ Ｍ な ど Ｗ Ｏ Ｒ Ｋ 処 理 用 の 揮 発 性 メ モ リ 。 パ ラ レ ル イ ン タ ー フ ェ ー ス 、 シ リ ア ル イ
ン タ ー フ ェ ー ス ど ち ら で も 良 い ）
　 ・ 時 計 な ど の 管 理 す る リ ア ル タ イ ム ク ロ ッ ク Ｒ Ｔ Ｃ （ ４ １ ２ ）
　 ・ プ ロ グ ラ ム デ ー タ 、 プ ロ グ ラ ム の バ ー ジ ョ ン 等 を 格 納 す る プ ロ グ ラ ム Ｒ Ｏ Ｍ （ ４ ０ ４
、 ４ １ ０ ）
　 ・ プ ロ グ ラ ム 動 作 の ロ グ や メ ン テ ナ ン ス 情 報 、 フ ロ ン ト パ ネ ル ６ ９ や キ ー ボ ー ド １ ４ の
設 定 情 報 、 各 種 設 定 画 面 情 報 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス デ ー タ な ど 、 電 源 Ｏ Ｆ Ｆ 時 も デ ー タ を 保
持 す べ き 内 視 鏡 関 連 情 報 を 格 納 す る Ｂ Ａ Ｃ Ｋ Ｕ Ｐ 　 Ｒ Ａ Ｍ （ ４ １ １ ） （ Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ ， Ｆ
Ｌ Ａ Ｓ Ｈ 　 Ｒ Ｏ Ｍ ， Ｆ Ｒ Ａ Ｍ ， Ｆ ｅ Ｒ Ａ Ｍ ， Ｍ Ｒ Ａ Ｍ ， Ｏ Ｕ Ｍ ， バ ッ テ リ ー 付 き Ｓ Ｒ Ａ Ｍ
等 ）
　 ・ プ ロ セ ッ サ 内 の 各 回 路 （ ブ ロ ッ ク ・ 処 理 部 ） に チ ッ プ セ レ ク ト 信 号 を 送 信 す る ア ド レ
ス デ コ ー ダ ー （ ４ ０ ５ ）
　 ・ プ ロ セ ッ サ 内 の 各 回 路 （ ブ ロ ッ ク ・ 処 理 部 ） に シ ス テ ム バ ス を 供 給 す る た め の バ ス ド
ラ イ バ バ ッ フ ァ （ 以 下 、 Ｂ Ｕ Ｆ ） （ ４ １ ３ ）
　 ・ ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ な ど を 内 蔵 し 、 電 源 Ｏ Ｎ 時 や 、 プ ロ グ ラ ム の ハ ン グ ア ッ プ 時 に
リ セ ッ ト 処 理 を 行 う Ｒ Ｅ Ｓ Ｅ Ｔ 回 路 （ ４ １ ４ ）
　 ・ 時 間 管 理 を 行 う タ イ マ （ ４ ０ ６ ）
　 ・ プ ロ セ ッ サ １ １ ３ 内 の 各 回 路 （ ブ ロ ッ ク ・ 処 理 部 ） や 周 辺 機 器 、 Ｓ Ｉ Ｏ （ ５ １ １ ） 、
オ プ シ ョ ン 回 路 （ ５ ０ ２ ） 、 フ ロ ン ト パ ネ ル （ １ ４ ２ ） 、 キ ー ボ ー ド （ １ １ ４ ） 、 絶 縁 回
路 ２ ４ ７ → １ １ １ Cを 経 由 し て 接 続 さ れ る Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ ９ 、 １ ２ ８ bを 経 由 し て 接 続 さ れ る Ｃ
Ｐ Ｕ １ ２ ４ 内 の Ｓ Ｉ Ｏ 、 な ど と シ リ ア ル イ ン タ ー フ ェ ー ス （ 調 歩 同 期 式 、 ク ロ ッ ク 同 期 式
、 Ｕ Ｓ Ｂ 、 CAN、 I2Cな ど ） に て 通 信 す る た め の Ｓ Ｉ Ｏ （ ４ ０ ７ ） 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ・ プ ロ セ ッ サ 内 の 各 回 路 （ ブ ロ ッ ク ・ 処 理 部 ） や 周 辺 機 器 、 Ｐ Ｉ Ｏ （ ５ １ ２ ） 、 オ プ シ
ョ ン 回 路 （ ５ ０ ２ ） 、 絶 縁 回 路 ２ ４ ７ → １ ０ ４ Cを 経 由 し て 接 続 さ れ る 操 作 ス イ ッ チ 部 １
０ ３ , １ １ ２ Cを 経 由 し て 接 続 さ れ る 内 視 鏡 １ ０ １ （ も し く は Ｃ Ｃ Ｄ １ ０ ２ ） 検 知 、 セ レ
ク タ １ ３ ５ 、 １ ２ ９ ｂ を 経 由 し て 接 続 さ れ る 光 源 の 種 類 の 検 知 、 １ ２ ７ ｂ を 経 由 し て 接 続
さ れ る 内 視 鏡 画 像 の 光 量 情 報 、 な ど を パ ラ レ ル イ ン タ ー フ ェ ー ス に て 通 信 す る Ｐ Ｉ Ｏ （ ４
０ ８ ）
　 符 号 ４ ０ １ ～ ４ ０ ８ 、 ４ １ ４ は 、 専 用 の Ｉ Ｃ を 使 用 す る ほ か 、 プ ロ グ ラ マ ブ ル Ｉ Ｃ （ FP
GA， Ｄ Ｓ Ｐ ， リ コ ン フ ィ ギ ュ ラ ブ ル プ ロ セ ッ サ な ど ） 内 部 に 構 成 （ 実 装 ） さ れ る よ う に し
、 各 処 理 を 容 易 に カ ス タ マ イ ズ で き る よ う に し て も よ い 。 な お 、 FPGAは Field Programmab
le Gate Arrayの 略 で 、 プ ロ グ ラ マ ブ ル な ゲ ー ト ・ ア レ イ で あ っ て 、 専 用 書 き 込 み ツ ー ル
に よ っ て 設 計 し た ロ ジ ッ ク を 書 き 込 む こ と が で き る 。 （ 符 号 １ ３ ６ ， １ ３ ７ ， １ ４ ０ ， １
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４ １ ， １ ３ ５ 内 の ブ ロ ッ ク に 関 し て も 同 様 と す る ）
　 Ｒ Ｏ Ｍ （ ４ ０ ４ ） は 後 述 す る プ ロ グ ラ ム の フ ロ ー （ 図 ９ ） に お い て 、 VersrionUP処 理 動
作 の プ ロ グ ラ ム を 格 納 し 、 Ｒ Ｏ Ｍ （ ４ １ ０ ） は 通 常 動 作 の プ ロ グ ラ ム を 格 納 す る よ う に し
て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 な お 、 プ ロ グ ラ マ ブ ル Ｉ Ｃ （ FPGAな ど ） 内 部 に 構 成 さ れ る ブ ロ ッ ク （ Ｉ Ｐ コ ア 、 ソ フ ト
コ ア ） は 、 ブ ロ ッ ク の 設 計 向 上 ／ 開 発 ツ ー ル （ 論 理 合 成 、 物 理 合 成 、 配 置 配 線 ツ ー ル ） の
向 上 に よ り 、 年 々 ブ ロ ッ ク が 小 規 模 ・ 省 電 力 に な り 、 か つ 性 能 が ア ッ プ し て い る 。 そ の た
め 、 図 ９ な ど の バ ー ジ ョ ン ア ッ プ （ VersionUP） に よ り 、 FPGA内 に 高 性 能 か つ 小 規 模 の 回
路 を 追 加 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 図 ４ は 制 御 処 理 部 １ （ １ ３ ８ ） に 回 路 を 追 加 し た 例 （ １ ３ ８ ’ ） を 示 し た も の で あ る 。
  
　 Ｃ Ｐ Ｕ ３ （ ８ ０ １ ） は 、 以 下 の 回 路 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ・ プ ロ グ ラ ム 関 連 デ ー タ 、 内 視 鏡 情 報 デ ー タ 、 内 視 鏡 画 像 デ ー タ な ど を 格 納 し た り キ ャ
ッ シ ュ と し て 使 用 で き る Ｒ Ａ Ｍ （ ８ ０ ３ ）
　 ・ プ ロ グ ラ ム デ ー タ 、 プ ロ グ ラ ム の バ ー ジ ョ ン 等 を 格 納 す る プ ロ グ ラ ム Ｒ Ｏ Ｍ （ ８ ０ ４
）
　 ・ ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ な ど を 内 蔵 し 、 電 源 Ｏ Ｎ 時 や 、 プ ロ グ ラ ム の ハ ン グ ア ッ プ 時 に
リ セ ッ ト 処 理 を 行 う Ｒ Ｅ Ｓ Ｅ Ｔ 回 路 （ ８ １ ４ ）
　 ・ 時 間 管 理 を 行 う タ イ マ （ ８ ０ ６ ）
　 ・ 例 え ば オ プ シ ョ ン 回 路 （ ５ ０ ２ ） や 周 辺 機 器 な ど と シ リ ア ル イ ン タ ー フ ェ ー ス （ 調 歩
同 期 式 、 ク ロ ッ ク 同 期 式 、 Ｕ Ｓ Ｂ 、 Ｃ Ａ Ｎ 、 Ｉ 2Ｃ な ど ） に て 通 信 す る た め の Ｓ Ｉ Ｏ （ ８
０ ７ ） 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ・ 例 え ば オ プ シ ョ ン 回 路 （ ５ ０ ２ ） や 周 辺 機 器 な ど を パ ラ レ ル イ ン タ ー フ ェ ー ス に て 通
信 す る Ｐ Ｉ Ｏ （ ８ ０ ８ ）
　 ・ 乗 除 算 な ど を 行 え る 演 算 処 理 ブ ロ ッ ク ８ ０ ９
　 ・ Ｃ Ｐ Ｕ 1と Ｃ Ｐ Ｕ ３ の 間 の デ ー タ の や り 取 り を 行 う べ く 、 バ ス 制 御 を 行 う バ ス ブ リ ッ
ジ ８ １ ０ （ Ｓ Ｉ Ｏ ８ ０ ７ － Ｓ Ｉ Ｏ ４ ０ ７ 、 Ｐ Ｉ Ｏ ８ ０ ８ － Ｐ Ｉ Ｏ ４ ０ ８ 間 で デ ー タ の 送 受
信 を 行 っ て も よ い ） 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 符 号 ８ ０ １ ～ ８ １ ０ の 機 能 を 追 加 す る こ と に よ り 、
　 ・ 例 え ば オ プ シ ョ ン 回 路 ５ ０ ２ の 制 御 を 強 化 （ 将 来 拡 張 さ れ る オ プ シ ョ ン 回 路 ５ ０ ２ の
機 能 拡 張 に 対 応 ）
　 ・ 演 算 処 理 ブ ロ ッ ク ８ ０ ９ に よ り 、 乗 除 算 機 能 の 向 上 （ ソ フ ト ウ ェ ア で の 画 像 処 理 や 画
像 エ ン コ ー ド ・ デ コ ー ド 可 能 ）
　 ・ Ｓ Ｉ Ｏ /Ｐ Ｉ Ｏ 機 能 の 強 化 （ 通 信 処 理 速 度 の 向 上 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ 側 の Ｓ Ｉ Ｏ ８ ０ ７ や Ｐ Ｉ
Ｏ ８ ０ ８ で 一 部 の 制 御 を 行 う こ と に よ り 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ （ ４ ０ １ ） の 負 荷 を 軽 減 す る こ と に よ
り プ ロ セ ッ サ 全 体 の パ フ ォ ー マ ン ス 向 上 ） 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 な お 、 図 示 し な い Ｓ Ｓ Ｇ 回 路 に よ り 、 制 御 処 理 部 １ 用 の ク ロ ッ ク （ 30Ｍ Ｈ ｚ ， 60Ｍ Ｈ ｚ
） を 使 用 し て も よ く 、 前 述 し た 映 像 処 理 部 １ 内 の Ｓ Ｓ Ｇ 回 路 ２ ４ ２ の ク ロ ッ ク （ １ ３ ． ５
Ｍ Ｈ ｚ ， ２ ７ Ｍ Ｈ ｚ ， ７ ４ Ｍ Ｈ ｚ ） を 使 用 し て も よ く 、 (図 示 し な い )Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 に よ り 、
ク ロ ッ ク を 逓 倍 し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 ま た 、 映 像 処 理 部 １ 内 の 複 数 の 垂 直 同 期 信 号 、 水 平 同 期 信 号 、 Ｏ Ｄ Ｄ ／ Ｅ Ｖ Ｅ Ｎ 判 別 信
号 を 割 り 込 み 信 号 の ト リ ガ と し て 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ （ ４ ０ １ ） 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ （ ８ ０ １ ） の 割 り 込 み
を 行 っ て も よ い 。
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【 ０ ０ ７ ９ 】
　 図 ５ は 制 御 処 理 部 ２ （ １ ３ ７ ） の 詳 細 例 を 示 す 。   
　 Ｃ Ｐ Ｕ ２ （ ５ ０ ３ ） は 、 シ ス テ ム バ ス ５ ０ ７ を 経 由 し て 、 以 下 の 回 路 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ・ プ ロ グ ラ ム 関 連 デ ー タ 、 内 視 鏡 情 報 デ ー タ 、 内 視 鏡 画 像 デ ー タ な ど を 格 納 し た り キ ャ
ッ シ ュ と し て 使 用 で き る Ｒ Ａ Ｍ （ ５ ０ ８ ） （ Ｓ Ｒ Ａ Ｍ ， Ｓ Ｄ Ｒ Ａ Ｍ ， Ｄ Ｒ Ａ Ｍ ， Ｒ Ｄ Ｒ Ａ
Ｍ な ど Ｗ Ｏ Ｒ Ｋ 処 理 用 の 揮 発 性 メ モ リ 。 パ ラ レ ル イ ン タ ー フ ェ ー ス 、 シ リ ア ル イ ン タ ー フ
ェ ー ス ど ち ら で も 良 い ）
　 ・ 時 計 な ど の 管 理 す る リ ア ル タ イ ム ク ロ ッ ク Ｒ Ｔ Ｃ （ ５ １ ０ ）
　 ・ プ ロ グ ラ ム デ ー タ 、 プ ロ グ ラ ム の バ ー ジ ョ ン 、 ETHERNET（ 登 録 商 標 ） の MACア ド レ ス
、 Ｉ Ｐ ア ド レ ス 等 を 格 納 す る プ ロ グ ラ ム Ｒ Ｏ Ｍ （ ５ ０ ９ ）
　 ・ プ ロ グ ラ ム 動 作 の ロ グ や メ ン テ ナ ン ス 情 報 、 フ ロ ン ト パ ネ ル ６ ９ や キ ー ボ ー ド １ ４ の
設 定 情 報 、 各 種 設 定 画 面 情 報 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス デ ー タ な ど 、 電 源 Ｏ Ｆ Ｆ 時 も デ ー タ を 保
持 す べ き 内 視 鏡 関 連 情 報 、 Ｉ Ｐ ア ド レ ス を 格 納 す る Ｂ Ａ Ｃ Ｋ Ｕ Ｐ 　 Ｒ Ａ Ｍ （ ５ １ ５ ） （ Ｅ
Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ ， Ｆ Ｌ Ａ Ｓ Ｈ 　 Ｒ Ｏ Ｍ ， Ｆ Ｒ Ａ Ｍ ， Ｆ ｅ Ｒ Ａ Ｍ ， Ｍ Ｒ Ａ Ｍ ， Ｏ Ｕ Ｍ ， バ ッ テ リ
ー 付 き Ｓ Ｒ Ａ Ｍ 等 ）
　 ・ プ ロ セ ッ サ 内 の 各 回 路 （ ブ ロ ッ ク ・ 処 理 部 ） に チ ッ プ セ レ ク ト 信 号 を 送 信 す る ア ド レ
ス デ コ ー ダ ー （ ５ １ ４ ）
　 ・ ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ な ど を 内 蔵 し 、 電 源 Ｏ Ｎ 時 や 、 プ ロ グ ラ ム の ハ ン グ ア ッ プ 時 に
リ セ ッ ト 処 理 を 行 う Ｒ Ｅ Ｓ Ｅ Ｔ 回 路 （ ５ ３ １ ）
　 ・ 時 間 管 理 を 行 う タ イ マ （ ５ １ ３ ）
　 ・ プ ロ セ ッ サ １ １ ３ 内 の 各 回 路 （ ブ ロ ッ ク ・ 処 理 部 ） や 周 辺 機 器 、 Ｓ Ｉ Ｏ （ ４ ０ ７ ） 、
オ プ シ ョ ン 回 路 （ ５ ０ ２ ） 、 な ど と シ リ ア ル イ ン タ ー フ ェ ー ス （ 調 歩 同 期 式 、 ク ロ ッ ク 同
期 式 、 USB、 CAN、 I2Cな ど ） に て 通 信 す る Ｓ Ｉ Ｏ （ ５ １ １ ） 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 ・ プ ロ セ ッ サ １ １ ３ 内 の 各 回 路 （ ブ ロ ッ ク ・ 処 理 部 ） や 周 辺 機 器 、 Ｐ Ｉ Ｏ （ ４ ０ ８ ） 、
オ プ シ ョ ン 回 路 （ ５ ０ ２ ） を パ ラ レ ル イ ン タ ー フ ェ ー ス に て 制 御 す る Ｐ Ｉ Ｏ （ ５ １ ２ ）
　 ・ ETHERNET（ 登 録 商 標 ） に よ る 送 受 信 を 行 う た め の 、 ETHERNET（ 登 録 商 標 ） の MAC層 、
物 理 層 な ど の 回 路 や ミ ド ル ウ ェ ア を 有 す る ETHERNET（ 登 録 商 標 ） コ ン ト ロ ー ラ ５ １ ６ 及 び
ハ ブ （ 以 下 、 Ｈ Ｕ Ｂ ） ５ １ ７
　 ・ PCI、 PCI-X、 PCI EXPRESS、 COMPACT PCI、 ISAな ど の バ ス を 介 し て Ｃ Ｐ Ｕ 2(５ ０ ３ )と
接 続 さ れ 、 別 の バ ス に 変 換 し た り 、 相 互 に バ ス サ イ ク ル を や り 取 り し た り 、 バ ス を 延 長 し
て 接 続 デ バ イ ス 数 を 増 や す た め の バ ス ブ リ ッ ジ ５ ０ ６
　 ・ Ｕ Ｓ Ｂ イ ン タ ー フ ェ ー ス （ ホ ス ト 、 デ バ イ ス 双 方 可 能 ） を 行 う た め の Ｕ Ｓ Ｂ コ ン ト ロ
ー ラ ５ １ ８
　 ・ （ 図 示 し な い ） 着 脱 可 能 な 挿 入 口 （ ス ロ ッ ト ） を 経 由 し て メ モ リ カ ー ド ５ ２ １ （ コ ン
パ ク ト フ ラ ッ シ ュ （ 登 録 商 標 ） 、 ス マ ー ト メ デ ィ ア 、 Ｓ Ｄ カ ー ド 、 miniＳ Ｄ カ ー ド 、 Ｐ Ｃ
カ ー ド 形 式 の メ モ リ カ ー ド 、 フ ラ ッ シ ュ ド ラ イ ブ 、 Ｈ Ｄ Ｄ 、 マ ル チ メ デ ィ ア カ ー ド 、  xDP
ictureカ ー ド 、 メ モ リ ー ス テ ィ ッ ク ） や Ｐ Ｃ カ ー ド ５ ２ ０ の 制 御 を 行 う カ ー ド コ ン ト ロ ー
ラ （ 以 下 、 CARD Controller） ５ １ ９
　 ・ グ ラ フ ィ ッ ク 処 理 （ 動 画 像 、 静 止 画 像 、 WEB表 示 ） を 行 う グ ラ フ ィ ッ ク 回 路 ２ （ ５ ０
１ ）
　 図 ６ は 周 辺 機 器 の 一 例 を 示 す 。   
　 ・ 図 ６ (a)の Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ の ア ナ ロ グ 信 号 の 入 出 力 、 記 録 、 表 示 が 可 能 な モ ニ タ １ （ ３ ０ １
） 、 プ リ ン タ １ （ ３ ０ ２ ） 、 Ｖ Ｔ Ｒ 1（ ３ ０ ３ ） 、 フ ァ イ リ ン グ 装 置 １ （ ３ ０ ４ ） 、 写 真
撮 影 装 置 １ （ ３ ０ ５ ）
　 ・ 図 ６ (b)の Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ の ア ナ ロ グ 信 号 の 入 出 力 、 記 録 、 表 示 が 可 能 な モ ニ タ ２ （ ３ ０ ６
） 、 プ リ ン タ ２ （ ３ ０ ７ ） 、 Ｖ Ｔ Ｒ ２ （ ３ ０ ８ ） 、 フ ァ イ リ ン グ 装 置 ２ （ ３ ０ ９ ） 、 写 真
撮 影 装 置 ２ （ ３ １ ０ ）
　 ・ 図 ６ (c)の Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ /Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ の デ ジ タ ル （ 又 は ア ナ ロ グ ） の 入 出 力 、 記 録 、 表 示 が 可
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能 な モ ニ タ ３ （ ３ １ １ ） 、 プ リ ン タ ３ （ ３ １ ２ ） 、 Ｖ Ｔ Ｒ ３ （ ３ １ ６ ） 、 フ ァ イ リ ン グ 装
置 ３ （ ３ １ ３ ） 、 写 真 撮 影 装 置 ３ （ ３ １ ７ ） 、 画 像 形 状 記 憶 装 置 （ ３ １ ４ ） 、 超 音 波 装 置
（ ３ １ ５ ）
　 ・ 図 ６ (d)の Ｕ Ｓ Ｂ イ ン タ ー フ ェ ー ス に よ る 入 出 力 、 記 録 、 表 示 が 可 能 な プ リ ン タ ４ （
３ ２ ２ ） 、 光 学 記 録 装 置 （ MO、 DVD、 CD± R/Wな ど （ ３ ２ ５ ） ） 、 フ ァ イ リ ン グ 装 置 ４ （ ３
２ ３ ） 、 写 真 撮 影 装 置 ４ （ ３ ２ ４ ） 、 Ｈ Ｉ Ｄ （ キ ー ボ ー ド 、 マ ウ ス 、 ホ イ ー ル な ど 、 ３ ２
６ ）
　 ・ 図 ６ (e)の ETHERNET（ 登 録 商 標 ） イ ン タ ー フ ェ ー ス に よ る 入 出 力 、 記 録 、 表 示 が 可 能
な プ リ ン タ ５ （ ３ ２ ７ ） 、 光 学 記 録 装 置 ２ （ MO、 DVD、 CD± R/Wな ど （ ３ ３ ０ ） ） 、 フ ァ イ
リ ン グ 装 置 ５ （ ３ ２ ８ ） 、 写 真 撮 影 装 置 ５ （ ３ ２ ９ ）
な ど が あ り 、 こ れ ら の す べ て も し く は 一 部 が 接 続 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 図 ７ は 画 像 圧 縮 部 １ ４ ０ の 詳 細 を 示 す 。   
　 ・ サ ム ネ イ ル 画 像 作 成 部 ６ ０ 4で は 、 入 力 さ れ た 画 像 を 縮 小 処 理 す る 。 圧 縮 さ れ る 画 像
ご と に 、 Ｃ Ｐ Ｕ 1や Ｃ Ｐ Ｕ ２ に よ り 、 例 え ば 1/2～ 1/16の 縮 小 設 定 が 可 能 と な る 。 セ レ ク タ
６ ０ １ /６ ０ ６ に て 、 サ ム ネ イ ル 画 像 作 成 を 行 う か 行 わ な い か を 選 択 可 能 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 ・ Ｙ Ｕ Ｖ 変 換 部 ６ ０ ９ ， ６ ２ ３ で は 、 画 像 圧 縮 部 に 入 力 さ れ た Ｒ Ｇ Ｂ 画 像 を Ｙ Ｕ Ｖ （ YC
rCb） 画 像 に 変 換 す る 。  セ レ ク タ ６ ２ ０ /６ １ １ に て 、 Ｙ Ｕ Ｖ 変 換 を 行 う か 行 わ な い か を
選 択 可 能
　 ・ 圧 縮 部 ６ １ ４ で は 、 画 像 の 圧 縮 （ エ ン コ ー ド ） 処 理 （ JPEG, JPEG2000,TIFF, BMPな ど
） を 行 う 。  セ レ ク タ ６ ２ １ /６ １ ６ に て 、 圧 縮 を 行 う か 行 わ な い か （ 非 圧 縮 ） を 選 択 可 能
（ 圧 縮 処 理 を 行 な わ ず に 非 圧 縮 で バ ス ブ リ ッ ジ へ の 転 送 を 行 な っ て も 良 い ）
　 ・ コ ン ト ロ ー ラ ６ １ ８ で は 、 画 像 を メ モ リ P（ ６ １ ９ ） に 格 納 後 、 バ ス ブ リ ッ ジ ５ ０ ６
に 出 力 で き る イ ン タ ー フ ェ ー ス に 変 換 し て 出 力 す る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ・ サ イ ズ 変 更 部 ６ ２ ２ に て 画 像 （ 動 画 ） を 任 意 サ イ ズ に 縮 小 を 行 う 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 ・ 動 画 エ ン コ ー ド 部 ６ ２ ４ に て エ ン コ ー ド 処 理 （ AVI,MPEG,H.264,WMV） を 行 う 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 ・ コ ン ト ロ ー ラ ６ ２ ７ で は 、 画 像 を メ モ リ Q（ ６ ２ ８ ） に 一 時 的 に 格 納 す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
静 止 画 の 圧 縮 部 ６ １ ４ と 動 画 エ ン コ ー ド 部 ６ ２ ４ の 各 処 理 が 別 々 に 行 わ れ る た め 、 静 止 画
の 圧 縮 と 動 画 の 圧 縮 を 同 時 に 行 っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 図 ８ は 画 像 伸 長 部 １ ４ １ の 詳 細 を 示 す 。   
　 ・ コ ン ト ロ ー ラ ７ １ ８ で は 、 バ ス ブ リ ッ ジ ５ ０ ６ か ら 画 像 を 受 信 し 、 画 像 を メ モ リ ７ １
９ に 格 納 後 、 セ レ ク タ ７ １ ６ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 ・ 伸 長 部 ７ １ ４ で は 、 画 像 の 伸 長 （ デ コ ー ド ） 処 理 （ JPEG, JPEG2000,TIFF, BMPな ど ）
を 行 う 。  セ レ ク タ ７ ２ １ /７ １ ６ に て 、 伸 長 を 行 う か 行 わ な い か （ 非 圧 縮 画 像 が 入 力 さ れ
た 場 合 ） を 選 択 可 能 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 ・ Ｒ Ｇ Ｂ 変 換 部 ７ ０ ９ で は 、 Ｙ Ｕ Ｖ （ YCrCb） 画 像 を Ｒ Ｇ Ｂ 画 像 に 変 換 す る 。  セ レ ク タ
７ ２ ０ /７ １ １ に て 、 Ｒ Ｇ Ｂ 変 換 を 行 う か 行 わ な い か を 選 択 可 能 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 ・ サ ム ネ イ ル /マ ル チ 画 像 作 成 部 ７ ０ ４ で は 、 入 力 さ れ た 画 像 を 縮 小 処 理 し 、 マ ル チ 画
像 表 示 す る 。 Ｃ Ｐ Ｕ 1や Ｃ Ｐ Ｕ ２ に よ り 、 例 え ば 1/2～ 1/16の 縮 小 設 定 が 可 能 と な る 。 セ レ
ク タ ７ ０ １ /７ ０ ６ に て 、 サ ム ネ イ ル /マ ル チ 画 像 作 成 を 行 う か 行 わ な い か を 選 択 可 能 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
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　 ・ サ イ ズ 変 更 部 ７ ２ ２ に て 画 像 （ 動 画 ） を 任 意 サ イ ズ に 縮 小 を 行 う 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 ・ 動 画 デ コ ー ド 部 ７ ２ ４ に て デ コ ー ド 処 理 （ AVI,MPEG,H.264,WMV） を 行 う 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 ・ 同 期 回 路 ７ ２ ５ に て 合 成 ・ マ ス ク 処 理 部 ２ １ ６ 、 ２ ３ １ と 同 期 が 取 れ る よ う 同 期 処 理
を 行 う 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 静 止 画 の 伸 長 部 ７ １ ４ と 動 画 デ コ ー ド 部 ７ ２ ４ の 各 処 理 が 別 々 に 行 わ れ る た め 、 静 止 画
の 伸 長 と 動 画 の 伸 長 を 同 時 に 行 っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 図 ９ は プ ロ セ ッ サ １ １ ３ の 電 源 ON時 の 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト を 示 す 。   
　 プ ロ セ ッ サ １ １ ３ の 電 源 ON後 (AFLW1)、 以 下 の 初 期 設 定 が 行 わ れ る （ AFLW2） 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 ・ プ ロ グ ラ ム Ｒ Ｏ Ｍ ４ ０ ４ ， ４ １ ０ ， ５ ０ ９ ， ８ ０ ４ な ど に 格 納 さ れ た ソ フ ト ウ ェ ア や
Ｏ Ｓ の 初 期 化
　 ・ プ ロ セ ッ サ １ １ ３ 内 の 各 ブ ロ ッ ク で 使 用 さ れ て い る FPGA（ コ ン フ ィ グ レ ー シ ョ ン ） デ
ー タ 、 DSPデ ー タ （ フ ァ ー ム ウ ェ ア ） の コ ン フ ィ グ レ ー シ ョ ン 完 了 /未 完 了 の 確 認 及 び ， コ
ン フ ィ グ レ ー シ ョ ン 完 了 後 に FPGA ， DSPの 初 期 化 （ 内 部 の レ ジ ス タ の 初 期 設 定 な ど ） 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 な お 、 FPGAは Field Programmable Gate Arrayの 略 で 、 プ ロ グ ラ マ ブ ル な ゲ ー ト ・ ア レ
イ で あ っ て 、 専 用 書 き 込 み ツ ー ル に よ っ て 設 計 し た ロ ジ ッ ク を 書 き 込 む こ と が で き る デ バ
イ ス で あ る 。 DSPは Digital Signal Processorの 略 で 、 デ ィ ジ タ ル 信 号 処 理 専 用 プ ロ セ ッ
サ で あ っ て 、 画 像 デ ー タ な ど 、 特 定 の デ ー タ 処 理 を 高 速 化 さ せ る デ バ イ ス で あ る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 ・ バ ッ ク ア ッ プ 部 （ 以 下 、 Backup部 ） ５ １ ５ ， ４ １ １ に 格 納 さ れ て い る 、 プ ロ セ ッ サ １
１ ３ の AFLW1直 前 の 電 源 OFF時 に 設 定 さ れ て い た 、 設 定 画 面 や フ ロ ン ト パ ネ ル １ ４ ２ や キ ー
ボ ー ド １ １ ４ の 設 定 、 内 視 鏡 の 拡 大 率 や 強 調 率 な ど の 内 視 鏡 に 関 連 す る 情 報 （ パ ラ メ ー タ
） の 設 定 を 再 設 定 す る （ 内 視 鏡 に 関 す る パ ラ メ ー タ の 設 定 は 、 検 知 信 号 １ １ ２ cに よ り 検
知 し た 内 視 鏡 （ Ｃ Ｃ Ｄ ） の 種 類 に よ り 、 Backup部 ５ １ ５ ， ４ １ １ の 他 、 プ ロ グ ラ ム Ｒ Ｏ Ｍ
４ ０ ４ ， ４ １ ０ ， ５ ０ ９ ， ８ ０ ４ 、 メ モ リ ２ ２ ７ ， ２ １ ２ 内 の パ ラ メ ー タ か ら 読 み 出 し て
設 定 を 行 っ て も よ い ） 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 そ の 後 、 操 作 デ バ イ ス （ 例 え ば フ ロ ン ト パ ネ ル １ ４ ２ 又 は キ ー ボ ー ド １ １ ４ ） に て 、 専
用 キ ー の 入 力 も し く は 、 特 定 の １ つ 又 は 複 数 の キ ー 入 力 が あ っ た 場 合 は 、 VersionUPモ ー
ド に 移 行 し （ AFLW3） 、 ５ ３ ２ を 経 由 し て Ｕ Ｓ Ｂ メ モ リ が 接 続 さ れ て い る か 、 又 は Ｃ Ａ Ｒ
Ｄ  Controller５ １ ９ を 経 由 し て Ｐ Ｃ カ ー ド ５ ２ ０ や メ モ リ カ ー ド ５ ２ １ が 接 続 さ れ て い
る か 検 出 す る （ AFLW4） 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 検 出 方 法 は （ 図 示 し な い ） 機 械 的 な 接 触 に よ る も の や 、 信 号 線 ５ ３ ２ ， ５ １ ９ － ５ ２ ０
・ ５ １ ９ ― ５ ２ １ 間 の 信 号 線 の プ ル ア ッ プ ・ プ ル ダ ウ ン に よ る 信 号 レ ベ ル の 検 出 で あ っ て
も よ く 、 Ｕ Ｓ Ｂ メ モ リ や Ｐ Ｃ カ ー ド ５ ２ ０ や メ モ リ カ ー ド ５ ２ １ に VersionUP用 の ソ フ ト
ウ ェ ア プ ロ グ ラ ム や FPGA（ DSP） デ ー タ が 格 納 さ れ て い る か の 確 認 に よ り 検 出 す る よ う に
し て も 良 く 、 特 定 の 使 用 者 （ 例 え ば サ ー ビ ス 担 当 ） の み が 使 用 で き る よ う に セ キ ュ リ テ ィ
コ ー ド を Ｕ Ｓ Ｂ メ モ リ や Ｐ Ｃ カ ー ド ５ ２ ０ や メ モ リ カ ー ド ５ ２ １ に 格 納 し て 、 セ キ ュ リ テ
ィ コ ー ド を 検 出 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 ま た 、 AFLW4時 に 内 視 鏡 合 成 画 像 上 に パ ス ワ ー ド 入 力 メ ッ セ ー ジ 画 面 を 表 示 し (表 示 例 を
図 １ ０ に 示 す )、 操 作 デ バ イ ス に よ っ て パ ス ワ ー ド を 入 力 す る よ う に 指 示 し 、 正 し い パ ス
ワ ー ド が 入 力 さ れ た 時 の み VersionUPモ ー ド に 移 行 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ １ ０ ３ 】
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　 検 出 さ れ た 場 合 は 、 内 視 鏡 合 成 画 像 上 に 、 プ ロ セ ッ サ １ １ ３ に 現 時 点 で 実 装 さ れ て い る
ソ フ ト ウ ェ ア の プ ロ グ ラ ム や FPGAデ ー タ の バ ー ジ ョ ン 及 び 、 Ｕ Ｓ Ｂ メ モ リ や Ｐ Ｃ カ ー ド ５
２ ０ や メ モ リ カ ー ド ５ ２ １ に 格 納 さ れ て い る VersionUP用 の プ ロ グ ラ ム や FPGA（ DSP） デ ー
タ の バ ー ジ ョ ン メ ッ セ ー ジ を 表 示 す る （ AFLW５ ， 6） 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 表 示 例 を 図 １ １ に 示 す 。 “ Before VersionUP” に 現 時 点 で 実 装 さ れ て い る ソ フ ト ウ ェ ア
の プ ロ グ ラ ム や FPGA（ DSP） デ ー タ の バ ー ジ ョ ン 、 “ After VersionUP” に VersionUP後 の
ソ フ ト ウ ェ ア の プ ロ グ ラ ム や FPGA（ DSP） デ ー タ の バ ー ジ ョ ン を 表 示 し て い る 。 “ Ｃ Ｐ Ｕ 1
” は プ ロ グ ラ ム Ｒ Ｏ Ｍ ４ １ ０ ， “ Ｃ Ｐ Ｕ ２ ” は  プ ロ グ ラ ム Ｒ Ｏ Ｍ ５ ０ ９ に 格 納 さ れ て い
る ソ フ ト ウ ェ ア プ ロ グ ラ ム の バ ー ジ ョ ン を 示 し 、 “ FPGA” は プ ロ セ ッ サ １ １ ３ 内 の 各 ブ ロ
ッ ク で 使 用 さ れ て い る FPGA（ DSP） デ ー タ の バ ー ジ ョ ン で 複 数 の FPGA（ DSP） デ ー タ が あ る
場 合 は 本 例 の よ う に 横 に 並 べ て 表 示 す る 。 な お 、 ソ フ ト ウ ェ ア プ ロ グ ラ ム や FPGA（ DSP）
デ ー タ の バ ー ジ ョ ン 情 報 は 、 プ ロ グ ラ ム Ｒ Ｏ Ｍ ４ １ ０ ， ５ ０ ９ に 格 納 し て も よ く 、 Backup
部 ５ １ ５ ， ４ １ １ や （ 図 示 し な い ） FPGA（ DSP） デ ー タ の 格 納 用 メ モ リ に 格 納 し て も よ い
。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 そ の 後 、 VersionUP用 の プ ロ グ ラ ム や FPGA（ DSP） デ ー タ の バ ー ジ ョ ン が 、 実 装 さ れ て い
る ソ フ ト ウ ェ ア の プ ロ グ ラ ム や FPGA（ DSP） デ ー タ の バ ー ジ ョ ン よ り も 新 し い 場 合 は 、 内
視 鏡 合 成 画 像 上 に 確 認 メ ッ セ ー ジ （ “ VersionUP　 OK?” ） を 表 示 し (表 示 例 を 図 １ ２ に 示
す )、 操 作 デ バ イ ス に よ り VersionUP確 定 キ ー （ 例 え ば 文 字 キ ー “ y” や Enterキ ー ） が 入 力
さ れ た 場 合 は 、 VersionUP用 の プ ロ グ ラ ム や FPGA（ DSP） デ ー タ 及 び バ ー ジ ョ ン 情 報 を プ ロ
セ ッ サ １ １ ３ 内 の プ ロ グ ラ ム Ｒ Ｏ Ｍ ４ １ ０ ， ５ ０ ９ 、 Backup部 ５ １ ５ ， ４ １ １ 、 （ 図 示 し
な い ） FPGA（ DSP） デ ー タ の 格 納 用 メ モ リ に 格 納 し な お す （ AFLW7， 8， 9） 。 そ し て 格 納 が
正 常 に 行 わ れ た か の 結 果 メ ッ セ ー ジ を 内 視 鏡 合 成 画 像 上 に 表 示 す る （ 図 １ ３ ） （ AFLW１ ０
） （ VersionUP用 の プ ロ グ ラ ム や FPGA（ DSP） デ ー タ 及 び バ ー ジ ョ ン 情 報 を 格 納 中 に 転 送 エ
ラ ー が 発 生 し た 場 合 な ど に 、 NG， 転 送 エ ラ ー 等 の エ ラ ー の 種 類 の 結 果 メ ッ セ ー ジ が 表 示 さ
れ る ） 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 な お 、 図 １ ０ ～ １ ３ の 内 視 鏡 合 成 画 像 の よ う に 、 メ ッ セ ー ジ の 背 景 に 内 視 鏡 画 像 又 は 内
視 鏡 関 連 情 報 を 表 示 し て も よ く 、 特 定 の 画 像 （ 白 画 像 や カ ラ ー バ ー ） を 表 示 す る よ う に し
て も よ い 。 又 、 メ ッ セ ー ジ を 半 透 明 に し 、 背 景 に 内 視 鏡 画 像 又 は 内 視 鏡 関 連 情 報 が 見 え る
よ う に し て も よ い 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 ま た 、 AFLW8の 処 理 を 省 略 し 、 VersionUP用 の プ ロ グ ラ ム や FPGA（ DSP） デ ー タ の バ ー ジ
ョ ン が 実 装 さ れ て い る ソ フ ト ウ ェ ア の プ ロ グ ラ ム や FPGA（ DSP） デ ー タ の バ ー ジ ョ ン よ り
も 新 し い 場 合 は 自 動 的 に AFLW9 の 処 理 を 行 っ た り 、 AFLW5， 6， 10の 表 示 処 理 や AFLW7の 処
理 を 省 略 し て 、 バ ー ジ ョ ン ア ッ プ 処 理 の 高 速 ／ 簡 易 化 を は か っ て も よ い 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 一 方 、 AFLW8で 、 操 作 デ バ イ ス 専 用 キ ー の 入 力 も し く は 、 特 定 の １ つ 又 は 複 数 の キ ー 入
力 が な か っ た 場 合 は 、 通 常 処 理 に 移 行 す る （ AFLW11） 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 以 上 の よ う に 、 セ キ ュ リ テ ィ コ ー ド を 検 出 し た り 、 パ ス ワ ー ド 入 力 を 行 う こ と に よ り 、
セ キ ュ リ テ ィ を 強 化 す る こ と で 、 特 定 の 人 （ サ ー ビ ス 担 当 な ど ） の み が バ ー ジ ョ ン ア ッ プ
が 可 能 と な る た め 、 VersionUP用 の プ ロ グ ラ ム や FPGA（ DSP） デ ー タ の 改 ざ ん を 行 う こ と が
困 難 と な り 、 高 い 安 全 性 を 確 保 で き る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 図 １ ４ は VersionUPモ ー ド に お け る 別 の 実 施 例 を 示 す 。 Ｕ Ｓ Ｂ メ モ リ や Ｐ Ｃ カ ー ド ５ ２
０ や メ モ リ カ ー ド ５ ２ １ の 代 わ り に 、 メ モ リ を 内 蔵 し た 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ （ 非 接 触 カ
ー ド 機 能 を 搭 載 す る 携 帯 電 話 を 含 む ） を 使 用 す る 。
【 ０ １ １ １ 】
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　 プ ロ セ ッ サ １ １ ３ 側 に 、 以 下 の い ず れ か の 無 線 制 御 部 が 実 装 さ れ る 。   
　 ・ バ ス ブ リ ッ ジ に 直 接 接 続 さ れ る 無 線 制 御 部 １ （ １ ５ ０ １ ） 。   
　 ・ Ｐ Ｃ カ ー ド ５ ２ ０ や メ モ リ カ ー ド ５ ２ １ の ス ロ ッ ト に 挿 入 可 能 な 無 線 制 御 部 ２ （ １ ５
０ ２ ） 。   
　 ・ Ｕ Ｓ Ｂ メ モ リ の 代 わ り に Ｕ Ｓ Ｂ コ ン ト ロ ー ラ ５ １ ８ に 接 続 可 能 な 無 線 制 御 部 ３ （ １ ５
０ ３ ） 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 図 １ ５ に 無 線 制 御 部 の 回 路 構 成 例 を 示 す 。 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ と 無 線 に て デ ー タ の 送
受 信 を 行 う 送 受 信 回 路 １ ０ ０ １ と 、 バ ス ブ リ ッ ジ ５ ０ ６ や CARD Controller５ １ ９ や Ｕ Ｓ
Ｂ コ ン ト ロ ー ラ ５ １ ８ と デ ー タ の 送 受 信 を 行 う コ ン ト ロ ー ラ １ ０ ０ 2か ら な る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 図 １ ６ に 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ の 回 路 構 成 例 を 示 す 。 無 線 制 御 部 と 無 線 に て デ ー タ の 送
受 信 を 行 う ア ン テ ナ ９ ０ １ と 送 受 信 回 路 や （ 不 揮 発 性 ／ 揮 発 性 ） メ モ リ 、 暗 号 化 回 路 を 内
蔵 す る チ ッ プ ９ ０ ２ か ら な る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 無 線 に よ る 送 受 信 の 際 、
　 ・ 特 定 の 周 波 数 （ Ex.125KHz,13.56MHz） の 誘 導 電 波 で 非 接 触 カ ー ド 内 の 記 録 媒 体 の 情 報
を 読 出 し /書 込 み （ READ/WRITE） す る 。 （ 赤 外 線 を 使 用 し て も 良 い ）
　 ・ 規 格 （ ISO14443、 15693、 18092） に 準 拠 し て も 良 い 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 ・ Felica,Mifare,I.CODE,NFC技 術 を 使 用 /準 拠 し て も 良 い 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 前 述 し た Ｕ Ｓ Ｂ メ モ リ や Ｐ Ｃ カ ー ド ５ ２ ０ や メ モ リ カ ー ド ５ ２ １ の 代 わ り に 、 非 接 触 カ
ー ド １ ５ ０ ４ 内 の メ モ リ に VersionUP用 の ソ フ ト ウ ェ ア プ ロ グ ラ ム や FPGA（ DSP） デ ー タ を
格 納 し 、 図 ９ の AFLW4～ AFLW12の 動 作 を 行 う こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ 内 の メ モ リ に FPGA（ DSP） デ ー タ 及 び バ ー ジ ョ ン 情 報 な ど を 格 納
す る 方 法 は 、 プ ロ セ ッ サ １ １ ３ の 他 、 専 用 の ラ イ タ を 用 意 し て も よ く 、 非 接 触 カ ー ド 機 能
を 搭 載 す る 携 帯 電 話 の 場 合 に は 、 専 用 の サ イ ト か ら ダ ウ ン ロ ー ド す る こ と に よ り 格 納 す る
よ う に し て も よ い （ そ の 際 に は 、 SSLな ど の セ キ ュ リ テ ィ 処 理 を 行 う ） 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 以 上 の よ う に 、 無 線 で 行 う こ と で 、 ケ ー ブ ル の 接 続 や Ｕ Ｓ Ｂ メ モ リ や Ｐ Ｃ カ ー ド ５ ２ ０
や メ モ リ カ ー ド ５ ２ １ の 装 着 な ど を 行 わ な ず に 、 容 易 か つ 高 速 に バ ー ジ ョ ン ア ッ プ が 可 能
と な る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 一 方 、 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ に は 、 プ ロ セ ッ サ １ １ ３ の 各 設 定 画 面 上 の 設 定 情 報 を 格 納
可 能 で あ り 、 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ を プ ロ セ ッ サ １ １ ３ 内 の 無 線 制 御 部 に 近 づ け る こ と に
よ り 、 容 易 か つ 瞬 時 に か つ 安 全 に 、 使 用 者 に 最 適 な 設 定 情 報 を 読 出 し （ 以 下 、 READ） 、 書
込 み （ 以 下 、 WRITE） す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 な お 、 設 定 情 報 の 一 例 （ 設 定 画 面 、 内 視 鏡 合 成 画 像 な ど ） を 図 １ ７ ～ 図 ３ １ に 示 す 。 （
図 ４ １ ～ ４ ４ 、 図 ５ １ の 設 定 も 含 む 。 ） 図 １ ７ ～ 図 ２ ６ が 設 定 情 報 の 一 例 （ シ ス テ ム 設 定
画 面 及 び ユ ー ザ ー 設 定 画 面 ） を 、 図 ２ ７ ～ 図 ３ ０ が 設 定 情 報 の 一 例 （ 患 者 デ ー タ 設 定 画 面
及 び 内 視 鏡 合 成 画 像 の 説 明 ） を 示 し て い る 。 （ 詳 細 は 、 特 願 2004－ 202763号 、 特 願 2004－
176201号 参 照 の こ と ）
　 図 ３ １ の 内 視 鏡 合 成 画 像 に お け る 符 号 １ １ １ ０ ～ １ １ ２ ２ の 説 明 は 、 図 ２ ７ ～ 図 ３ ０ に
示 さ れ て い る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 図 ３ ２ は 、 通 常 処 理 （ AFLW11） の 内 、 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ 内 の 設 定 情 報 を プ ロ セ ッ サ
１ １ ３ に 読 み 出 す 動 作 の フ ロ ー チ ャ ー ト を 示 す 。
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【 ０ １ ２ ２ 】
　 ・ プ ロ セ ッ サ １ １ ３ は 無 線 制 御 部 か ら 検 知 コ マ ン ド を 定 期 的 に 送 信 す る （ DFLW２ ） 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 ・ 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ は プ ロ セ ッ サ １ １ ３ の 無 線 制 御 部 に 近 づ け る と 検 知 コ マ ン ド を
受 信 し （ DFLW１ ９ ） 、 検 知 応 答 コ マ ン ド を プ ロ セ ッ サ １ １ ３ に 送 信 す る （ DFLW２ ０ ） 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 ・ プ ロ セ ッ サ １ １ ３ の 無 線 制 御 部 は 、 検 知 応 答 コ マ ン ド を 受 信 し た 場 合 は （ DFLW３ ） 、
プ ロ セ ッ サ １ １ ３ 側 の 秘 密 鍵 ／ 公 開 鍵 デ ー タ を 作 成 し （ DFLW４ ） 、 プ ロ セ ッ サ １ １ ３ 側 の
公 開 鍵 デ ー タ を 送 信 す る （ DFLW５ ） 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 ・ 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ は 公 開 鍵 デ ー タ を 受 信 し た 場 合 は （ DFLW２ １ ） 、 非 接 触 カ ー ド
１ ５ ０ ４ 側 の 秘 密 鍵 ／ 公 開 鍵 デ ー タ を 作 成 し （ DFLW２ ２ ） 、 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ 側 の 公
開 鍵 デ ー タ を 送 信 す る （ DFLW２ ４ ） 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 ・ プ ロ セ ッ サ １ １ ３ の 無 線 制 御 部 は 、 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ 側 の 公 開 鍵 デ ー タ を 受 信 し
た 場 合 は （ DFLW６ ） 、 プ ロ セ ッ サ 側 の 設 定 画 面 の う ち 患 者 デ ー タ 設 定 画 面 に 格 納 さ れ る 患
者 デ ー タ の 要 求 コ マ ン ド を 、 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ 側 の 公 開 鍵 デ ー タ を 使 用 し て 暗 号 化 し
て 、 送 信 す る （ DFLW８ ）
　 ・ 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ は 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ 側 の 秘 密 鍵 デ ー タ を 使 用 し て コ マ ン ド
を 復 号 す る 。 復 号 化 し た コ マ ン ド が 患 者 デ ー タ 要 求 コ マ ン ド と 判 断 し た 場 合 は （ DFLW２ ５
） 、 患 者 デ ー タ を 、 プ ロ セ ッ サ １ １ ３ 側 の 公 開 鍵 デ ー タ を 使 用 し て 暗 号 化 し て 送 信 す る （
DFLW２ ６ ） 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 ・ プ ロ セ ッ サ １ １ ３ の 無 線 制 御 部 は 、 プ ロ セ ッ サ １ １ ３ 側 の 秘 密 鍵 デ ー タ を 使 用 し て デ
ー タ を 復 号 す る 。 復 号 化 し た デ ー タ が 患 者 デ ー タ と 判 断 し た 場 合 は （ DFLW９ ） 、 受 信 し た
患 者 デ ー タ を 患 者 デ ー タ 設 定 画 面 に 設 定 す る （ DFLW35） 。 な お 、 患 者 デ ー タ は 複 数 あ っ て
も よ い 。 ま た 、 内 視 鏡 合 成 画 像 （ 図 ３ １ ） に 直 接 設 定 す る 患 者 デ ー タ を 別 に 用 意 し 、 DFLW
９ の 受 信 後 、 直 接 内 視 鏡 合 成 画 像 に 自 動 的 に 患 者 デ ー タ を 設 定 表 示 し て も よ い 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 ・ そ の 後 、 プ ロ セ ッ サ １ １ ３ の 無 線 制 御 部 は 、 プ ロ セ ッ サ 側 の 設 定 画 面 の う ち ユ ー ザ ー
設 定 画 面 に 格 納 さ れ る ユ ー ザ ー 設 定 デ ー タ の 要 求 コ マ ン ド を 、 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ 側 の
公 開 鍵 デ ー タ を 使 用 し て 暗 号 化 し て 、 送 信 す る （ DFLW１ １ ）
　 ・ 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ は 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ 側 の 秘 密 鍵 デ ー タ を 使 用 し て コ マ ン ド
を 復 号 す る 。 復 号 化 し た コ マ ン ド が ユ ー ザ ー 設 定 デ ー タ 要 求 コ マ ン ド と 判 断 し た 場 合 は （
DFLW２ ８ ） 、 ユ ー ザ ー 設 定 デ ー タ を 、 プ ロ セ ッ サ １ １ ３ 側 の 公 開 鍵 デ ー タ を 使 用 し て 暗 号
化 し て 送 信 す る （ DFLW２ ９ ） 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 ・ プ ロ セ ッ サ １ １ ３ の 無 線 制 御 部 は 、 プ ロ セ ッ サ １ １ ３ 側 の 秘 密 鍵 デ ー タ を 使 用 し て デ
ー タ を 復 号 す る 。 復 号 化 し た デ ー タ が ユ ー ザ ー 設 定 デ ー タ と 判 断 し た 場 合 は （ DFLW１ ２ ）
、 受 信 し た ユ ー ザ ー 設 定 デ ー タ を ユ ー ザ ー 設 定 画 面 に 設 定 す る （ DFLW36） 。 な お 、 ユ ー ザ
ー 設 定 デ ー タ は 複 数 あ っ て も よ い 。 ま た 、 内 視 鏡 合 成 画 像 に 直 接 設 定 す る ユ ー ザ ー 設 定 デ
ー タ を 別 に 用 意 し 、 DFLW１ ２ の 受 信 後 、 直 接 内 視 鏡 合 成 画 像 に 自 動 的 に ユ ー ザ ー 設 定 を 行
っ て も よ い 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 ・ そ の 後 、 プ ロ セ ッ サ １ １ ３ の 無 線 制 御 部 は 、 プ ロ セ ッ サ 側 の 設 定 画 面 の う ち シ ス テ ム
設 定 画 面 に 格 納 さ れ る シ ス テ ム 設 定 デ ー タ の 要 求 コ マ ン ド を 、 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ 側 の
公 開 鍵 デ ー タ を 使 用 し て 暗 号 化 し て 、 送 信 す る （ DFLW１ ４ ）
　 ・ 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ は 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ 側 の 秘 密 鍵 デ ー タ を 使 用 し て コ マ ン ド
を 復 号 す る 。 復 号 化 し た コ マ ン ド が シ ス テ ム 設 定 デ ー タ 要 求 コ マ ン ド と 判 断 し た 場 合 は （
DFLW３ １ ） 、 シ ス テ ム 設 定 デ ー タ を 、 プ ロ セ ッ サ １ １ ３ 側 の 公 開 鍵 デ ー タ を 使 用 し て 暗 号
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化 し て 送 信 す る （ DFLW３ ２ ） 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 ・ プ ロ セ ッ サ １ １ ３ の 無 線 制 御 部 は 、 プ ロ セ ッ サ １ １ ３ 側 の 秘 密 鍵 デ ー タ を 使 用 し て デ
ー タ を 復 号 す る 。 復 号 化 し た デ ー タ が シ ス テ ム 設 定 デ ー タ と 判 断 し た 場 合 は （ DFLW１ ５ ）
、 受 信 し た シ ス テ ム 設 定 デ ー タ を ユ ー ザ ー 設 定 画 面 に 設 定 す る （ DFLW37） 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 ・ な お 、 DFLW２ ５ 、 DFLW２ ８ 、 DFLW３ １ に お い て 、 患 者 デ ー タ 要 求 コ マ ン ド 、 ユ ー ザ ー
設 定 デ ー タ 要 求 コ マ ン ド 、 シ ス テ ム 設 定 デ ー タ 要 求 コ マ ン ド 以 外 の 、 想 定 外 の コ マ ン ド を
受 信 し た 場 合 は 、 コ マ ン ド エ ラ ー を 送 信 す る （ DFLW２ ７ 、 DFLW３ ０ 、 DFLW３ ３ ） 。 プ ロ セ
ッ サ １ １ ３ は コ マ ン ド エ ラ ー を 受 信 し た 場 合 は 、 再 度 、 要 求 コ マ ン ド を 出 力 す る よ う に し
て も よ い 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 ・ プ ロ セ ッ サ １ １ ３ で （ 要 求 ） コ マ ン ド を 送 信 後 、 一 定 期 間 内 に デ ー タ が 受 信 で き な い
場 合 は タ イ ム ア ウ ト と な り 処 理 を 終 了 す る （ DFLW7、 DFLW10、 DFLW13、 DFLW16） 。 （ タ イ
ム ア ウ ト 後 、 再 度 要 求 コ マ ン ド を 送 信 す る リ ト ラ イ 処 理 を 行 っ て も よ い 。 ）
　 ・ 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ で DFLW24の 後 、 一 定 期 間 内 に デ ー タ が 受 信 で き な い 場 合 は 、 タ
イ ム ア ウ ト と な り 処 理 を 終 了 す る （ DFLW34） 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 ・ な お 、 暗 号 化 の 際 に は 、 RSA方 式 や 楕 円 暗 号 方 式 を 用 い て も よ く 、 SSLな ど を 使 用 し て
も よ い 。 SSLは Secure Sockets Layerの 略 で あ る 。   
　 ・ 前 記 秘 密 鍵 、 暗 号 鍵 は 、 各 コ マ ン ド ご と に 作 成 し な お し て も よ い 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 ・ 図 ３ ２ の フ ロ ー は 、 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ の 他 、 Ｕ Ｓ Ｂ メ モ リ や Ｐ Ｃ カ ー ド ５ ２ ０ や
メ モ リ カ ー ド ５ ２ １ に 設 定 情 報 を 格 納 し た 場 合 で も 同 様 の 暗 号 化 処 理 を 行 っ て も よ い 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 図 ３ ３ は 、 通 常 処 理 （ AFLW11） の 内 、 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ 内 の メ モ リ に 、 設 定 情 報 を
プ ロ セ ッ サ １ １ ３ か ら WRITEす る 動 作 の フ ロ ー チ ャ ー ト を 示 す 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 ・ プ ロ セ ッ サ １ １ ３ は 無 線 制 御 部 か ら 検 知 コ マ ン ド を 定 期 的 に 送 信 す る （ EFLW２ ） 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 ・ 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ は プ ロ セ ッ サ １ １ ３ の 無 線 制 御 部 に 近 づ け る と 検 知 コ マ ン ド を
受 信 し （ EFLW１ ９ ） 、 検 知 応 答 コ マ ン ド を プ ロ セ ッ サ １ １ ３ に 送 信 す る （ EFLW２ ０ ） 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 ・ プ ロ セ ッ サ １ １ ３ の 無 線 制 御 部 は 、 検 知 応 答 コ マ ン ド を 受 信 し た 場 合 は （ EFLW３ ） 、
プ ロ セ ッ サ １ １ ３ 側 の 秘 密 鍵 ／ 公 開 鍵 デ ー タ を 作 成 し （ EFLW４ ） 、 プ ロ セ ッ サ １ １ ３ 側 の
公 開 鍵 デ ー タ を 送 信 す る （ EFLW５ ） 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 ・ 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ は 公 開 鍵 デ ー タ を 受 信 し た 場 合 は （ EFLW２ １ ） 、 非 接 触 カ ー ド
１ ５ ０ ４ 側 の 秘 密 鍵 ／ 公 開 鍵 デ ー タ を 作 成 し （ EFLW２ ２ ） 、 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ 側 の 公
開 鍵 デ ー タ を 送 信 す る （ EFLW２ ４ ） 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 ・ プ ロ セ ッ サ １ １ ３ の 無 線 制 御 部 は 、 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ 側 の 公 開 鍵 デ ー タ を 受 信 し
た 場 合 は （ EFLW６ ） 、 プ ロ セ ッ サ 側 の 設 定 画 面 の う ち 患 者 デ ー タ 設 定 画 面 に 格 納 さ れ る 患
者 デ ー タ を 付 属 し た 患 者 デ ー タ WRITEコ マ ン ド を 、 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ 側 の 公 開 鍵 デ ー
タ を 使 用 し て 暗 号 化 し て 、 送 信 す る （ EFLW８ ）
　 ・ 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ は 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ 側 の 秘 密 鍵 デ ー タ を 使 用 し て コ マ ン ド
を 復 号 す る 。 復 号 化 し た コ マ ン ド が 患 者 デ ー タ WRITEコ マ ン ド と 判 断 し た 場 合 は （ EFLW２
５ ） 、 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ 内 の メ モ リ に 患 者 デ ー タ を WRITEし （ EFLW２ ６ ） 、 WRITEが 正
常 に 終 了 し た こ と を 示 す OKコ マ ン ド を プ ロ セ ッ サ １ １ ３ 側 の 公 開 鍵 デ ー タ を 使 用 し て 暗 号
化 し て 送 信 す る （ EFLW２ ８ ） 。
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【 ０ １ ４ ２ 】
　 ・ プ ロ セ ッ サ １ １ ３ の 無 線 制 御 部 は 、 プ ロ セ ッ サ １ １ ３ 側 の 秘 密 鍵 デ ー タ を 使 用 し て デ
ー タ を 復 号 す る 。 復 号 化 し た デ ー タ が OKコ マ ン ド と 判 断 し た 場 合 は （ EFLW９ ） 、 プ ロ セ ッ
サ 側 の 設 定 画 面 の う ち ユ ー ザ ー 設 定 画 面 に 格 納 さ れ る ユ ー ザ ー 設 定 デ ー タ を 付 属 し た ユ ー
ザ ー 設 定 デ ー タ WRITEコ マ ン ド を 、 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ 側 の 公 開 鍵 デ ー タ を 使 用 し て 暗
号 化 し て 、 送 信 す る （ EFLW１ １ ）
　 ・ 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ は 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ 側 の 秘 密 鍵 デ ー タ を 使 用 し て コ マ ン ド
を 復 号 す る 。 復 号 化 し た コ マ ン ド が ユ ー ザ ー 設 定 デ ー タ WRITEコ マ ン ド と 判 断 し た 場 合 は
（ EFLW２ ９ ） 、 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ 内 の メ モ リ に ユ ー ザ ー 設 定 デ ー タ を WRITEし （ EFLW3
1） 、 WRITEが 正 常 に 終 了 し た こ と を 示 す OKコ マ ン ド を プ ロ セ ッ サ １ １ ３ 側 の 公 開 鍵 デ ー タ
を 使 用 し て 暗 号 化 し て 送 信 す る （ EFLW32） 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 ・ プ ロ セ ッ サ １ １ ３ の 無 線 制 御 部 は 、 プ ロ セ ッ サ １ １ ３ 側 の 秘 密 鍵 デ ー タ を 使 用 し て デ
ー タ を 復 号 す る 。 復 号 化 し た デ ー タ が OKコ マ ン ド と 判 断 し た 場 合 は （ EFLW１ ２ ） 、 プ ロ セ
ッ サ 側 の 設 定 画 面 の う ち シ ス テ ム 設 定 画 面 に 格 納 さ れ る シ ス テ ム 設 定 デ ー タ を 付 属 し た シ
ス テ ム 設 定 デ ー タ WRITEコ マ ン ド を 、 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ 側 の 公 開 鍵 デ ー タ を 使 用 し て
暗 号 化 し て 、 送 信 す る （ EFLW１ ４ ）
　 ・ 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ は 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ 側 の 秘 密 鍵 デ ー タ を 使 用 し て コ マ ン ド
を 復 号 す る 。 復 号 化 し た コ マ ン ド が シ ス テ ム 設 定 デ ー タ WRITEコ マ ン ド と 判 断 し た 場 合 は
（ EFLW３ ３ ） 、 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ 内 の メ モ リ に シ ス テ ム 設 定 デ ー タ を WRITEし （ EFLW3
5） 、 WRITEが 正 常 に 終 了 し た こ と を 示 す OKコ マ ン ド を プ ロ セ ッ サ １ １ ３ 側 の 公 開 鍵 デ ー タ
を 使 用 し て 暗 号 化 し て 送 信 す る （ EFLW36） 。 プ ロ セ ッ サ １ １ ３ の 無 線 制 御 部 は 、 プ ロ セ ッ
サ １ １ ３ 側 の 秘 密 鍵 デ ー タ を 使 用 し て デ ー タ を 復 号 す る 。 復 号 化 し た デ ー タ が OKコ マ ン ド
と 判 断 し た 場 合 は （ EFLW１ ５ ） 、 処 理 を 正 常 終 了 す る （ EFLW１ ７ ） 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 ・ な お 、 プ ロ セ ッ サ １ １ ３ で （ WRITE） コ マ ン ド を 送 信 後 、 一 定 期 間 内 に デ ー タ が 受 信
で き な い 場 合 は タ イ ム ア ウ ト と な り 処 理 を 終 了 す る （ EFLW7、 EFLW10、 EFLW13、 EFLW16）
。 （ タ イ ム ア ウ ト 後 、 再 度 WRITEコ マ ン ド を 送 信 す る リ ト ラ イ 処 理 を 行 っ て も よ い 。 ）
　 ・ な お 、 EFLW２ ５ 、 EFLW２ ９ 、 EFLW３ ３ に お い て 、 患 者 デ ー タ WRITEコ マ ン ド 、 ユ ー ザ
ー 設 定 デ ー タ WRITEコ マ ン ド 、 シ ス テ ム 設 定 デ ー タ WRITEコ マ ン ド 以 外 の 、 想 定 外 の コ マ ン
ド を 受 信 し た 場 合 は 、 コ マ ン ド エ ラ ー を 送 信 す る （ EFLW２ ７ 、 EFLW３ ０ 、 EFLW３ ４ ） 。 プ
ロ セ ッ サ １ １ ３ は コ マ ン ド エ ラ ー を 受 信 し た 場 合 は 、 再 度 、 WRITEコ マ ン ド を 出 力 す る よ
う に し て も よ い 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 ・ 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ で DFLW24の 後 、 一 定 期 間 内 に デ ー タ が 受 信 で き な い 場 合 は 、 タ
イ ム ア ウ ト と な り 処 理 を 終 了 す る （ Ｅ FLW37） 。
【 ０ １ ４ ６ 】
　 ・ な お 、 暗 号 化 の 際 に は 、 RSA方 式 や 楕 円 暗 号 方 式 を 用 い て も よ く 、 SSLな ど を 使 用 し て
も よ い 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 ・ 前 記 秘 密 鍵 、 暗 号 鍵 は 、 各 コ マ ン ド ご と に 作 成 し な お し て も よ い 。
【 ０ １ ４ ８ 】
　 ・ 図 ３ ３ の フ ロ ー は 、 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ の 他 、 Ｕ Ｓ Ｂ メ モ リ や Ｐ Ｃ カ ー ド ５ ２ ０ や
メ モ リ カ ー ド ５ ２ １ に 設 定 情 報 を 格 納 し た 場 合 で も 同 様 の 暗 号 化 処 理 を 行 っ て も よ い 。
【 ０ １ ４ ９ 】
　 図 ３ ２ 、 図 ３ ３ の 設 定 情 報 の READ、 WRITE処 理 の 切 り 替 え は 、 以 下 の よ う に し て も よ く
、 READ処 理 ＋ WRITE処 理 を 一 括 で 行 っ て も よ い 。
【 ０ １ ５ ０ 】
・ 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ を READ専 用 ・ WRITE専 用 と し 、 検 知 応 答 コ マ ン ド に READ専 用 ・ 　 W
RITE専 用 の 識 別 コ ー ド を 添 付 す る こ と に よ り プ ロ セ ッ サ 113が 自 動 判 別 し て READ・ WRITE処
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理 を 行 う 。
【 ０ １ ５ １ 】
・ プ ロ セ ッ サ １ １ ３ の (図 示 し な い )設 定 画 面 に て 、 READ/WRITEの 設 定 を 行 っ て 切 り 替 え 　
る 。
【 ０ １ ５ ２ 】
・ 操 作 デ バ イ ス 上 に 、 設 定 情 報 の READ・ WRITE用 の 各 ス イ ッ チ を 設 け 、 ス イ ッ チ 入 力 時 の
み 図 ３ ２ 、 ３ ３ の 処 理 を 行 う 。
【 ０ １ ５ ３ 】
　 図 ３ ４ に 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ 内 の メ モ リ の 構 成 例 を 示 す 。 （ Ｕ Ｓ Ｂ メ モ リ や Ｐ Ｃ カ ー
ド ５ ２ ０ や メ モ リ カ ー ド ５ ２ １ 内 の 構 成 も 同 様 で あ っ て も よ く 、 図 ４ ７ の 構 成 と 組 み 合 わ
せ て も よ い 。 ）
　 メ モ リ 内 は フ ァ イ ル シ ス テ ム （ FAT16,FAT32） で 構 成 さ れ て も よ い 。   
　 ・ デ ィ レ ク ト リ 名 を 各 設 定 画 面 や VersionUP（ バ ー ジ ョ ン ア ッ プ ） と し て も よ く 、  フ ァ
イ ル 名 を 各 設 定 画 面 の そ れ ぞ れ の デ ー タ と し て も よ い 。 （ 例 え ば 、 複 数 の 患 者 デ ー タ が あ
る 場 合 は 、 図 ３ ４ の よ う に 各 患 者 デ ー タ ご と に フ ァ イ ル 名 を 用 意 し て も よ い 。 ）
　 ・ Root、 各 デ ィ レ ク ト リ 、 各 フ ァ イ ル に は 、 ガ ー ド キ ー （ 又 は パ ス ワ ー ド ） が 付 属 さ れ
て も よ く （ ガ ー ド キ ー （ 又 は パ ス ワ ー ド ） が 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ 内 の メ モ リ に 記 憶 さ れ
る ） 、 パ ス ワ ー ド 入 力 （ パ ス ワ ー ド 入 力 画 面 は 図 １ ０ と 同 様 ） 、 又 は （ 図 示 し な い ） 認 証
装 置 （ セ キ ュ リ テ ィ カ ー ド 、 バ イ オ メ ト リ ク ス （ 指 紋 、 虹 彩 、 認 証 、 網 膜 の 血 管 パ タ ー ン
、 筆 跡 、 声 紋 、 顔 の 形 状 、 署 名 、 手 の 甲 の 静 脈 パ タ ー ン ） な ど に よ る ア ク セ ス 制 限 （ 表 示
、 消 去 、 修 正 含 む ） を 行 っ て も よ い (例 え ば 、 コ マ ン ド 送 信 時 （ DFLW8、 DFLW１ １ 、 DFLW１
４ 、 EFLW8、 EFLW１ １ 、 EFLW１ ４ ） に 、 事 前 に 入 力 し た パ ス ワ ー ド や 認 証 装 置 に よ る 認 証
情 報 (ガ ー ド キ ー )の デ ー タ を 付 属 し て 送 信 し 、 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ 側 の 復 号 化 時 に 、 ア
ク セ ス チ ェ ッ ク を 行 う )。 ま た 、 各 デ ィ レ ク ト リ 、 各 フ ァ イ ル の 属 性 を READ Onlyに 設 定 し
て も よ い 。
【 ０ １ ５ ４ 】
　 ・ デ ィ レ ク ト リ “ バ ー ジ ョ ン ア ッ プ フ ァ イ ル ” は VersionUPに 関 す る デ ー タ を 格 納 し 、
図 １ １ で 表 示 す る バ ー ジ ョ ン 情 報 （ 例 え ば 図 ３ ４ の Version1.01） 、 ソ フ ト ウ ェ ア の プ ロ
グ ラ ム （ 例 え ば 図 ３ ４ の プ ロ グ ラ ム デ ー タ 1.25） 、 FPGA（ DSP） デ ー タ （ 例 え ば 図 ３ ４ の F
PGAデ ー タ 1.30） を そ れ ぞ れ フ ァ イ ル と し て も よ い 。
【 ０ １ ５ ５ 】
　 以 上 の よ う に 、 コ マ ン ド 送 受 信 時 の 暗 号 化 や ガ ー ド キ ー （ 又 は パ ス ワ ー ド ） を 用 意 す る
こ と に よ り 、
　 ・ 無 線 で の コ マ ン ド の 送 受 信 時 に コ マ ン ド を 傍 受 さ れ て も 、 暗 号 化 さ れ て い る た め 、 解
読 が 困 難 で あ る 。   
　 ・ 特 定 の 使 用 者 の み 、 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ 側 の メ モ リ の ア ク セ ス が 可 能 と な る 。   
と な り 、 セ キ ュ リ テ ィ が 強 化 さ れ 、 高 い 安 全 性 を 確 保 で き る 。 ま た 、 無 線 で あ る 為 、 ケ ー
ブ ル の 接 続 や Ｕ Ｓ Ｂ メ モ リ や Ｐ Ｃ カ ー ド ５ ２ ０ や メ モ リ カ ー ド ５ ２ １ の 装 着 な ど を 行 わ な
ず に 、 容 易 か つ 高 速 に 設 定 が 可 能 と な る 。
【 ０ １ ５ ６ 】
　 図 ３ ５ は 、 通 常 処 理 （ AFLW11） の 内 、 内 視 鏡 合 成 画 像 の 静 止 画 記 録 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー
ト を 示 す 。   
　 ま ず 、 操 作 デ バ イ ス 上 に 割 り 当 て ら れ た 記 録 指 示 キ ー が 入 力 さ れ て い る か を 検 出 す る （
BFLW2） （ 使 用 者 が 、 操 作 デ バ イ ス に 割 り 当 て る 際 、 シ ス テ ム 設 定 画 面 ’ 図 １ ９ の 項 目 Foo
t Switch、 ユ ー ザ ー 設 定 画 面 図 ２ ５ の 項 目 Scope Remote Switchに て 記 録 指 示 キ ー の 種 類
を 選 択 す る こ と で 、 容 易 、 確 実 に 割 り 当 て 変 更 可 能 で あ る 。 設 定 画 面 上 の 割 り 当 て の 動 作
に 関 し て は 特 願 2004－ 202763号 、 特 願 2004－ 176201号 を 参 照 の こ と 。 以 下 す べ て の 記 録 指
示 キ ー の 割 り 当 て に つ い て 同 様 と す る ） 。
【 ０ １ ５ ７ 】
　 検 出 方 法 は 、 以 下 の 方 法 の す べ て ま た は い ず れ か で あ っ て も よ い 。 （ 後 述 す る 動 画 記 録

10

20

30

40

50

(21) JP 2006-255109 A 2006.9.28



時 も 同 様 と す る 。 ）
　 ・ 操 作 デ バ イ ス か ら Ｓ Ｉ Ｏ ４ ０ ７ 、 Ｐ Ｉ Ｏ ４ ０ 8を 経 由 し て Ｃ Ｐ Ｕ １ (４ ０ １ )が 検 出 す
る 。   
　 ・ Ｈ Ｉ Ｄ （ ３ ２ ６ ） （ キ ー ボ ー ド や マ ウ ス 、 ホ イ ー ル ） か ら ５ ３ ２ 、 ５ １ ８ 、 ５ ０ ６ を
経 由 し て Ｃ Ｐ Ｕ 2(５ ０ ３ )が 検 出 。 又 は Ｃ Ｐ Ｕ 2(５ ０ ３ )か ら Ｓ Ｉ Ｏ （ ５ １ １ ） → Ｓ Ｉ Ｏ (
４ ０ ７ )、  Ｐ Ｉ Ｏ （ ５ １ ２ ） → Ｐ Ｉ Ｏ (４ ０ ８ )、 を 経 由 し て Ｃ Ｐ Ｕ １ （ ４ ０ １ ） が 検 出 。
【 ０ １ ５ ８ 】
ま た 操 作 デ バ イ ス 上 の 記 録 指 示 キ ー は 、 以 下 の よ う に 記 録 す る 周 辺 機 器 に 応 じ て 別 々 に 割
り 当 て て も よ い 。
【 ０ １ ５ ９ 】
　 ・ レ リ ー ズ キ ー ： フ ァ イ リ ン グ 装 置 １ （ ３ ０ 4） 、 写 真 撮 影 装 置 １ （ ３ ０ ５ ） 、 フ ァ イ
リ ン グ 装 置 ２ （ ３ ０ ９ ） 、 写 真 撮 影 装 置 ２ （ ３ １ ０ ） 、 フ ァ イ リ ン グ 装 置 ３ （ ３ １ ３ ） 、
写 真 撮 影 装 置 ３ （ ３ １ ７ ） 、 フ ァ イ リ ン グ 装 置 ４ （ ３ ２ ３ ） 、 写 真 撮 影 装 置 ４ （ ３ ２ ４ ）
、 フ ァ イ リ ン グ 装 置 ５ （ ３ 2８ ） 、 写 真 撮 影 装 置 ５ （ ３ 2９ ） 、 光 学 記 録 装 置 （ MO、 DVD、 C
D± R/Wな ど （ ３ 2５ ） ） 、 光 学 記 録 装 置 ２ （ MO、 DVD、 CD± R/Wな ど （ ３ ３ ０ ） ）
　 ・ キ ャ プ チ ャ ー キ ー ： プ リ ン タ １ （ ３ ０ ２ ） 、 プ リ ン タ ２ （ ３ ０ ７ ） 、 プ リ ン タ ３ （ ３
１ ２ ） 、 プ リ ン タ ４ （ ３ ２ ２ ） 、 プ リ ン タ ５ （ ３ ２ ７ ）
（ 周 辺 機 器 の 各 々 に つ い て 独 立 し て 記 録 指 示 キ ー を 設 け て も よ い 。 ま た 、 レ リ ー ズ キ ー 入
力 時 に 前 記 周 辺 機 器 の 一 部 の み 記 録 可 能 に し て も よ い （ キ ャ プ チ ャ ー キ ー に 関 し て も 同 様
と す る ） 。
【 ０ １ ６ ０ 】
　 記 録 指 示 キ ー の 入 力 が あ っ た 場 合 は 、 フ リ ー ズ 回 路 ２ ０ ６ に て 内 視 鏡 画 像 を フ リ ー ズ （
又 は プ リ フ リ ー ズ ） し 、 画 像 処 理 回 路 ２ ０ ８ に て Ｉ Ｈ ｂ 色 彩 強 調 や Ｉ Ｈ ｂ の 平 均 値 を 確 定
す る （ 詳 細 は 、 特 願 2002－ 070497号 、 特 開 平 7－ 289507号 公 報 を 参 照 の こ と ） 。 ま た グ ラ
フ ィ ッ ク 回 路 ２ １ ８ 、 ２ ３ ３ 、 グ ラ フ ィ ッ ク 回 路 ２ （ ５ ０ １ ） に て 出 力 さ れ る 内 視 鏡 関 連
情 報 の 内 、 Ｉ Ｈ ｂ の 平 均 値 １ １ １ ３ の 表 示 及 び 時 刻 情 報 １ １ ０ ６ の フ リ ー ズ を 行 う （ BFLW
3） 。 こ れ よ り 合 成 ・ マ ス ク 処 理 部 ２ １ ６ か ら 出 力 さ れ る Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ の 内 視 鏡 合 成 画 像 、 及
び 合 成 ・ マ ス ク 処 理 部 ２ ３ １ か ら 出 力 さ れ る Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ の 内 視 鏡 合 成 画 像 が 双 方 と も フ リ ー
ズ (静 止 )さ れ た 画 像 と な る 。
【 ０ １ ６ １ 】
　 そ の 後 、 合 成 ・ マ ス ク 処 理 部 ２ １ ６ か ら 出 力 さ れ る Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ の 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 、 合
成 ・ マ ス ク 処 理 部 ２ ３ １ か ら 出 力 さ れ る Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ の 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 が コ ン ト ロ ー ラ /
セ レ ク タ ２ ３ ９ を 経 由 し て メ モ リ ☆ （ ２ ４ ０ ） に 記 録 さ れ る （ BFLW４ ） 。
【 ０ １ ６ ２ 】
　 図 ３ ６ に コ ン ト ロ ー ラ /セ レ ク タ ２ ３ ９ の 詳 細 図 を 示 す 。   
　 Ｃ Ｐ Ｕ １ （ ４ ０ １ ） 又 は Ｃ Ｐ Ｕ 2（ ５ ０ ３ ） に よ り 、 （ Ｓ Ｉ Ｏ （ ５ １ １ ） 、 Ｓ Ｉ Ｏ (４ ０
７ )、  Ｐ Ｉ Ｏ （ ５ １ ２ ） 、 Ｐ Ｉ Ｏ (４ ０ ８ )、 又 は Ｂ Ｕ Ｆ ４ １ ３ を 経 由 し て ） メ モ リ コ ン ト
ロ ー ル １ ２ ０ １ が 制 御 さ れ る 。
【 ０ １ ６ ３ 】
　 Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ １ ２ ０ ２ ， １ ２ ０ ８ は Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ 、 Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 を 1フ レ ー ム 格
納 し 、 か つ 画 像 処 理 を 容 易 に す る 為 に メ モ リ ☆ （ ２ ４ ０ ） に 入 力 さ れ る ク ロ ッ ク （ 本 例 で
は ７ ４ Ｍ Ｈ ｚ の 半 分 の 周 期 で あ る 37Ｍ Ｈ ｚ ） と 同 一 の ク ロ ッ ク に 周 波 数 変 換 す る 為 の も の
で あ る 。 な お 、 メ モ リ ☆ （ ２ ４ ０ ） に 入 力 さ れ る ク ロ ッ ク は 37Ｍ Ｈ ｚ に 限 る も の で は な く
任 意 の 周 波 数 で あ っ て も よ く 、 ７ ４ Ｍ Ｈ ｚ 又 は １ ３ ． ５ Ｍ Ｈ ｚ に す る こ と に よ り 、 Ｆ Ｉ Ｆ
Ｏ １ ２ ０ ２ ， １ ２ ０ ８ の い ず れ か の 周 波 数 変 換 前 の ク ロ ッ ク と 共 通 に し て も よ い （ そ の 場
合 に は 共 通 に し た Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ は 不 要 と な る の で 、 省 略 し て も よ い ） 。 ま た Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ １ ２ ０ ２
， １ ２ ０ ８ は 回 路 の 小 規 模 化 の 為 、 ラ イ ン メ モ リ に し て も よ い 。
【 ０ １ ６ ４ 】
　 メ モ リ コ ン ト ロ ー ル 部 １ ２ ０ １ に よ る 制 御 動 作 は 以 下 の と お り で あ る 。   
(1)セ レ ク タ １ ２ ０ ３ を 、 入 力 １ ２ ０ ５ － 出 力 １ ２ ０ ６ に な る よ う に す る 。   
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(2)メ モ リ コ ン ト ロ ー ル 部 １ ２ ０ １ は 、 合 成 ・ マ ス ク 処 理 部 ２ １ ６ ， Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ （ 1フ レ ー ム
メ モ リ ） １ ２ ０ ８ を 制 御 し て 、 Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 を 1フ レ ー ム 分 Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ （ 1フ
レ ー ム メ モ リ ） １ ２ ０ ８ に 格 納 し 、 か つ 周 波 数 変 換 し て （ １ ３ ． ５ Ｍ Ｈ ｚ → 37Ｍ Ｈ ｚ ） し
て メ モ リ ☆ （ ２ ４ ０ ） に Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ の 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 を 格 納 す る 。
【 ０ １ ６ ５ 】
(3)セ レ ク タ １ ２ ０ ３ を 、 入 力 １ ２ ０ ４ － 出 力 １ ２ ０ ６ に な る よ う に す る 。
【 ０ １ ６ ６ 】
(4)メ モ リ コ ン ト ロ ー ル 部 １ ２ ０ １ は 、 合 成 ・ マ ス ク 処 理 部 ２ ３ １ ， Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ （ 1フ レ ー ム
メ モ リ ） １ ２ ０ ２ を 制 御 し て 、 Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 を 1フ レ ー ム 分 Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ （ 1フ
レ ー ム メ モ リ ） １ ２ ０ ２ に 格 納 し 、 か つ 周 波 数 変 換 し て （ ７ ４ Ｍ Ｈ ｚ → ３ ７ Ｍ Ｈ ｚ ） し て
メ モ リ ☆ （ ２ ４ ０ ） に Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ の 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 を 格 納 す る 。
【 ０ １ ６ ７ 】
（ メ モ リ ☆ （ ２ ４ ０ ） に 格 納 さ れ る 内 視 鏡 合 成 画 像 の 格 納 す る 範 囲 は 、 Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ /Ｈ Ｄ Ｔ
Ｖ 、 表 示 モ ー ド 、 画 面 ア ス ペ ク ト 比 に よ っ て 自 動 的 に 決 定 さ れ る （ 例 え ば Ｃ Ｐ Ｕ １ （ ４ ０
１ ） が 設 定 す る  ） 。 一 例 を 図 ３ ７ 、 図 ３ ８ に 示 す 。 表 示 モ ー ド 、 画 面 ア ス ペ ク ト 比 、 イ
ン デ ッ ク ス に 関 し て は 図 １ ８ 、 特 願 2004－ 202763号 、 特 願 2004－ 176201号 参 照 の こ と ）
　 そ の 後 、 Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 を メ モ リ ※ （ ２ １ ７ ） に 格 納 し た 後 （ BFLW５ ） 、
メ モ リ ※ （ ２ １ ７ ） か ら 読 み 出 し て Ｄ ／ Ａ 変 換 器 （ ２ ３ ５ ） や セ レ ク タ (２ ３ ８ )、 デ ジ タ
ル 出 力 部 (２ ３ ７ )を 経 由 し て 周 辺 機 器 に 出 力 す る （ BFLW６ ） 。
【 ０ １ ６ ８ 】
　 そ し て 、 操 作 デ バ イ ス （ 例 え ば キ ー ボ ー ド １ １ ４ ） 上 に 割 り 当 て ら れ た 周 辺 機 器 の う ち
、 以 下 の 周 辺 機 器 に 対 し て 記 録 指 示 を 行 う こ と に よ り 、 Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 、 Ｈ
Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 が 記 録 さ れ る （ BFLW７ ） 。
【 ０ １ ６ ９ 】
　 ・ フ ァ イ リ ン グ 装 置 １ （ ３ ０ 4） 、 写 真 撮 影 装 置 １ （ ３ ０ 4） 、 フ ァ イ リ ン グ 装 置 ２ （ ３
０ ９ ） 、 写 真 撮 影 装 置 ２ （ ３ １ ０ ） 、 フ ァ イ リ ン グ 装 置 ３ （ ３ １ ３ ） 、 写 真 撮 影 装 置 ３ （
３ １ ７ ） 、 フ ァ イ リ ン グ 装 置 ４ （ ３ ２ ３ ）
　 ・ プ リ ン タ １ （ ３ ０ ２ ） 、 プ リ ン タ ２ （ ３ ０ ７ ） 、 プ リ ン タ ３ （ ３ １ ２ ）
　 な お 、 記 録 指 示 は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ に よ り Ｓ Ｉ Ｏ ４ ０ ７ → □ １ 、 Ｐ Ｉ Ｏ ４ ０ ８ → □ ２ を 経 由 し
て シ リ ア ル イ ン タ ー フ ェ ー ス 又 は パ ラ レ ル イ ン タ ー フ ェ ー ス の コ マ ン ド に よ り 行 わ れ る 。
【 ０ １ ７ ０ 】
　 そ の 後 、 メ モ リ ２ １ ２ か ら 、 正 方 画 素 に 対 応 し た 拡 大 （ 縮 小 ） 係 数 、 強 調 係 数 、 画 像 回
転 パ ラ メ ー タ な ど を 読 み 出 し 、 そ の 係 数 ・ パ ラ メ ー タ に 応 じ て コ ン ト ロ ー ラ ２ １ １ が 制 御
を 行 い 、 正 方 画 素 に 対 応 し た 内 視 鏡 画 像 を 作 成 す る と 共 に 、 グ ラ フ ィ ッ ク も 正 方 画 素 に 対
応 し て 合 成 し 、 正 方 画 素 に 対 応 し た 内 視 鏡 合 成 画 像 を 作 成 す る （ BFLW８ ） 。
【 ０ １ ７ １ 】
（ 正 方 画 素 の 内 視 鏡 合 成 画 像 の 一 例 は 640× 480（ VGAサ イ ズ ） 、 800× 600（ SVGAサ イ ズ ）
、 1024× 768（ XGAサ イ ズ ） が あ る 。 な お 、 BFLW4に て 格 納 さ れ た 通 常 の Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合
成 静 止 画 像 は NTSCで は 720× 480の サ イ ズ と な る 。 な お 、 Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ の サ イ ズ は 1920× 1080と
な り 、 通 常 時 も 正 方 画 素 サ イ ズ と な っ て い る 。 ）
　 図 ３ ９ ， 図 ４ ０ に メ モ リ ２ １ ２ に 格 納 さ れ た 拡 大 係 数 、 強 調 係 数 の ア ド レ ス 構 成 例 を 示
す 。 内 視 鏡 画 像 の 画 像 サ イ ズ や 内 視 鏡 １ ０ １ ， １ ０ １ ’ （ Ｃ Ｃ Ｄ １ ０ ２ ， １ ０ ２ ’ ） に 対
応 付 け て 、 通 常 時 /正 方 画 素 時 の 拡 大 係 数 、 強 調 係 数 を 効 率 よ く 格 納 し て い る 。 フ ロ ー AFL
W2の 初 期 設 定 で は 、 図 ３ ９ ， 図 ４ ０ 内 の 通 常 の 拡 大 係 数 ・ 強 調 係 数 ・ 画 像 回 転 パ ラ メ ー タ
が 設 定 さ れ 、 フ ロ ー BFLW8に て 図 ３ ９ ， 図 ４ ０ 内 の 正 方 画 素 処 理 時 の 拡 大 係 数 ・ 強 調 係 数
・ 画 像 回 転 パ ラ メ ー タ が 設 定 さ れ る （ 例 え ば 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ （ ４ ０ １ ） が 設 定 す る  ） 。
【 ０ １ ７ ２ 】
　 な お 、 フ ロ ー BFLW8で の グ ラ フ ィ ッ ク の 正 方 画 素 に 対 応 す る 処 理 は 、
　 ・ 正 方 画 素 に 対 応 す る よ う に 、 グ ラ フ ィ ッ ク 回 路 ２ １ ８ 、 ２ ３ ３ 、 グ ラ フ ィ ッ ク 回 路 ２
（ ５ ０ １ ） に て 、 グ ラ フ ィ ッ ク や 文 字 を 作 成 し て も よ く 、
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　 ・ BFLW4で 作 成 し た Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 の 内 、 グ ラ フ ィ ッ ク 情 報 の み を 正 方 画
素 に 対 応 す る よ う に 補 完 し て も よ い 。 （ 例 え ば 、 720× 480の 画 像 か ら 640× 480（ VGAサ イ
ズ ） に 変 更 す る 際 に は 、 横 方 向 に 720→ 640の ド ッ ト 幅 に な る よ う に 、 合 成 ・ マ ス ク 処 理 部
２ １ ６ 内 で 処 理 を 行 う 。 ）
　 コ ン ト ロ ー ラ ２ １ １ は Ｃ Ｐ Ｕ １ （ ４ ０ １ ） 又 は Ｃ Ｐ Ｕ 2（ ５ ０ ３ ） に よ り 、 （ Ｓ Ｉ Ｏ （
５ １ １ ） 、 Ｓ Ｉ Ｏ （ ４ ０ ７ ） 、 Ｐ Ｉ Ｏ （ ５ １ ２ ） 、 Ｐ Ｉ Ｏ (４ ０ ８ )、 又 は Ｂ Ｕ Ｆ ４ １ ３ を
経 由 し て ） 制 御 さ れ る 。
【 ０ １ ７ ３ 】
　 な お 、 フ ロ ー BFLW8に て 図 ３ ９ ， 図 ４ ０ の 内 の 正 方 画 素 処 理 時 の 拡 大 係 数 ・ 強 調 係 数 ・
画 像 回 転 パ ラ メ ー タ が 設 定 変 更 さ れ て い て も 、 メ モ リ ※ （ ２ １ ７ ） か ら READ さ れ た Ｓ Ｄ
Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 が Ｄ ／ Ａ 変 換 器 （ ２ ３ ５ ） や セ レ ク タ (２ ３ ８ )、 デ ジ タ ル 出 力 部
(２ ３ ７ )を 経 由 し て 出 力 さ れ て い る 為 、 周 辺 機 器 に は 、 通 常 の 内 視 鏡 画 像 の 静 止 画 像 が 出
力 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ １ ７ ４ 】
ま た 、 メ モ リ ２ ２ ７ 及 び コ ン ト ロ ー ラ ２ ２ ６ の 制 御 に 関 し て も 、 同 様 の 動 作 が 可 能 で あ る
。
【 ０ １ ７ ５ 】
　 そ の 後 、 合 成 ・ マ ス ク 処 理 部 ２ １ ６ か ら 出 力 さ れ た 正 方 画 素 対 応 の Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ の 内 視 鏡 合
成 静 止 画 像 が コ ン ト ロ ー ラ /セ レ ク タ ２ ３ ９ を 経 由 し て メ モ リ ☆ （ ２ ４ ０ ） に 記 録 さ れ る
（ BFLW9） 。
【 ０ １ ７ ６ 】
　 メ モ リ コ ン ト ロ ー ル 部 １ ２ ０ １ に よ る 制 御 動 作 は 以 下 の と お り で あ る 。   
(5)セ レ ク タ １ ２ ０ ３ を 、 入 力 １ ２ ０ ５ － 出 力 １ ２ ０ ６ に な る よ う に す る 。
【 ０ １ ７ ７ 】
(6)メ モ リ コ ン ト ロ ー ル 部 １ ２ ０ １ は 、 ２ １ ６ ， Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ （ 1フ レ ー ム メ モ リ ） １ ２ ０ ８ を
制 御 し て 、 Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 を 1フ レ ー ム 分 Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ （ 1フ レ ー ム メ モ リ ） １ ２
０ ８ に 格 納 し 、 か つ 周 波 数 変 換 し て し て メ モ リ ☆ （ ２ ４ ０ ） に Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ の 内 視 鏡 合 成 静 止
画 像 を 格 納 す る （ BFLW9） 。
【 ０ １ ７ ８ 】
　 次 に 、 メ モ リ ☆ （ ２ ４ ０ ） に 格 納 さ れ た Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 及 び Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視
鏡 合 成 画 像 を 画 像 圧 縮 部 （ １ ４ ０ ） に て 圧 縮 処 理 を 行 い 、 メ モ リ P（ ６ １ ９ ） に 格 納 す る
（ BFLW10） 。
【 ０ １ ７ ９ 】
　 画 像 圧 縮 部 の セ レ ク タ ６ ０ １ /６ ０ ６ 、 セ レ ク タ ６ ２ ０ /６ １ １ 、 セ レ ク タ ６ ２ １ /６ １
６ に よ る 切 り 替 え を 行 う か は 、 設 定 画 面 に て 設 定 可 能 で あ る 。 （ 設 定 画 面 上 の 入 力 や カ ー
ソ ル 移 動 の 動 作 に 関 し て は 特 願 2004－ 202763号 、 特 願 2004－ 176201号 を 参 照 の こ と 。 ）
　 図 ４ １ は 画 像 圧 縮 部 の 設 定 画 面 の 一 例 を 示 す 。 画 面 の 説 明 は 、 図 ４ ２ 、 図 ４ ３ 、 図 ４ ４
参 照 。 （ 図 ４ １ ～ 図 ４ ４ の 設 定 項 目 は 、 周 辺 機 器 側 か ら 通 信 に て 設 定 も 可 能 で あ る 。 そ の
際 に は 、 図 ４ １ の 設 定 画 面 の 表 示 も 周 辺 機 器 か ら の 設 定 内 容 を 表 示 す る よ う に す る 。 ）
　 図 ４ １ の 設 定 に お い て thumbnail=ON,Encode Type= JPEG,Signal=YCrCb、 Encode Num=Ｓ
Ｄ Ｔ Ｖ 1＋ Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 2＋ Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ 、 Format1=4:2:2と し た 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ８ ０ 】
(7)セ レ ク タ １ ２ ０ ３ を 、 入 力 １ ２ ０ ６ － 出 力 １ ２ ０ ７ に な る よ う に す る 。
【 ０ １ ８ １ 】
(8)通 常 の Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 の 圧 縮 処 理 を 行 う （ BFLW10） 。
【 ０ １ ８ ２ 】
(ｉ )メ モ リ ☆ （ ２ ４ ０ ） に 格 納 さ れ た Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 を READし 、 コ ン ト ロ ー
ラ ６ ２ ７ に よ り メ モ リ Q（ ６ ２ ８ ） に 一 時 的 に 格 納 す る 。
【 ０ １ ８ ３ 】
(ii) セ レ ク タ ６ ０ １ /６ ０ ６ を 、 ６ ０ ２ → ６ ０ ４ → ６ ０ ５ の 経 路 を 通 る よ う に 選 択 し 、 コ
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ン ト ロ ー ラ ６ ２ ７ に よ り メ モ リ Q（ ６ ２ ８ ） か ら Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 を READし 、
６ ０ ４ に て サ ム ネ イ ル 画 像 を 作 成 後 、 サ ム ネ イ ル 画 像 と し て Ｙ Ｕ Ｖ 変 換 部 ６ ０ ９ に て YCrC
b変 換 し 、 圧 縮 部 ６ １ ４ に て 圧 縮 処 理 後 、 コ ン ト ロ ー ラ ６ １ ８ に よ り メ モ リ P（ ６ １ ９ ） に
格 納 す る 。
【 ０ １ ８ ４ 】
(iii) セ レ ク タ ６ ０ １ /６ ０ ６ を 、 ６ ０ ３ の 経 路 を 通 る よ う に 選 択 し 、 コ ン ト ロ ー ラ ６ ２
７ に よ り メ モ リ Q（ ６ ２ ８ ） か ら Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 を READし 、 本 画 像 と し て YUV
変 換 部 ６ ０ ９ に て YCrCb変 換 し 、 ６ １ ４ に て 圧 縮 処 理 後 、 コ ン ト ロ ー ラ ６ １ ８ に よ り メ モ
リ P（ ６ １ ９ ） に 格 納 す る 。
【 ０ １ ８ ５ 】
　 な お 、 設 定 画 面 （ 図 ４ １ ） に て thumbnail=OFF時 に は 、 上 記 (8)(ii)の 処 理 を 省 略 す る 。
ま た (8)(ii)に お い て サ ム ネ イ ル 画 像 の 設 定 は 本 画 像 の 設 定 と 共 通 で あ っ て も よ く 、 図 ４
１ に お い て サ ム ネ イ ル 画 像 専 用 の 設 定 項 目 を 設 け て も よ く 、 サ ム ネ イ ル 画 像 の み 固 定 の 設
定 と し て も よ い （ 例 え ば 図 ４ １ の 設 定 項 目 、 Type=JPEG, Signal=YCrCb、 Format1=4:2:2に
固 定 （ 他 の 設 定 項 目 も 同 様 ） ） 。
【 ０ １ ８ ６ 】
　 ま た 、 サ ム ネ イ ル 画 像 作 成 部 ６ ０ ４ に て サ ム ネ イ ル 画 像 を 作 成 す る 際 、
　 ・ サ ム ネ イ ル の サ イ ズ を 固 定 と し （ 例 え ば 通 常 の Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 の サ ム ネ
イ ル 画 像 =180× 120、 正 方 画 素 の Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 の サ ム ネ イ ル 画 像 =160× 120
、 Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 の サ ム ネ イ ル 画 像 =240× 135） 、 そ の 固 定 サ イ ズ に な る よ
う に 本 画 像 を 縮 小 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ １ ８ ７ 】
　 ・ 縮 小 率 を 固 定 と し 、 （ 例 え ば 通 常 の Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 の サ ム ネ イ ル 画 像 は
本 画 像 の 1/4、 正 方 画 素 の Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 の サ ム ネ イ ル 画 像 は 本 画 像 の 1/4、
Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 の サ ム ネ イ ル は 本 画 像 の 1/8） そ の 縮 小 率 で サ ム ネ イ ル 画 像
を 作 成 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ １ ８ ８ 】
　 ・ サ ム ネ イ ル 画 像 の サ イ ズ や 縮 小 率 は 、 設 定 画 面 に て 使 用 者 が 任 意 に 設 定 可 能 で あ っ て
も よ い 。
【 ０ １ ８ ９ 】
　 ・ サ ム ネ イ ル 画 像 は 内 視 鏡 画 像 の み で あ っ て も よ い 。 そ の 際 に は メ モ リ ☆ （ ２ ４ ０ ） に
内 視 鏡 合 成 画 像 だ け で な く 、 グ ラ フ ィ ッ ク を 削 除 し た マ ス ク 処 理 の み の 内 視 鏡 画 像 を 格 納
し 、 (8)(ｉ )に て 内 視 鏡 合 成 画 像 と マ ス ク 処 理 の み の 内 視 鏡 画 像 を メ モ リ Q（ ６ ２ ８ ） に 格
納 し 、 (8)(ii)に て メ モ リ Q（ ６ ２ ８ ） か ら マ ス ク 処 理 の み の 内 視 鏡 画 像 を 読 み 出 す こ と で
サ ム ネ イ ル 画 像 を 作 成 す る よ う に し て も よ い （ こ れ よ り 内 視 鏡 画 像 上 に グ ラ フ ィ ッ ク が 重
な っ て い て も 、 グ ラ フ ィ ッ ク が 重 な ら な い サ ム ネ イ ル 画 像 を 得 る こ と が で き る ） 。 一 例 を
図 ４ ５ 、 図 ４ ６ に 示 す 。 図 ４ ５ は 内 視 鏡 合 成 画 像 （ 又 は マ ス ク 処 理 の み の 内 視 鏡 画 像 ） か
ら サ ム ネ イ ル 画 像 を 作 成 す る 例 を 示 し 、 図 ４ ６ は 図 ４ ５ の メ モ リ Q（ ６ ２ ８ ） か ら READす
る 範 囲 を 示 し た テ ー ブ ル 例 を 示 し て い る 。
【 ０ １ ９ ０ 】
　 図 ４ ６ の テ ー ブ ル 項 目 の 内 、 表 示 モ ー ド (画 面 ア ス ペ ク ト 比 )・ イ ン デ ッ ク ス 数 ・ 内 視 鏡
１ ０ １ (CCD102)の 種 類 ・ 画 像 サ イ ズ (Midium,Semi-Full,Full)に 関 し て は 、 BFLW3の タ イ ミ
ン グ で Ｃ Ｐ Ｕ １ (４ ０ １ )が 画 像 圧 縮 部 １ ４ ０ に 設 定 し (BUF413又 は SIO407,PIO408を 経 由 し
て 設 定 す る 。 )、 BFLW10の タ イ ミ ン グ で 、 通 常 の SDTV内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 ／ 正 方 画 素 の SDT
V内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 ／ Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 の サ ム ネ イ ル 画 像 の そ れ ぞ れ 作 成 時
に 、 前 記 画 像 圧 縮 部 １ ４ ０ に 設 定 さ れ た 項 目 か ら 確 定 さ れ る パ ラ メ ー タ a［ ］ を 使 用 し て
、 図 ４ ５ の サ ム ネ イ ル 画 像 作 成 を 行 っ て も よ い 。
【 ０ １ ９ １ 】
(9)正 方 画 素 の Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 、 Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 の 圧 縮 処 理 に
関 し て も (8)と 同 様 に 行 う （ BFLW10） 。
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【 ０ １ ９ ２ 】
　 な お 、 Encode Type= OFF時 に は 、 符 号 ６ １ ３ の 経 路 を 通 り 、 非 圧 縮 に て 画 像 を 格 納 可 能
で あ る 。 ま た Encode Numに て 圧 縮 す る 画 像 の 数 を 選 定 す る こ と で 圧 縮 時 間 の 短 縮 が 可 能 で
あ る （ 例 え ば Encode Num =Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 1と す る こ と で 、 上 記 (3),(4)、 BFLW8, BFLW9,(9)の 処
理 が 省 略 可 能 ） 。
【 ０ １ ９ ３ 】
(10)メ モ リ P（ ６ １ ９ ） に 格 納 さ れ た 、 圧 縮 さ れ た 通 常 の Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 及
び サ ム ネ イ ル 、 正 方 画 素 の Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 及 び サ ム ネ イ ル 、 Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡
合 成 画 像 及 び サ ム ネ イ ル 、 を コ ン ト ロ ー ラ ６ １ ８ に よ り 、 バ ス ブ リ ッ ジ ５ ０ ６ を 経 由 し て
以 下 の 周 辺 機 器 に 転 送 す る （ BFLW１ １ ） 。
【 ０ １ ９ ４ 】
　 ・ Ｃ Ｐ Ｕ 2（ ５ ０ ３ ） に て フ ォ ー マ ッ ト 変 換 し （ 例 え ば DCF,EXIF,JFIFな ど ） 、 内 視 鏡 関
連 情 報 や セ キ ュ リ テ ィ 情 報 を 付 加 し て Ethernet（ 登 録 商 標 ） コ ン ト ロ ー ラ ５ １ ６ を 経 由 し
て 、 プ リ ン タ ５ （ ３ ２ ７ ） 、 光 学 記 録 装 置 ２ （ MO、 DVD、 CD± R/Wな ど （ ３ ３ ０ ） ） 、 フ ァ
イ リ ン グ 装 置 ５ （ ３ ２ ８ ） 、 写 真 撮 影 装 置 ５ （ ３ ２ ９ ） に 記 録 す る 。 転 送 プ ロ ト コ ル は 、
TCP/IP,FTP,HTTP,XML,HL7,SGML,DICOMで あ っ て も よ く 、 JAVA（ 登 録 商 標 ） ,COM,DCOM,CORB
A,DBMS,RDBMSを 使 用 し て も よ い 。
【 ０ １ ９ ５ 】
　 ・ Ｃ Ｐ Ｕ 2（ ５ ０ ３ ） に て フ ォ ー マ ッ ト 変 換 し （ 例 え ば DCF,EXIF,JFIFな ど ） 、 内 視 鏡 関
連 情 報 や セ キ ュ リ テ ィ 情 報 を 付 加 し て Ｕ Ｓ Ｂ コ ン ト ロ ー ラ ５ １ ８ を 経 由 し て 、 プ リ ン タ ４
（ ３ ２ ２ ） 、 光 学 記 録 装 置 （ MO、 DVD、 CD± R/Wな ど （ ３ 2５ ） ） 、 フ ァ イ リ ン グ 装 置 ４ （
３ ２ ３ ） 、 写 真 撮 影 装 置 ４ （ ３ ２ ４ ） 、 Ｈ Ｉ Ｄ （ Ｕ Ｓ Ｂ メ モ リ な ど 、 ３ ２ ６ ） に 記 録 す る
。 な お 、 Ｕ Ｓ Ｂ の Class Driver は HUB Class Driver、 Human Interface Devices Class D
river、 Communication Device Class Driver、 Audio Class Driver、 Mass Storage Class
 Driver 、 Still Image Capture Device Class Driver、 Printer Class Driver等 が 対 応
可 能 で あ っ て も よ く 、 Ｕ Ｓ Ｂ  On-The-Go 規 格 や PictBridgeに 対 応 し て も よ い 。 な お 、 コ
ン ト ロ ー ラ ６ １ ８ に て フ ォ ー マ ッ ト 変 換 し 、 コ ン ト ロ ー ラ ６ １ ８ か ら Ｃ Ｐ Ｕ 2（ ５ ０ ３ ）
を 経 由 せ ず Ｕ Ｓ Ｂ コ ン ト ロ ー ラ ５ １ ８ に 直 接 転 送 し て も よ い 。
【 ０ １ ９ ６ 】
　 ・ Ｃ Ｐ Ｕ 2（ ５ ０ ３ ） に て フ ォ ー マ ッ ト 変 換 し （ 例 え ば DCF,EXIF,JFIFな ど ） 、 内 視 鏡 関
連 情 報 や セ キ ュ リ テ ィ 情 報 を 付 加 し て CARD Controller５ １ ９ を 経 由 し て 、 Ｐ Ｃ カ ー ド ５
２ ０ 、 メ モ リ カ ー ド ５ ２ １ に 記 録 す る 。 な お 、 コ ン ト ロ ー ラ ６ １ ８ に て フ ォ ー マ ッ ト 変 換
し 、 コ ン ト ロ ー ラ ６ １ ８ か ら Ｃ Ｐ Ｕ 2（ ５ ０ ３ ） を 経 由 せ ず CARD Controller５ １ ９ に 直 接
転 送 し て も よ い 。
【 ０ １ ９ ７ 】
　 ・ な お 、 フ ォ ー マ ッ ト 変 換 、 内 視 鏡 関 連 情 報 や セ キ ュ リ テ ィ 情 報 （ 後 述 す る ） 、 サ ム ネ
イ ル の 付 加 （ 付 属 ） は 、 画 像 圧 縮 部 １ ４ ０ に て 行 っ て も よ い （ 後 述 の 動 画 記 録 も 同 様 と す
る ） 。
【 ０ １ ９ ８ 】
　 ・ 周 辺 機 器 に 転 送 す る 順 番 と し て 、 最 初 に 画 像 の バ ッ ク ア ッ プ と し て Ｐ Ｃ カ ー ド ５ ２ ０
、 メ モ リ カ ー ド ５ ２ １ に 格 納 し 、 そ の 後 、 Ethernet（ 登 録 商 標 ） コ ン ト ロ ー ラ ５ １ ６ や Ｕ
Ｓ Ｂ コ ン ト ロ ー ラ ５ １ ８ を 経 由 し て 周 辺 機 器 に 記 録 す る よ う に し て も よ い 。 こ れ よ り 、 Et
hernet（ 登 録 商 標 ） コ ン ト ロ ー ラ ５ １ ６ や Ｕ Ｓ Ｂ コ ン ト ロ ー ラ ５ １ ８ を 経 由 し て 周 辺 機 器
に 記 録 途 中 、 も し く は Ethernet（ 登 録 商 標 ） （ 又 は 上 位 層 の TCP/IPや HTTP,FTPな ど も 含 む
） や Ｕ Ｓ Ｂ の 通 信 エ ラ ー 時 に 、 プ ロ セ ッ サ １ １ ３ の 電 源 を OFFに し た 場 合 に も 、 再 度 電 源
を ON時 に 、 （ 例 え ば 通 常 処 理 AFLW11の 最 初 で ） Ｐ Ｃ カ ー ド ５ ２ ０ 、 又 は メ モ リ カ ー ド ５ ２
１ に 格 納 し た 画 像 及 び サ ム ネ イ ル を 再 度 自 動 的 に 転 送 可 能 で あ る 。 そ の 際 に は 、 周 辺 機 器
へ の 記 録 状 態 の 情 報 を Backup部 ５ １ ５ ,４ １ １ に 格 納 し て お く こ と で Ｃ Ｐ Ｕ 1や Ｃ Ｐ Ｕ ２ が
記 録 途 中 か を 判 断 で き る 。
【 ０ １ ９ ９ 】
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　 ・ 図 ４ １ ～ 図 ４ ４ で の 設 定 の 他 、 図 １ ７ ～ 図 ２ ４ の シ ス テ ム 設 定 画 面 で の 選 択 に よ り 、
以 下 の よ う に し て も よ い 。
【 ０ ２ ０ ０ 】
　 ・ ・ 設 定 画 面 の 項 目 「 Remote Control」 や 「 Printer」 で の 選 択 項 目 に よ り 、 図 ４ １ の
項 目 「 Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ １ 」 「 Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ ２ 」 「 Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ 」 で 選 択 し な く て も 他 の 周 辺 機 器 の 記 録 の
許 可 /禁 止 が 自 動 的 に 確 定 し て も よ い （ 例 え ば 、 設 定 画 面 の 項 目 「 Remote Control」 → D.F
に て フ ァ イ リ ン グ 装 置 ５ 選 択 時 に は 、 記 録 機 器 と し て Ｐ Ｃ カ ー ド ５ ２ ０ 、 メ モ リ カ ー ド ５
２ １ 及 び フ ァ イ リ ン グ 装 置 ５ が 自 動 的 に 選 択 さ れ 、 他 の 周 辺 機 器 へ の 記 録 は 自 動 的 に 禁 止
す る よ う に し て も よ い 。 （ 前 記 記 録 指 示 に よ る 記 録 （ 転 送 ） 時 に 、 ま ず 画 像 の バ ッ ク ア ッ
プ と し て Ｐ Ｃ カ ー ド ５ ２ ０ に 記 録 し 、 そ の 後 メ モ リ カ ー ド ５ ２ １ と フ ァ イ リ ン グ 装 置 ５ に
記 録 （ 転 送 ） す る ） ） 。
【 ０ ２ ０ １ 】
　 ・ ・ 設 定 画 面 の 項 目 「 Remote Control」 や 「 Printer」 で の 選 択 項 目 に よ り 、 図 ４ １ の
項 目 「 Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ １ 」 「 Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ ２ 」 「 Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ 」 で 選 択 し な く て も 記 録 （ 転 送 ） す る 画 像
の 種 類 を 自 動 的 に 確 定 し て も よ い 。 （ 例 え ば 、 設 定 画 面 の 項 目 「 Remote Control」 → D.F
に て フ ァ イ リ ン グ 装 置 ５ 選 択 時 に は 、 Ｐ Ｃ カ ー ド ５ ２ ０ 及 び フ ァ イ リ ン グ 装 置 ５ に 、 正 方
画 素 の Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 と Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 の み 記 録 （ 転 送 ） す る
よ う に し 、 メ モ リ カ ー ド ５ ２ １ に 通 常 の Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 の み を 記 録 （ 転 送 ）
す る 。 ）
　 図 ４ ７ に フ ァ イ リ ン グ 装 置 、 光 学 記 録 装 置 、 Ｐ Ｃ カ ー ド ５ ２ ０ 、 メ モ リ カ ー ド ５ ２ １ 、
Ｕ Ｓ Ｂ メ モ リ な ど の 周 辺 機 器 内 の 画 像 を 記 録 す る 記 録 媒 体 内 の 構 成 例 を 示 す （ 図 ４ ７ で は
フ ァ イ ル の 圧 縮 形 式 は JPEGフ ァ イ ル と す る 。 そ の た め 拡 張 子 は 自 動 的 に ” .jpg” と な る 。
） 。 記 録 媒 体 内 は フ ァ イ ル シ ス テ ム （ FAT16,FAT32） で 構 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ２ ０ ２ 】
　 ・ デ ィ レ ク ト リ 名 ， フ ァ イ ル 名 は 内 視 鏡 関 連 情 報 （ 例 え ば 図 ２ ８ ， 図 ２ ９ の IDNO.、 Nam
e（ 患 者 名 ） 、 Sex、 D.O..Birth、 Age、 日 付 時 刻 、 Physician、 Comment） の 一 部 又 は 組 み
合 わ せ で あ っ て も よ い （ 図 ４ ７ で は デ ィ レ ク ト リ 名 は ” IDNO.” を 使 用 、 フ ァ イ ル 名 は ”
日 付 時 刻 (20040818)+患 者 名 （ yamada、 姓 ） を 使 用 ） 。 デ ィ レ ク ト リ 名 、 フ ァ イ ル 名 は 文
字 制 限 が あ っ て も よ い 。 （ 患 者 名 ” Yamada Taro” を 使 用 す る 場 合 、 姓 ” Yamada” の み に
し て も よ く (Space”  “ の 左 側 を 姓 と す る )、 文 字 制 限 を ８ 文 字 と し て ”  Yamada T” と し
て も よ い 。 ） も し く は 使 用 者 が 任 意 の デ ィ レ ク ト リ 名 を 入 力 可 能 で あ っ て も よ い 。 ま た 、
同 一 の デ ィ レ ク ト リ 名 、 フ ァ イ ル 名 で 複 数 作 成 さ れ る 場 合 は 、 名 前 の 最 初 又 は 最 後 に 数 字
を つ け る こ と に よ っ て 区 別 し て も よ い （ 図 ４ ７ で は 20040818yamadaの 後 に 数 字 を 入 れ て い
る ） 。
【 ０ ２ ０ ３ 】
　 ・ サ ム ネ イ ル （ XXXX_thum.jpg） 及 び 本 画 像 （ XXXX.jpg） は 、 そ れ ぞ れ 別 フ ァ イ ル に し
て も よ く 、 サ ム ネ イ ル と 本 画 像 を 組 み 合 わ せ て １ つ の フ ァ イ ル と し て も よ い 。
【 ０ ２ ０ ４ 】
　 ・ Root、 各 デ ィ レ ク ト リ 、 各 フ ァ イ ル に は 、 ガ ー ド キ ー （ 又 は パ ス ワ ー ド ） が 付 属 さ れ
て も よ く （ ガ ー ド キ ー （ 又 は パ ス ワ ー ド ） は 周 辺 機 器 内 に 記 憶 さ れ る ） 、 パ ス ワ ー ド 入 力
（ パ ス ワ ー ド 入 力 画 面 は 図 １ ０ と 同 様 ） 、 又 は （ 図 示 し な い ） 認 証 装 置 （ セ キ ュ リ テ ィ カ
ー ド 、 バ イ オ メ ト リ ク ス （ 指 紋 、 虹 彩 、 認 証 、 網 膜 の 血 管 パ タ ー ン 、 筆 跡 、 声 紋 、 顔 の 形
状 、 署 名 、 手 の 甲 の 静 脈 パ タ ー ン ） な ど に よ る ア ク セ ス 制 限 （ 表 示 、 消 去 、 修 正 含 む ） を
行 っ て も よ い 。 ま た 、 属 性 を 読 出 し 専 用 （ READ Only） に 設 定 し て も よ い 。
【 ０ ２ ０ ５ 】
　 ・ フ ァ イ ル に は 、 転 送 さ れ た 画 像 、 サ ム ネ イ ル の 他 、 以 下 の 内 視 鏡 関 連 情 報 を 付 属 情 報
と し て 付 属 し て も よ い 。
【 ０ ２ ０ ６ 】
　 ・ ・ 内 視 鏡 合 成 画 像 に 表 示 さ れ る 情 報 （ IDNO.、 Name（ 患 者 名 ） 、 Sex、 D.O..Birth、 Ag
e、 日 付 時 刻 、 Physician、 Comment） 、 光 源 １ １ ７ の 接 続 状 態 （ 電 源 状 態 や 通 信 状 態 や 光
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源 の 状 態 エ ラ ー な ど ） 、 周 辺 機 器 の 接 続 情 報 （ 記 録 枚 数 、 記 録 状 態 や 接 続 の 有 無 や 電 源 状
態 や 通 信 状 態 、 プ リ ン タ な ど の 分 割 モ ー ド や プ リ ン ト 枚 数 、 Ｖ Ｔ Ｒ の 動 作 状 態 (再 生 や 録
画 、 停 止 な ど ） )、 内 視 鏡 画 像 情 報 （ Ｉ Ｈ ｂ 平 均 値 、 Ｉ Ｈ ｂ 擬 似 カ ラ ー の 表 示 域 、 コ ン ト
ラ ス ト の レ ベ ル 、 強 調 の 種 類 （ 構 造 強 調 又 は 輪 郭 強 調 又 は 色 彩 強 調 ） 及 び レ ベ ル 、 電 子 拡
大 率 、 画 像 サ イ ズ （ Medium 又 は  Semi-Full 又 は  Full） 、 色 調 設 定 、 モ ノ ク ロ の 設 定 ）
、 内 視 鏡 １ ０ １ ， １ ０ １ ’ の ス イ ッ チ 部 １ ０ ３ ， １ ０ ３ ’ や キ ー ボ ー ド １ １ ４ や フ ロ ン ト
パ ネ ル １ ４ ２ に 割 り 当 て ら れ た 機 能 （ CapsLockや Insertや か な 入 力 や ロ ー マ 字 入 力 設 定 含
む ） 、 ア ロ ー ポ イ ン タ の 表 示 状 態 、 ス ト ッ プ ウ ォ ッ チ の 設 定 （ 動 作 中 /一 時 停 止 ） 、 内 視
鏡 関 連 情 報 の 省 略 表 示 状 態 （ 1/2/全 消 去 ） 、 選 択 し て い る ユ ー ザ ー リ ス ト 画 面 上 の ユ ー ザ
ー 項 目 及 び ユ ー ザ ー 設 定 情 報 、 内 視 鏡 合 成 画 像 に 表 示 さ れ て い る 各 メ ッ セ ー ジ 、 内 視 鏡 合
成 画 像 の 表 示 モ ー ド （ 画 面 ア ス ペ ク ト 比 ） 、 イ ン デ ッ ク ス 駒 表 示 数 及 び 各 情 報 の 内 視 鏡 合
成 画 像 上 で の 表 示 状 態 （ 表 示 /消 去 ）
　 ・ ・ 内 視 鏡 １ ０ １ ， １ ０ １ ’ 内 の メ モ リ １ ０ ８ ， １ ０ ８ ’ に 格 納 さ れ て い る 情 報 （ 内 視
鏡 １ ０ １ ， １ ０ １ ’ の 製 品 名 、 シ リ ア ル ナ ン バ ー 、 Ｃ Ｃ Ｄ １ ０ ２ の 種 類 、 鉗 子 チ ャ ネ ル の
数 及 び 各 チ ャ ネ ル の 径 、 先 端 部 径 の 値 、 挿 入 部 径 の 値 、 拡 大 ス ケ ー ル 、 内 視 鏡 合 成 画 像 上
で の 鉗 子 位 置 情 報 、 点 検 指 示 情 報 、 内 視 鏡 １ ０ １ ， １ ０ １ ’ の 初 回 使 用 日 、 通 電 回 数 、 点
検 回 数 、 サ ー ビ ス 情 報 、 メ ー カ ー コ メ ン ト 、 サ ー ビ ス コ メ ン ト 、 修 理 記 録 、 点 検 記 録 、 コ
メ ン ト 情 報 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ ９ ， １ ０ ９ ’ の プ ロ グ ラ ム の バ ー ジ ョ ン 、 レ ン タ ル 情 報 、 直 視 /
側 視 情 報 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス デ ー タ ） な ど
　 ・ ・ プ ロ セ ッ サ １ １ ３ の シ リ ア ル ナ ン バ ー 、 電 源 ON回 数 、 記 録 処 理 時 の 日 付 時 刻 、 内 視
鏡 １ ０ １ ， １ ０ １ ’ （ Ｃ Ｃ Ｄ １ ０ ２ ， １ ０ ２ ’ ） の 種 類 、 調 光 （ Iris） の 設 定 状 態 、 Ethe
rnet（ 登 録 商 標 ） の Macア ド レ ス 、 Ｉ Ｐ ア ド レ ス
　 ・ ・ 転 送 さ れ た 画 像 、 サ ム ネ イ ル の サ イ ズ 情 報 、 縮 小 率 、 容 量 、 図 ４ １ の 情 報 、 色 空 間
(sＲ Ｇ Ｂ  な ど )
　 ・ ・ 画 像 が 、 本 画 像 か サ ム ネ イ ル 画 像 か の 識 別 情 報
　 ・ ・ 画 像 が 、 通 常 の Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 又 は 正 方 画 素 の Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静
止 画 像 又 は Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 か の 識 別 情 報
　 ・ ・ 各 設 定 画 面 の 情 報
（ 各 情 報 の 詳 細 は 、 特 願 2004－ 202763号 、 特 願 2004－ 176201号 も 参 照 の こ と 。 ）
　 ・ ・ 各 フ ォ ー マ ッ ト の ヘ ッ ダ フ ァ イ ル や マ ー カ ー （ 例 え ば DCF,EXIF,JFIFフ ォ ー マ ッ ト
用 の パ ラ メ ー タ や ヘ ッ ダ や 量 子 化 テ ー ブ ル や ハ フ マ ン テ ー ブ ル や フ ォ ー マ ッ ト の バ ー ジ ョ
ン な ど ）
　 ・ ・ 記 録 し て い る 周 辺 機 器 や Ｐ Ｃ カ ー ド や メ モ リ カ ー ド や Ｕ Ｓ Ｂ メ モ リ の シ リ ア ル ナ ン
バ ー や 製 品 名
　 ・ ・ 図 ４ １ ～ ４ ４ 、 図 １ ７ ～ 図 ３ １ の 情 報
　 図 ４ ８ に 本 画 像 と サ ム ネ イ ル 画 像 の フ ァ イ ル の 構 造 例 を 示 す 。   
　 そ の 後 、 図 ４ １ の レ リ ー ズ タ イ ム （ 以 下 、 ReleaseTime） で 設 定 さ れ た 時 間 が 経 過 し た
場 合 は （ BFLW１ ２ ） 、
　 ・ ReleaseTimeの Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ の 設 定 時 間 が 経 過 後 → フ リ ー ズ 回 路 ２ ０ ６ に て 内 視 鏡 画 像 の
フ リ ー ズ を 解 除 す る 。 合 成 ・ マ ス ク 処 理 部 ２ ３ １ か ら は 動 画 像 が 出 力 さ れ る （ グ ラ フ ィ ッ
ク 回 路 ２ ３ ３ に て Ｉ Ｈ ｂ の 平 均 値 の 表 示 及 び 時 刻 情 報 の フ リ ー ズ の 解 除 も 行 う 。 ）
　 ・ ReleaseTimeの Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ の 設 定 時 間 が 経 過 後 → メ モ リ ※ （ ２ １ ７ ） か ら の READ処 理 を
中 止 し 、 同 時 化 回 路 ２ １ ３ の 出 力 と グ ラ フ ィ ッ ク 回 路 ２ １ ８ な ど か ら な る 動 画 像 の 内 視 鏡
合 成 画 像 を 出 力 す る （ グ ラ フ ィ ッ ク 回 路 ２ １ ８ に て Ｉ Ｈ ｂ の 平 均 値 の 表 示 及 び 時 刻 情 報 の
フ リ ー ズ の 解 除 も 行 う 。 ） 。
【 ０ ２ ０ ７ 】
（ BFLW１ ３ ）
　 ・ な お 、 図 ４ １ の ReleaseTimeで 設 定 さ れ た 時 間 は 一 部 の 周 辺 機 器 へ の 記 録 指 示 （ 例 え
ば レ リ ー ズ キ ー の 入 力 時 の み ） の み 動 作 す る よ う に し て も よ い 。 （ キ ャ プ チ ャ ー キ ー 入 力
時 に は 、 固 定 の 時 間 （ 例 え ば 0.3s） 後 に BFLW13の 動 作 を 行 っ て も よ い 。 ）
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　 ・ 操 作 デ バ イ ス に 割 り 当 て ら れ た フ リ ー ズ キ ー に よ り 、 内 視 鏡 合 成 画 像 が フ リ ー ズ さ れ
て い る 状 態 で BFLW1以 降 の 動 作 が 行 わ れ る 場 合 は 、 全 部 又 は 一 部 の 記 録 指 示 （ 例 え ば キ ャ
プ チ ャ ー キ ー 入 力 時 の み ） に お い て は 、 BFLW13の 時 に 内 視 鏡 画 像 を フ リ ー ズ 解 除 せ ず に フ
リ ー ズ 状 態 の ま ま で よ い 。 （ な お 、 フ リ ー ズ キ ー に よ る フ リ ー ズ 時 で は 日 付 時 刻 の グ ラ フ
ィ ッ ク 表 示 は フ リ ー ズ し な い 。 ）
　 な お 、 BFLW１ ２ の 処 理 中 又 は 処 理 後 に 、 BFLW１ ０ ・ BFLW１ １ の 処 理 を 行 わ れ て い て も よ
い 。 そ の 場 合 に は 、 メ モ リ ☆ （ ２ ４ ０ ） は 次 の 記 録 指 示 に よ る 画 像 が 格 納 さ れ て も よ く 、
画 像 に 番 号 を つ け て 識 別 で き る よ う に し て も よ い 。 ま た メ モ リ ☆ （ ２ ４ ０ ） は リ ン グ バ ッ
フ ァ と し て も よ い 。
【 ０ ２ ０ ８ 】
　 圧 縮 部 ６ １ ４ や （ 後 述 す る ） 動 画 エ ン コ ー ド 部 ６ ２ ４ を 含 む 画 像 圧 縮 部 １ ４ ０ は プ ロ グ
ラ マ ブ ル Ｉ Ｃ （ FPGAや DSP、 ダ イ ナ ミ ッ ク リ コ ン フ ィ ギ ュ ラ ブ ル プ ロ セ ッ サ ） な ど で あ っ
て も よ く 、 図 ４ １ の Encode Typeを 設 定 後 に 、 画 像 圧 縮 部 １ ４ ０ の 一 部 （ 例 え ば 設 定 変 更
を し た 圧 縮 部 ６ １ ４ 又 は 動 画 エ ン コ ー ド 部 ６ ２ ４ ） 又 は 全 部 の ブ ロ ッ ク の 、 コ ン フ ィ グ レ
ー シ ョ ン デ ー タ や プ ロ グ ラ ム （ フ ァ ー ム ウ ェ ア ） を ダ ウ ン ロ ー ド （ リ コ ン フ ィ グ レ ー シ ョ
ン ） し 直 し て 、 圧 縮 部 ６ １ ４ 又 は 動 画 エ ン コ ー ド 部 ６ ２ ４ の 圧 縮 処 理 を 変 更 す る よ う に し
て も よ い 。 （ Ｃ Ｐ Ｕ 2に よ り 、 バ ス ブ リ ッ ジ ５ ０ ６ を 経 由 し て ダ ウ ン ロ ー ド し て も よ く 、
図 示 し な い FLASHROMな ど を 圧 縮 部 ６ １ ４ 内 に 用 意 し 、 FLASHROMか ら ダ ウ ン ロ ー ド し て も よ
い 。 ） 。 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ 、 Ｃ Ｐ Ｕ ２ は 画 像 圧 縮 部 １ ４ ０ の 動 作 状 態 を 監 視 し （ 画 像 圧 縮 部
１ ４ ０ が 定 期 的 に Ｃ Ｐ Ｕ １ 、 Ｃ Ｐ Ｕ ２ に コ マ ン ド を 送 信 し た り 、 パ ル ス 信 号 を 送 信 す る な
ど ） 、 画 像 圧 縮 部 １ ４ ０ が 意 図 し な い 動 作 を し た 場 合 は 、 画 像 圧 縮 部 １ ４ ０ を 再 度 初 期 化
＋ ダ ウ ン ロ ー ド し 直 し を 行 っ て も よ い 。 （ 初 期 化 ＋ ダ ウ ン ロ ー ド し 直 し 中 に 、 内 視 鏡 合 成
画 像 上 に ダ ウ ン ロ ー ド 中 で あ る こ と を 示 す エ ラ ー メ ッ セ ー ジ を 表 示 し て も よ く 、 操 作 デ バ
イ ス 上 の 所 定 の Ｌ Ｅ Ｄ の 点 灯 /点 滅 し て も よ い 。 ま た 、 ダ ウ ン ロ ー ド を 正 常 に 完 了 し た 場
合 は 、 正 常 に 完 了 し た 旨 を 示 す メ ッ セ ー ジ を 表 示 し て も よ い 。 ） 。 上 記 処 理 は 画 像 伸 長 部
１ ４ １ （ 伸 長 部 ７ １ ４ や 動 画 デ コ ー ド 部 ７ ２ ４ を 含 む ） で も 同 様 と す る 。
【 ０ ２ ０ ９ 】
　 ま た 、 メ モ リ Qと メ モ リ Pは 、 同 一 の メ モ リ 内 の 別 の ア ド レ ス 領 域 と し て も よ い 。
【 ０ ２ １ ０ 】
　 な お 、 BLFW8に お け る SDTVの 正 方 画 素 対 応 は 、 前 記 例 の ほ か 、 画 像 圧 縮 部 １ ４ ０ に お い
て 、 通 常 の SDTV内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 を 補 間 処 理 す る こ ど で （ 例 え ば 、 バ イ リ ニ ア 法 ／ バ イ
キ ュ ー ビ ッ ク 法 で 720× 480→ 640× 480に 補 間 処 理 す る ） 正 方 画 素 対 応 し て も よ い 。
【 ０ ２ １ １ 】
　 通 常 処 理 （ AFLW11） の 内 、 内 視 鏡 合 成 画 像 の 動 画 記 録 は 以 下 の よ う に し て 行 わ れ る 。   
　 操 作 デ バ イ ス 上 に 割 り 当 て ら れ た 以 下 の 記 録 指 示 キ ー が 入 力 さ れ た 場 合 に 、 そ れ ぞ れ の
周 辺 機 器 が 動 画 記 録 を 行 う 。 （ 再 度 指 示 キ ー が 入 力 さ れ た 場 合 は 、 一 時 停 止 又 は 停 止 動 作
を 行 う 。 ）
　 ・ Ｖ Ｔ Ｒ キ ー ： Ｖ Ｔ Ｒ 1（ ３ ０ ３ ） 、 Ｖ Ｔ Ｒ ２ （ ３ ０ ８ ） 、 Ｖ Ｔ Ｒ ３ （ ３ １ ６ ） 、 フ ァ
イ リ ン グ 装 置 ３ （ ３ １ ３ ） へ 動 画 像 の 記 録 を 行 う 。 （ な お 、 記 録 指 示 は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ に よ り
Ｓ Ｉ Ｏ ４ ０ ７ → □ １ 、 Ｐ Ｉ Ｏ ４ ０ ８ → □ ２ を 経 由 し て シ リ ア ル イ ン タ ー フ ェ ー ス 又 は パ ラ
レ ル イ ン タ ー フ ェ ー ス の コ マ ン ド に よ り 行 わ れ る 。 ）
　 ・ M-RECキ ー ： 光 学 記 録 装 置 （ MO、 DVD、 CD± R/Wな ど （ ３ ２ ５ ） ） 、 フ ァ イ リ ン グ 装 置
４ （ ３ ２ ３ ） 、 Ｈ Ｉ Ｄ （ Ｕ Ｓ Ｂ マ ウ ス ） 、 光 学 記 録 装 置 ２ （ MO、 DVD、 CD± R/Wな ど （ ３ ３
０ ） ） 、 フ ァ イ リ ン グ 装 置 ５ （ ３ ２ ８ ） へ 動 画 像 の 記 録 を 行 う 。
【 ０ ２ １ ２ 】
（ 周 辺 機 器 の 各 々 に つ い て 独 立 し て 記 録 指 示 キ ー を 設 け て も よ い 。 ま た 、 Ｖ Ｔ Ｒ キ ー 入 力
時 に 前 記 周 辺 機 器 の 一 部 の み 記 録 可 能 に し て も よ い （ M-RECキ ー に 関 し て も 同 様 と す る ）
。 ）
　 M-RECキ ー に よ る 動 画 記 録 の 詳 細 は 以 下 の 通 り 。   
　 ・ 図 ４ １ の ム ー ビ ー エ ン コ ー ド （ 以 下 、 MovieEncode） に て 設 定 さ れ た 設 定 情 報 に 基 づ
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き 、 セ レ ク タ ２ ３ ８ 、 セ レ ク タ ６ ２ ９ 、 サ イ ズ 変 更 部 ６ ２ ２ 、 Ｙ Ｕ Ｖ 変 換 部 ６ ２ ３ 、 動 画
エ ン コ ー ド 部 ６ ２ ４ の 設 定 を 行 う 。
【 ０ ２ １ ３ 】
　 ・ 動 画 エ ン コ ー ド 部 ６ ２ ４ の 制 御 に よ り 、 バ ス ブ リ ッ ジ ５ ０ ６ を 経 由 し て 以 下 の 周 辺 機
器 に 転 送 す る 。
【 ０ ２ １ ４ 】
　 ・ ・ Ｃ Ｐ Ｕ 2（ ５ ０ ３ ） に て フ ォ ー マ ッ ト 変 換 し 、 内 視 鏡 関 連 情 報 や セ キ ュ リ テ ィ 情 報
を 付 加 し て Ethernet（ 登 録 商 標 ） コ ン ト ロ ー ラ ５ １ ６ を 経 由 し て 、 光 学 記 録 装 置 ２ （ MO、
DVD、 CD± R/Wな ど （ ３ ３ ０ ） ） 、 フ ァ イ リ ン グ 装 置 ５ （ ３ ２ ８ ） に 記 録 す る 。 転 送 プ ロ ト
コ ル は 、 TCP/IP,FTP,HTTP,XML,HL7,SGMLで あ っ て も よ く 、 JAVA（ 登 録 商 標 ） ,COM,DCOM,CO
RBA,DBMS,RDBMSを 使 用 し て も よ い 。
【 ０ ２ １ ５ 】
　 ・ ・ Ｃ Ｐ Ｕ 2（ ５ ０ ３ ） に て フ ォ ー マ ッ ト 変 換 し 、 内 視 鏡 関 連 情 報 や セ キ ュ リ テ ィ 情 報
を 付 加 し て Ｕ Ｓ Ｂ コ ン ト ロ ー ラ ５ １ ８ を 経 由 し て 、 光 学 記 録 装 置 （ MO、 DVD、 CD± R/Wな ど
（ ３ ２ ５ ） ） 、 フ ァ イ リ ン グ 装 置 ４ （ ３ ２ ３ ） 、 Ｈ Ｉ Ｄ （ Ｕ Ｓ Ｂ メ モ リ な ど 、 ３ ２ ６ ） に
記 録 す る 。 な お 、 Ｕ Ｓ Ｂ の ク ラ ス ド ラ イ バ （ 以 下 、 Class Driver ） は HUB Class Driver
、 Human Interface Devices Class Driver、 Communication Device Class Driver、 Audio
 Class Driver、 Mass Storage Class Driver 、 Still Image Capture Device Class Driv
er、 Printer Class Driver等 が 対 応 可 能 で あ っ て も よ く 、 Ｕ Ｓ Ｂ  On-The-Go 規 格 に 対 応
し て も よ い 。 な お 、 動 画 エ ン コ ー ド 部 ６ ２ ４ に て フ ォ ー マ ッ ト 変 換 し 、 Ｃ Ｐ Ｕ 2（ ５ ０ ３
） を 経 由 せ ず Ｕ Ｓ Ｂ コ ン ト ロ ー ラ ５ １ ８ に 直 接 転 送 し て も よ い 。
【 ０ ２ １ ６ 】
　 ・ ・ Ｃ Ｐ Ｕ 2（ ５ ０ ３ ） に て フ ォ ー マ ッ ト 変 換 し 、 内 視 鏡 関 連 情 報 や セ キ ュ リ テ ィ 情 報
を 付 加 し て CARD Controller５ １ ９ を 経 由 し て 、 Ｐ Ｃ カ ー ド ５ ２ ０ 、 メ モ リ カ ー ド ５ ２ １
に 記 録 す る 。 な お 、 動 画 エ ン コ ー ド 部 ６ ２ ４ に て フ ォ ー マ ッ ト 変 換 し 、 Ｃ Ｐ Ｕ 2（ ５ ０ ３
） を 経 由 せ ず CARD Controller５ １ ９ に 直 接 転 送 し て も よ い 。
【 ０ ２ １ ７ 】
　 ・ ・ 周 辺 機 器 に 転 送 す る 順 番 と し て 、 最 初 に Ｐ Ｃ カ ー ド ５ ２ ０ 、 メ モ リ カ ー ド ５ ２ １ に
格 納 し 、 そ の 後 、 Ethernet（ 登 録 商 標 ） コ ン ト ロ ー ラ ５ １ ６ や Ｕ Ｓ Ｂ コ ン ト ロ ー ラ ５ １ ８
を 経 由 し て 周 辺 機 器 に 記 録 す る よ う に し て も よ い 。 こ れ よ り 、 Ethernet（ 登 録 商 標 ） コ ン
ト ロ ー ラ ５ １ ６ や Ｕ Ｓ Ｂ コ ン ト ロ ー ラ ５ １ ８ を 経 由 し て 周 辺 機 器 に 記 録 途 中 に 、 プ ロ セ ッ
サ １ １ ３ の 電 源 を OFFに し た 場 合 に も 、 再 度 電 源 を ON時 に 、 （ 例 え ば 通 常 処 理 AFLW11の 最
初 で ） Ｐ Ｃ カ ー ド ５ ２ ０ 、 又 は メ モ リ カ ー ド ５ ２ １ に 格 納 し た 画 像 を 再 度 自 動 的 に 転 送 可
能 で あ る 。 そ の 際 に は 、 周 辺 機 器 へ 記 録 状 態 の 情 報 を Backup部 ５ １ ５ ， ４ １ １ に 格 納 し て
お く こ と で Ｃ Ｐ Ｕ 1や Ｃ Ｐ Ｕ ２ が 記 録 途 中 か を 判 断 で き る 。
【 ０ ２ １ ８ 】
　 ・ フ ァ イ リ ン グ 装 置 、 光 学 記 録 装 置 、 Ｐ Ｃ カ ー ド ５ ２ ０ 、 メ モ リ カ ー ド ５ ２ １ 、 Ｕ Ｓ Ｂ
メ モ リ な ど の 周 辺 機 器 内 の 画 像 を 記 録 す る 記 録 媒 体 内 の 構 成 は 図 ４ ７ と 同 様 で あ っ て も よ
い 。 （ フ ァ イ ル の 圧 縮 形 式 が MPEG2フ ァ イ ル の 場 合 、 拡 張 子 は 自 動 的 に ” .mpg” 又 は ” m2p
” と な る 。 ） デ ィ レ ク ト リ 名 が ID.NOで あ る 場 合 、 同 一 の ID.NOな ら ば 、 同 一 の フ ォ ル ダ に
静 止 画 像 フ ァ イ ル （ .jpgフ ァ イ ル ） と 動 画 フ ァ イ ル （ .mpg） フ ァ イ ル を 記 録 し て も よ い 。
【 ０ ２ １ ９ 】
　 ・ フ ァ イ ル に は 、 転 送 さ れ た 画 像 の 他 、 以 下 の 内 視 鏡 関 連 情 報 を 付 属 情 報 と し て 付 属 し
て も よ い 。
【 ０ ２ ２ ０ 】
　 ・ ・ 内 視 鏡 合 成 画 像 に 表 示 さ れ る 情 報 （ IDNO.、 Name（ 患 者 名 ） 、 Sex、 D.O..Birth、 Ag
e、 日 付 時 刻 、 Physician、 Comment、 光 源 １ １ ７ の 接 続 状 態 （ 電 源 状 態 や 通 信 状 態 や 光 源
の 状 態 エ ラ ー な ど ） 、 周 辺 機 器 の 接 続 情 報 （ 記 録 枚 数 、 記 録 状 態 や 接 続 の 有 無 や 電 源 状 態
や 通 信 状 態 、 プ リ ン タ な ど の 分 割 モ ー ド や プ リ ン ト 枚 数 、 Ｖ Ｔ Ｒ の 動 作 状 態 (再 生 や 録 画
、 停 止 な ど ） )、 内 視 鏡 画 像 情 報 （ Ｉ Ｈ ｂ 平 均 値 、 Ｉ Ｈ ｂ 擬 似 カ ラ ー の 表 示 域 、 コ ン ト ラ
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ス ト の レ ベ ル 、 強 調 の 種 類 （ 構 造 強 調 又 は 輪 郭 強 調 又 は 色 彩 強 調 ） 及 び レ ベ ル 、 電 子 拡 大
率 、 画 像 サ イ ズ （ Medium 又 は  Semi-Full 又 は  Full） 、 色 調 設 定 、 モ ノ ク ロ の 設 定 ） 、
内 視 鏡 １ ０ １ ， １ ０ １ ’ の ス イ ッ チ 部 １ ０ ３ ， １ ０ ３ ’ や キ ー ボ ー ド １ １ ４ や フ ロ ン ト パ
ネ ル １ ４ ２ に 割 り 当 て ら れ た 機 能 （ CapsLockや Insertや か な 入 力 や ロ ー マ 字 入 力 設 定 含 む
） 、 ア ロ ー ポ イ ン タ の 表 示 状 態 、 ス ト ッ プ ウ ォ ッ チ の 設 定 （ 動 作 中 /一 時 停 止 ） 、 省 略 表
示 状 態 （ 1/2/全 消 去 ） 、 選 択 し て い る ユ ー ザ ー リ ス ト 画 面 上 の ユ ー ザ ー 項 目 及 び ユ ー ザ ー
設 定 情 報 、 内 視 鏡 合 成 画 像 に 表 示 さ れ て い る 各 メ ッ セ ー ジ 、 内 視 鏡 合 成 画 像 の 表 示 モ ー ド
（ 画 面 ア ス ペ ク ト 比 ） 、 イ ン デ ッ ク ス 駒 表 示 数 ） 及 び 各 情 報 の 内 視 鏡 合 成 画 像 上 で の 表 示
状 態 （ 表 示 /消 去 ）
　 ・ ・ 内 視 鏡 １ ０ １ ， １ ０ １ ’ 内 の メ モ リ １ ０ ８ ， １ ０ ８ ’ に 格 納 さ れ て い る 情 報 （ 内 視
鏡 １ ０ １ ， １ ０ １ ’ の 製 品 名 、 シ リ ア ル ナ ン バ ー 、 Ｃ Ｃ Ｄ １ ０ ２ の 種 類 、 鉗 子 チ ャ ネ ル の
数 及 び 各 チ ャ ネ ル の 径 、 先 端 部 径 の 値 、 挿 入 部 径 の 値 、 拡 大 ス ケ ー ル 、 内 視 鏡 合 成 画 像 上
で の 鉗 子 位 置 情 報 、 点 検 指 示 情 報 、 内 視 鏡 １ ０ １ ， １ ０ １ ’ の 初 回 使 用 日 、 通 電 回 数 、 点
検 回 数 、 サ ー ビ ス 情 報 、 メ ー カ ー コ メ ン ト 、 サ ー ビ ス コ メ ン ト 、 修 理 記 録 、 点 検 記 録 、 コ
メ ン ト 情 報 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ ９ ， １ ０ ９ ’ の プ ロ グ ラ ム の バ ー ジ ョ ン 、 レ ン タ ル 情 報 、 直 視 /
側 視 情 報 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス デ ー タ ） な ど
　 ・ ・ プ ロ セ ッ サ １ １ ３ の シ リ ア ル ナ ン バ ー 、 電 源 ON回 数 、 記 録 処 理 時 の 日 付 時 刻 、 内 視
鏡 １ ０ １ ， １ ０ １ ’ （ Ｃ Ｃ Ｄ １ ０ ２ ， １ ０ ２ ’ ） の 種 類 、 調 光 （ Iris） の 設 定 状 態 、 Ethe
rnet（ 登 録 商 標 ） の Macア ド レ ス 、 Ｉ Ｐ ア ド レ ス
　 ・ ・ 転 送 さ れ た 画 像 の サ イ ズ 情 報 、 縮 小 率 、 容 量 、 図 ４ １ の 情 報 、 色 空 間 (sＲ Ｇ Ｂ な ど
)
　 ・ ・ 画 像 の 識 別 情 報
　 ・ ・ 各 設 定 画 面 の 情 報
（ 各 情 報 の 詳 細 は 、 特 願 2004－ 202763号 、 特 願 2004－ 176201号 も 参 照 の こ と 。 ）
　 ・ ・ 各 フ ォ ー マ ッ ト の ヘ ッ ダ フ ァ イ ル や マ ー カ ー
　 ・ ・ 記 録 し て い る 周 辺 機 器 や Ｐ Ｃ カ ー ド や メ モ リ カ ー ド や Ｕ Ｓ Ｂ メ モ リ の シ リ ア ル ナ ン
バ ー や 製 品 名
　 ・ ・ 図 ４ １ ～ 図 ４ ４ 、 図 １ ７ ～ 図 ３ １ の 情 報
　 な お 、 画 像 圧 縮 部 １ ４ ０ や （ 後 述 す る ） 画 像 伸 長 部 １ ４ １ の 各 ブ ロ ッ ク は 、 （ 図 示 し な
い ） 作 業 処 理 用 の メ モ リ を 使 用 し て も よ い 。
【 ０ ２ ２ １ 】
　 な お 、 図 ３ ６ 、 図 ７ に お い て 、 37Ｍ Ｈ ｚ の ク ロ ッ ク を ７ ４ Ｍ Ｈ ｚ に 置 き 換 え た 場 合 、 セ
レ ク タ １ ２ ０ ３ を 入 力 １ ２ ０ ４ － 出 力 １ ２ ０ ７ 又 は 入 力 １ ２ ０ ５ － 出 力 １ ２ ０ ７ に セ レ ク
ト す る こ と で 、 ◇ へ 動 画 像 を 入 力 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ２ ２ ２ 】
　 そ の 場 合 に は 、 図 ４ ９ に あ る よ う に 、 圧 縮 処 理 部 ２ （ １ ６ ０ １ ） を FPGAや DSP、 ダ イ ナ
ミ ッ ク リ コ ン フ ィ ギ ュ ラ ブ ル プ ロ セ ッ サ な ど の プ ロ グ ラ マ ブ ル な 回 路 （ Ｉ Ｃ ） と し 、 同 じ
ハ ー ド ウ ェ ア で あ る 圧 縮 処 理 部 ２ （ １ ６ ０ １ ） で 、 静 止 画 像 の 圧 縮 処 理 か 動 画 像 の 圧 縮 処
理 か を 切 り 替 え る こ と が 可 能 で あ っ て も よ い 。 （ 図 ４ １ の Encode Typeで JPEG, JPEG2000,
TIFF, BMP,AVI,MPEG,H.264,WMVか ら 1つ を 選 択 で き る よ う に し 、 選 択 結 果 に 応 じ て 、 静 止
画 像 の 圧 縮 処 理 、 動 画 像 の 圧 縮 処 理 な ど 対 応 し た ブ ロ ッ ク （ フ ァ ー ム ウ ェ ア ） を ダ ウ ン ロ
ー ド し 直 す よ う に し て も よ い 。 ダ ウ ン ロ ー ド は 、 Ｃ Ｐ Ｕ 2に よ り 、 バ ス ブ リ ッ ジ ５ ０ ６ を
経 由 し て 行 っ て も よ く 、 図 示 し な い FLASHROMな ど を 用 意 し 、 FLASHROMか ら ダ ウ ン ロ ー ド し
て も よ い 。  初 期 化 ＋ ダ ウ ン ロ ー ド し 直 し 中 に 、 内 視 鏡 合 成 画 像 上 に ダ ウ ン ロ ー ド 中 で あ
る こ と を 示 す エ ラ ー メ ッ セ ー ジ を 表 示 し て も よ く 、 操 作 デ バ イ ス 上 の 所 定 の Ｌ Ｅ Ｄ の 点 灯
/点 滅 し て も よ い 。 ま た 、 ダ ウ ン ロ ー ド を 正 常 に 完 了 し た 場 合 は 、 正 常 に 完 了 し た 旨 を 示
す メ ッ セ ー ジ を 表 示 し て も よ い 。 ） 。
【 ０ ２ ２ ３ 】
　 図 ５ ０ は 、 通 常 処 理 （ AFLW11） の 内 、 記 録 さ れ た 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 の 表 示 を 示 す フ ロ
ー チ ャ ー ト を 示 す 。

10

20

30

40

50

(31) JP 2006-255109 A 2006.9.28



【 ０ ２ ２ ４ 】
　 ま ず 、 操 作 デ バ イ ス 上 に 割 り 当 て ら れ た 記 録 画 像 表 示 指 示 キ ー が 入 力 さ れ て い る か を 検
出 す る （ CFLW2） 。
【 ０ ２ ２ ５ 】
　 検 出 方 法 は 、 以 下 の 方 法 の す べ て ま た は い ず れ か で あ っ て も よ い 。 （ 後 述 す る 動 画 表 示
時 も 同 様 と す る 。 ）
　 ・ 操 作 デ バ イ ス か ら Ｓ Ｉ Ｏ ４ ０ ７ 、 Ｐ Ｉ Ｏ ４ ０ ８ を 経 由 し て Ｃ Ｐ Ｕ １ (４ ０ １ )が 検 出 す
る 。
【 ０ ２ ２ ６ 】
　 ・ Ｈ Ｉ Ｄ （ ３ ２ ６ ） （ キ ー ボ ー ド や マ ウ ス 、 ホ イ ー ル ） か ら ５ ３ ２ 、 ５ １ ８ 、 （ ５ ０ ６
） を 経 由 し て Ｃ Ｐ Ｕ 2(５ ０ ３ )が 検 出 。 又 は Ｃ Ｐ Ｕ 2(５ ０ ３ )か ら Ｓ Ｉ Ｏ （ ５ １ １ ） → Ｓ Ｉ
Ｏ (４ ０ ７ )、  Ｐ Ｉ Ｏ （ ５ １ ２ ） → Ｐ Ｉ Ｏ (４ ０ ８ )、 を 経 由 し て Ｃ Ｐ Ｕ １ （ ４ ０ １ ） が 検
出 。
【 ０ ２ ２ ７ 】
（ 周 辺 機 器 の 各 々 に つ い て 独 立 し て 表 示 指 示 キ ー を 設 け て も よ い 。 そ の 際 に は 、 図 ５ １ の
項 目 ” Device”  の 設 定 を 省 略 し て も よ い 。 ）
　 そ の 後 、 グ ラ フ ィ ッ ク 回 路 ２ １ ８ 、 ２ ３ ３ 、 又 は グ ラ フ ィ ッ ク 回 路 ２ （ ５ ０ １ ） に て 、
表 示 準 備 中 で あ る こ と を 示 す Waitメ ッ セ ー ジ （ 例 え ば “ Please Wait” の 文 字 ） を 表 示 す
る （ CFLW３ ） 。 内 視 鏡 合 成 画 像 を 特 定 の 色 （ 例 え ば 黒 や カ ラ ー バ ー ） に 塗 り つ ぶ し て も よ
い 。 （ CFLW６ 、 CFLW９ 、 CFLW１ ３ 、 CFLW１ ６ の 処 理 も 同 様 と す る ）
　 そ の 後 、 周 辺 機 器 の 記 録 媒 体 に 格 納 さ れ て い る デ ィ レ ク ト リ 名 や フ ァ イ ル 名 が 表 示 さ れ
る （ CFLW４ ） 。
【 ０ ２ ２ ８ 】
　 ・ ど の 周 辺 機 器 の 記 録 媒 体 を 表 示 す る か は 、 設 定 画 面 （ 図 ５ １ ） の Decode→ Deviceに て
設 定 す る （ 詳 細 は 図 ５ ２ 参 照 ） 。
【 ０ ２ ２ ９ 】
　 ・ デ ィ レ ク ト リ 名 や フ ァ イ ル 名 の 表 示 例 を 図 ５ ３ に 示 す 。 表 示 す る 際 は 、 設 定 画 面 （ 図
５ １ ） の Decode→ DecodeTypeに て 設 定 さ れ た 種 類 の 画 像 や サ ム ネ イ ル の み 表 示 す る よ う に
し て も よ い 。 （ 画 像 や サ ム ネ イ ル の 付 属 情 報 の 内 、 通 常 の Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 又
は 正 方 画 素 の Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 又 は Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 か の 識 別 情 報
よ り 自 動 的 に 識 別 表 示 を 行 う こ と が 可 能 で あ る 。 も し く は 画 像 、 サ ム ネ イ ル の 付 属 情 報 の
内 、 サ イ ズ 情 報 、 縮 小 率 、 容 量 か ら 判 別 し て も よ い 。 ）
　 な お 、 図 ５ ３ に 記 載 の デ ィ レ ク ト リ 名 や フ ァ イ ル 名 、 及 び デ ィ レ ク ト リ － フ ァ イ ル 間 の
構 成 は 図 ４ ７ と 同 様 と す る 。 ま た 図 ５ ３ の 表 示 は 、 デ ィ レ ク ト リ 名 だ け で も よ く 、 デ ィ レ
ク ト リ 名 を 選 択 し て 特 定 キ ー を 入 力 時 （ 例 え ば マ ウ ス の 右 ク リ ッ ク ） の み 、 デ ィ レ ク ト リ
に 格 納 さ れ て い る フ ァ イ ル 名 を 表 示 す る よ う に し て も よ い 。 ま た 選 択 し た デ ィ レ ク ト リ 名
や フ ァ イ ル 名 は 、 操 作 デ バ イ ス 上 の 特 定 キ ー （ 例 え ば キ ー ボ ー ド １ １ ４ の 文 字 キ ー や Ｈ Ｉ
Ｄ ３ ２ ６ （ キ ー ボ ー ド や マ ウ ス や ホ イ ー ル ） の 文 字 キ ー ） に よ り 名 前 の 変 更 が 可 能 と す る
。 ま た 、 デ ィ レ ク ト リ 名 や フ ァ イ ル 名 が 多 く 複 数 ペ ー ジ に わ た る 場 合 は 、 CFLW8～ 10と 同
様 の ペ ー ジ 切 り 替 え を 行 っ て も よ い 。
【 ０ ２ ３ ０ 】
　 図 ５ ４ に 示 す よ う に 、 図 ５ ３ の 表 示 状 態 で 、 操 作 デ バ イ ス の 特 定 キ ー を 入 力 す る こ と で
、 検 索 メ ッ セ ー ジ を 表 示 し 、 デ ィ レ ク ト リ 名 又 は フ ァ イ ル 名 を 入 力 す る こ と に よ り 、 該 当
す る デ ィ レ ク ト リ 名 や フ ァ イ ル 名 の み 表 示 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ２ ３ １ 】
　 操 作 デ バ イ ス の 特 定 キ ー （ 例 え ば キ ー ボ ー ド １ １ ４ の 矢 印 キ ー や Ｈ Ｉ Ｄ ３ ２ ６ （ キ ー ボ
ー ド や マ ウ ス や ホ イ ー ル ） の 矢 印 キ ー や 左 ク リ ッ ク ） に よ り デ ィ レ ク ト リ 名 を 選 択 し 、 確
定 キ ー （ 例 え ば キ ー ボ ー ド １ １ ４ の ENTERキ ー や Ｈ Ｉ Ｄ ３ ２ ６ （ キ ー ボ ー ド や マ ウ ス や ホ
イ ー ル ） の ENTERキ ー や 左 ダ ブ ル ク リ ッ ク ） を 入 力 し て 確 定 し た 場 合 は （ CFLW５ ） 、 Wait
メ ッ セ ー ジ を 表 示 中 に （ CFLW６ ） マ ル チ 画 像 の 作 成 を 行 い 、 マ ル チ 画 像 の 表 示 を 行 う （ CF
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LW７ ） 。
【 ０ ２ ３ ２ 】
　 マ ル チ 画 像 表 示 の 詳 細 は 以 下 の 通 り 。   
　 ・ Ｃ Ｐ Ｕ ２ （ ５ ０ ３ ） は デ ィ レ ク ト リ に 格 納 さ れ た フ ァ イ ル を 、 設 定 画 面 （ 項 目 ” Devi
ce” ） で 選 択 し た 周 辺 機 器 か ら 、 バ ス ブ リ ッ ジ ５ ０ ６ 、 コ ン ト ロ ー ラ ７ １ ８ を 経 由 し て メ
モ リ ７ １ ９ に 格 納 す る （ Ｃ Ｐ Ｕ ２ （ ５ ０ ３ ） を 経 由 せ ず に 格 納 し て も よ い ） 。 デ ィ レ ク ト
リ に 格 納 さ れ た フ ァ イ ル す べ て を あ ら か じ め メ モ リ ７ １ ９ に 格 納 し て も よ く 、 サ ム ネ イ ル
画 像 の み を あ ら か じ め メ モ リ ７ １ ９ に 格 納 し て も よ い 。
【 ０ ２ ３ ３ 】
　 ・ フ ァ イ ル の 付 属 情 報 か ら セ レ ク タ ７ １ ６ 、 ７ ２ １ 、 ７ １ １ 、 ７ ２ ０ を 制 御 し て 、 伸 長
部 ７ １ ４ 、 Ｒ Ｇ Ｂ 変 換 部 ７ ０ ９ の 処 理 を 行 う （ 詳 細 は 図 ５ ５ 参 照 ） 。 セ レ ク タ ７ ０ ６ 、 ７
０ １ は 、 ７ ０ ５ → ７ ０ ４ → ７ ０ ２ を 通 る よ う に 選 択 す る 。
【 ０ ２ ３ ４ 】
　 ・ 設 定 画 面 （ 図 ５ １ ） の Decode→ thumbnailが USEに 設 定 さ れ て い る 場 合 は 、 サ ム ネ イ ル
フ ァ イ ル よ り マ ル チ 画 像 を 作 成 す る 。 マ ル チ 画 像 に 表 示 さ れ る サ ム ネ イ ル の 個 数 は 、 サ ム
ネ イ ル フ ァ イ ル の サ イ ズ に よ り 確 定 す る 。 （ 例 え ば サ ム ネ イ ル フ ァ イ ル が 、 通 常 の Ｓ Ｄ Ｔ
Ｖ 合 成 静 止 画 像 の 種 類 で 、 サ イ ズ が 180× 120の 場 合 、 マ ル チ 画 像 全 体 の 表 示 範 囲 は 720× 4
80と な る 為 、 サ ム ネ イ ル の 個 数 は 16個 と な る ）
　 ・ 設 定 画 面 （ 図 ５ １ ） の Decode→ thumbnailが NOに 設 定 さ れ て い る 場 合 は 、 設 定 画 面 （
図 ５ １ ） の Decode→ Mult Num.で 設 定 さ れ た サ ム ネ イ ル の 数 に 応 じ て 、 本 画 像 の フ ァ イ ル
か ら サ ム ネ イ ル を 作 成 し て 表 示 す る 。 （ 例 え ば 、 本 画 像 が 通 常 の Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 合 成 静 止 画 像 の
種 類 で 、 Mult Num.=16の 場 合 、 720× 480の 本 画 像 か ら 1/4に 縮 小 し て 180× 120の サ ム ネ イ
ル 画 像 を 作 成 し て 表 示 す る 。 ）
　 ・ サ ム ネ イ ル ／ マ ル チ 画 像 作 成 部 ７ ０ ４ に て マ ル チ 画 像 作 成 後 、 同 期 回 路 ７ ２ ５ に て マ
ル チ 画 像 １ フ レ ー ム 分 格 納 し 、 ７ ４ Ｍ Ｈ ｚ の ク ロ ッ ク に 同 期 し た マ ル チ 画 像 と 、 Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ
内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 と し て １ ３ ． ５ Ｍ Ｈ ｚ の ク ロ ッ ク に 同 期 し た マ ル チ 画 像 が 、 合 成 ・ マ
ス ク 処 理 部 ２ １ ６ 、 ２ ３ １ に 出 力 さ れ る 。 同 期 回 路 ７ ２ ５ の 一 例 を 図 ５ ６ に 示 す 。 メ モ リ
コ ン ト ロ ー ル 回 路 １ ３ ０ １ に よ っ て 、 同 期 回 路 ７ ２ ５ の Ｆ Ｉ Ｆ Ｏ １ ３ ０ ２ ， １ ３ ０ ８ 及 び
２ １ ６ 、 ２ ３ １ が 制 御 さ れ 、 同 期 し た 画 像 が 出 力 で き る 。 （ Decode→ DecodeTypeで 設 定 さ
れ た 種 類 に 対 応 す る 同 期 処 理 の み 行 っ て も よ い （ 例 え ば 、 Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 1（ 通 常 の Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 内
視 鏡 合 成 静 止 画 像 ） 又 は Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 2（ 正 方 画 素 の Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 ） が 選 択 さ
れ た 場 合 は 、 ２ １ ６ に 入 力 さ れ る １ ３ ． ５ Ｍ Ｈ ｚ の ク ロ ッ ク に 同 期 し た マ ル チ 画 像 の 同 期
処 理 の み 行 い 、 Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ （ Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 ） が 選 択 さ れ た 場 合 は 、 ２ ３ １ に
入 力 さ れ る ７ ４ Ｍ Ｈ ｚ の ク ロ ッ ク に 同 期 し た マ ル チ 画 像 の み 同 期 処 理 を 行 っ て も よ い ） ）
。
【 ０ ２ ３ ５ 】
　 ・ Decode→ DecodeTypeに て 設 定 さ れ た 種 類 の マ ル チ 画 像 の み 表 示 す る よ う に し て も よ い
。 （ 例 え ば 、 Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 1（ 通 常 の Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 ） 又 は Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 2（ 正 方 画 素
の Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 ） が 選 択 さ れ た 場 合 は 、 合 成 ・ マ ス ク 処 理 部 ２ １ ６ に 入 力
さ れ た Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 画 像 の マ ル チ 画 像 の み ２ １ ６ が 出 力 し 、 合 成 ・ マ ス ク 処 理 部 ２ ３ １ は マ ル
チ 画 像 を 出 力 せ ず 特 定 色 （ 黒 、 青 な ど ） の 画 面 を 表 示 す る よ う に 制 御 し て も よ い （ 警 告 メ
ッ セ ー ジ を 表 示 し て い る よ う に し て も よ い 。 ） 一 方 、 Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ （ Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止
画 像 ） が 選 択 さ れ た 場 合 は 、 ２ ３ １ に 入 力 さ れ た Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ 画 像 の マ ル チ 画 像 の み ２ ３ １ が
出 力 し 、 ２ １ ６ は マ ル チ 画 像 を 出 力 せ ず 特 定 色 （ 黒 、 青 な ど ） の 画 面 を 表 示 す る よ う に 制
御 し て も よ い （ 警 告 メ ッ セ ー ジ を 表 示 し て い る よ う に し て も よ い 。 ） 。
【 ０ ２ ３ ６ 】
　 ・ マ ル チ 画 像 の 表 示 例 を 図 ５ ７ 、 図 ５ ８ に 示 す 。 マ ル チ 画 像 と と も に 選 択 枠 を 表 示 し て
も よ く 、 操 作 デ バ イ ス の 特 定 キ ー （ 例 え ば キ ー ボ ー ド １ １ ４ の 矢 印 キ ー や Ｈ Ｉ Ｄ ３ ２ ６ （
キ ー ボ ー ド や マ ウ ス や ホ イ ー ル ） の 矢 印 キ ー や 左 ク リ ッ ク ） に よ り 選 択 枠 の 移 動 が 可 能 で
あ る 。 選 択 枠 は グ ラ フ ィ ッ ク 回 路 ２ １ ８ 、 ２ ３ ３ 、 グ ラ フ ィ ッ ク 回 路 ２ （ ５ ０ １ ） に て 作
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成 さ れ 合 成 ・ マ ス ク 処 理 部 ２ １ ６ 、 ２ ３ １ に て 合 成 さ れ る 。
【 ０ ２ ３ ７ 】
　 ・ サ ム ネ イ ル フ ァ イ ル が グ ラ フ ィ ッ ク （ 文 字 ） の あ る 内 視 鏡 合 成 画 像 の 場 合 は 図 ５ ７ の
よ う に 表 示 さ れ 、 マ ス ク 処 理 さ れ た 内 視 鏡 画 像 の み の 場 合 は 図 ５ ８ の よ う に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ２ ３ ８ 】
　 操 作 デ バ イ ス の 特 定 キ ー （ 例 え ば キ ー ボ ー ド １ １ ４ の PageUP,PageDownキ ー や Ｈ Ｉ Ｄ ３
２ ６ （ キ ー ボ ー ド や マ ウ ス や ホ イ ー ル ） の PageUP,PageDownキ ー や マ ウ ス ス ク ロ ー ル ） に
よ り マ ル チ 画 像 の ペ ー ジ 切 り 替 え 指 示 が あ っ た 場 合 は （ CFLW8） 、 Waitメ ッ セ ー ジ を 表 示
中 に 指 定 さ れ た ペ ー ジ の マ ル チ 画 像 を 作 成 し （ CFLW９ ） 、 指 定 さ れ た ペ ー ジ の マ ル チ 画 像
を 表 示 す る （ CFLW10） 。 表 示 例 を 図 ５ ８ に 示 す 。 図 ５ ８ の よ う に 次 ペ ー ジ の 指 示 （ 例 え ば
PageUpキ ー の 入 力 ） に は 次 ペ ー ジ の マ ル チ 画 像 を 表 示 し 、 前 ペ ー ジ の 指 示 （ 例 え ば PageDo
wnキ ー の 入 力 ） に は 前 ペ ー ジ の マ ル チ 画 像 を 表 示 す る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 ペ ー ジ 切
り 替 え 時 に は 選 択 枠 は 常 時 左 上 に 選 択 さ れ る よ う に し て も よ い 。 ペ ー ジ が １ ペ ー ジ し か な
い の に ペ ー ジ 切 り 替 え の 指 示 を し た 場 合 ／ 前 ペ ー ジ が な い の に 前 ペ ー ジ の 指 示 を し た 場 合
／ 次 ペ ー ジ が な い の に 次 ペ ー ジ の 指 示 を し た 場 合 は キ ー 入 力 を 無 効 に し 、 か つ エ ラ ー 音 や
エ ラ ー 表 示 な ど の 警 告 を 行 っ て も よ い 。 ま た 、 何 ペ ー ジ か を 示 す 為 の ペ ー ジ 数 を 隅 に 表 示
し て も よ い 。
【 ０ ２ ３ ９ 】
　 操 作 デ バ イ ス の 特 定 キ ー （ 例 え ば キ ー ボ ー ド １ １ ４ の BSキ ー や ESCキ ー 、 Ｈ Ｉ Ｄ ３ ２ ６
（ キ ー ボ ー ド や マ ウ ス や ホ イ ー ル ） の BSキ ー や ESCキ ー ） に よ り 前 画 面 戻 り の 指 示 が あ っ
た 場 合 は （ CFLW１ １ ） 、 CFLW３ の フ ロ ー に 移 動 し 、 デ ィ レ ク ト リ 名 、 フ ァ イ ル 名 を 表 示 す
る （ CFLW４ ） 。
【 ０ ２ ４ ０ 】
　 選 択 枠 に て サ ム ネ イ ル を 選 択 し 、 操 作 デ バ イ ス の 確 定 キ ー （ 例 え ば キ ー ボ ー ド １ １ ４ の
ENTERキ ー や Ｈ Ｉ Ｄ ３ ２ ６ （ キ ー ボ ー ド や マ ウ ス や ホ イ ー ル ） の ENTERキ ー や 左 ダ ブ ル ク リ
ッ ク ） を 入 力 し て 確 定 し た 場 合 は （ CFLW１ ２ ） 、 Waitメ ッ セ ー ジ を 表 示 中 に 選 択 さ れ た サ
ム ネ イ ル の 本 画 像 を 作 成 し （ CFLW１ ３ ） 、 表 示 を 行 う （ CFLW１ ４ ） 。
【 ０ ２ ４ １ 】
　 本 画 像 作 成 ・ 表 示 の 詳 細 は 以 下 の 通 り 。   
　 ・ Ｃ Ｐ Ｕ ２ （ ５ ０ ３ ） は 、 選 択 枠 で 選 択 し た サ ム ネ イ ル フ ァ イ ル の 本 画 像 に あ た る フ ァ
イ ル を 、 設 定 画 面 （ 項 目 ” Device” ） で 選 択 し た 周 辺 機 器 か ら 、 バ ス ブ リ ッ ジ ５ ０ ６ 、 コ
ン ト ロ ー ラ ７ １ ８ を 経 由 し て メ モ リ ７ １ ９ に 格 納 す る （ Ｃ Ｐ Ｕ ２ （ ５ ０ ３ ） を 経 由 せ ず に
格 納 し て も よ い ） 。 本 画 像 を 含 め て フ ァ イ ル す べ て を あ ら か じ め メ モ リ ７ １ ９ に 格 納 し て
い る 場 合 は 、 再 度 周 辺 機 器 か ら 転 送 す る 必 要 は な い 。
【 ０ ２ ４ ２ 】
　 ・ 本 画 像 の フ ァ イ ル の 付 属 情 報 か ら セ レ ク タ ７ １ ６ 、 ７ ２ １ 、 ７ １ １ 、 ７ ２ ０ を 制 御 し
て 、 伸 長 部 ７ １ ４ 、 Ｒ Ｇ Ｂ 変 換 部 ７ ０ ９ の 処 理 を 行 う （ 詳 細 は 図 ５ ５ 参 照 ） 。 セ レ ク タ ７
０ ６ 、 ７ ０ １ は 、 経 路 ７ ０ ３ を 通 る よ う に 選 択 す る 。
【 ０ ２ ４ ３ 】
　 ・ 経 路 ７ ０ ３ を 経 由 し た 本 画 像 は 、 同 期 回 路 ７ ２ ５ に て Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 と
し て ７ ４ Ｍ Ｈ ｚ の ク ロ ッ ク に 同 期 し 、 又 は Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 と し て １ ３ ． ５ Ｍ
Ｈ ｚ の ク ロ ッ ク に 同 期 し て 、 合 成 ・ マ ス ク 処 理 部 ２ １ ６ 、 ２ ３ １ に 出 力 さ れ る 。 （ Decode
→ DecodeTypeで 設 定 さ れ た 種 類 に 対 応 す る 同 期 処 理 の み 行 っ て も よ い （ 例 え ば 、 Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ
1（ 通 常 の Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 ） 又 は Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 2（ 正 方 画 素 の Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成
静 止 画 像 ） が 選 択 さ れ た 場 合 は 、 ２ １ ６ に 入 力 さ れ る Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 の 同 期
処 理 の み 行 い 、 Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ （ Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 ） が 選 択 さ れ た 場 合 は 、 ２ ３ １ に
入 力 さ れ る Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 の み 同 期 処 理 を 行 っ て も よ い ） ） 。
【 ０ ２ ４ ４ 】
　 ・ Decode→ DecodeTypeに て 設 定 さ れ た 種 類 の 本 画 像 の み 表 示 す る よ う に し て も よ い 。 （
例 え ば 、 Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 1（ 通 常 の Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 ） 又 は Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 2（ 正 方 画 素 の Ｓ
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Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 ） が 選 択 さ れ た 場 合 は 、 合 成 ・ マ ス ク 処 理 部 ２ １ ６ に 入 力 さ れ
た Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 画 像 の 本 画 像 の み ２ １ ６ が 出 力 し 、 合 成 ・ マ ス ク 処 理 部 ２ ３ １ は 本 画 像 を 出 力
せ ず 特 定 色 （ 黒 、 青 な ど ） の 画 面 を 表 示 す る よ う に 制 御 し て も よ い （ 警 告 メ ッ セ ー ジ を 表
示 し て い る よ う に し て も よ い 。 ） 。 一 方 、 Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ （ Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 ） が 選
択 さ れ た 場 合 は 、 ２ ３ １ に 入 力 さ れ た Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ 画 像 の 本 画 像 の み ２ ３ １ が 出 力 し 、 ２ １ ６
は 本 画 像 を 出 力 せ ず 特 定 色 （ 黒 、 青 な ど ） の 画 面 を 表 示 す る よ う に 制 御 し て も よ い （ 警 告
メ ッ セ ー ジ を 表 示 し て い る よ う に し て も よ い 。 ） 。 ）
　 ・ 本 画 像 の 表 示 例 を 図 ５ ９ に 示 す 。 本 画 像 表 示 時 は 、 操 作 デ バ イ ス 上 の 専 用 Ｌ Ｅ Ｄ を 点
灯 す る か 、 メ ッ セ ー ジ を 表 示 す る こ と に よ り 、 記 録 画 像 が 表 示 さ れ て い る こ と を 明 示 す る
よ う に し て も よ い 。 （ 使 用 者 は 記 録 画 像 が 表 示 さ れ て い る こ と を 容 易 に 把 握 で き る 。 ） 。
【 ０ ２ ４ ５ 】
　 操 作 デ バ イ ス の 特 定 キ ー （ 例 え ば キ ー ボ ー ド １ １ ４ の PageUP,PageDownキ ー や Ｈ Ｉ Ｄ ３
２ ６ （ キ ー ボ ー ド や マ ウ ス や ホ イ ー ル ） の PageUP,PageDownキ ー や マ ウ ス ス ク ロ ー ル ） に
よ り 本 画 像 の ペ ー ジ 切 り 替 え 指 示 が あ っ た 場 合 は （ CFLW15） 、 Waitメ ッ セ ー ジ を 表 示 中 に
指 定 さ れ た ペ ー ジ の マ ル チ 画 像 を 作 成 し （ CFLW16） 、 指 定 さ れ た ペ ー ジ の 本 画 像 を 表 示 す
る （ CFLW17） 。 表 示 例 を 図 ５ ９ に 示 す 。 図 ５ ９ の よ う に 次 ペ ー ジ の 指 示 （ 例 え ば PageUpキ
ー の 入 力 ） に は 次 ペ ー ジ の 本 画 像 を 表 示 し 、 前 ペ ー ジ の 指 示 （ 例 え ば PageDownキ ー の 入 力
） に は 前 ペ ー ジ の 本 画 像 を 表 示 す る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 本 画 像 が 1枚 し か な い の に
ペ ー ジ 切 り 替 え の 指 示 を し た 場 合 ／ 前 ペ ー ジ が な い の に 前 ペ ー ジ の 指 示 を し た 場 合 ／ 次 ペ
ー ジ が な い の に 次 ペ ー ジ の 指 示 を し た 場 合 は キ ー 入 力 を 無 効 に し 、 か つ エ ラ ー 音 や エ ラ ー
表 示 な ど の 警 告 を 行 っ て も よ い 。 （ 図 ５ ８ の よ う に 何 ペ ー ジ か を 示 す 為 の ペ ー ジ 数 を 隅 に
表 示 し て も よ い 。 ）
　 操 作 デ バ イ ス の 特 定 キ ー （ 例 え ば キ ー ボ ー ド １ １ ４ の BSキ ー や ESCキ ー 、 Ｈ Ｉ Ｄ ３ ２ ６
（ キ ー ボ ー ド や マ ウ ス や ホ イ ー ル ） の BSキ ー や ESCキ ー ） に よ り 前 画 面 戻 り の 指 示 が あ っ
た 場 合 は （ CFLW18） 、 CFLW6の フ ロ ー に 移 動 し 、 マ ル チ 画 像 を 表 示 す る 。
【 ０ ２ ４ ６ 】
　 操 作 デ バ イ ス の 特 定 キ ー （ 例 え ば キ ー ボ ー ド １ １ ４ の 矢 印 キ ー や Ｈ Ｉ Ｄ ３ ２ ６ （ キ ー ボ
ー ド や マ ウ ス や ホ イ ー ル ） の 矢 印 キ ー や 左 ク リ ッ ク ） に よ り フ ァ イ ル 名 を 選 択 し 、 確 定 キ
ー （ 例 え ば キ ー ボ ー ド １ １ ４ の ENTERキ ー や Ｈ Ｉ Ｄ ３ ２ ６ （ キ ー ボ ー ド や マ ウ ス や ホ イ ー
ル ） の ENTERキ ー や 左 ダ ブ ル ク リ ッ ク ） を 入 力 し て 確 定 し た 場 合 は （ CFLW１ ９ ） 、 Waitメ
ッ セ ー ジ を 表 示 中 に 本 画 像 の 作 成 を 行 い （ CFLW１ ３ ） 、 フ ァ イ ル に 対 応 す る 本 画 像 の 表 示
を 行 う （ CFLW14） 。
【 ０ ２ ４ ７ 】
　 デ ィ レ ク ト リ 名 や フ ァ イ ル 名 の 表 示 中 に 前 画 面 戻 り の 指 示 が あ っ た 場 合 は （ CFLW20） 、
記 録 画 像 表 示 を 終 了 す る （ CFLW21） 。
【 ０ ２ ４ ８ 】
　 な お 、 図 ５ ０ に お い て 、 正 方 画 素 の SDTV内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 の 本 画 像 ・ サ ム ネ イ ル を 表
示 す る 際 、 補 間 処 理 す る こ と で 通 常 の SDTV内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 の サ イ ズ に 変 更 し て 表 示 す
る よ う に し て も よ い 。 （ 例 え ば 、 バ イ リ ニ ア 法 ／ バ イ キ ュ ー ビ ッ ク 法 で 640× 480→ 720× 4
80に 補 間 処 理 す る ） 。
【 ０ ２ ４ ９ 】
　 通 常 処 理 （ AFLW11） の 内 、 内 視 鏡 合 成 画 像 の 動 画 表 示 （ 再 生 ） は 以 下 の よ う に し て 行 わ
れ る 。
【 ０ ２ ５ ０ 】
　 ・ 操 作 デ バ イ ス 上 に 割 り 当 て ら れ た 以 下 の 表 示 指 示 キ ー が 入 力 さ れ た 場 合 に 、 そ れ ぞ れ
の 周 辺 機 器 が 動 画 再 生 を 行 う 。 （ 再 度 指 示 キ ー が 入 力 さ れ た 場 合 は 、 一 時 停 止 又 は 停 止 動
作 を 行 う 。 ）
　 ・ ・ Ｖ Ｔ Ｒ 再 生 キ ー ： Ｖ Ｔ Ｒ 1（ ３ ０ ３ ） 、 Ｖ Ｔ Ｒ ２ （ ３ ０ ８ ） 、 Ｖ Ｔ Ｒ ３ （ ３ １ ６ ）
、 フ ァ イ リ ン グ 装 置 ３ （ ３ １ ３ ） か ら 動 画 像 の 再 生 を 行 う 。 （ な お 再 生 指 示 は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １
に よ り Ｓ Ｉ Ｏ ４ ０ ７ → □ １ 、 Ｐ Ｉ Ｏ ４ ０ ８ → □ ２ を 経 由 し て シ リ ア ル イ ン タ ー フ ェ ー ス 又
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は パ ラ レ ル イ ン タ ー フ ェ ー ス の コ マ ン ド に よ り 行 わ れ る 。 ）
　 ・ ・ M-PLYキ ー ： 光 学 記 録 装 置 （ MO、 DVD、 CD± R/Wな ど （ ３ ２ ５ ） ） 、 フ ァ イ リ ン グ 装
置 ４ （ ３ ２ ３ ） 、 Ｈ Ｉ Ｄ （ Ｕ Ｓ Ｂ マ ウ ス ） 、 光 学 記 録 装 置 ２ （ MO、 DVD、 CD± R/Wな ど （ ３
３ ０ ） ） 、 フ ァ イ リ ン グ 装 置 ５ （ ３ ２ ８ ） へ 動 画 像 の 記 録 を 行 う 。
【 ０ ２ ５ １ 】
（ 周 辺 機 器 の 各 々 に つ い て 独 立 し て 表 示 指 示 キ ー を 設 け て も よ い 。 そ の 際 に は 、 図 ５ １ の
項 目 ” Device”  の 設 定 を 省 略 し て も よ い 。 ）
　 ・ M-PLYキ ー が 入 力 さ れ た 場 合 は 、 以 下 の 動 作 を 行 う 。   
　 ・ ・ 表 示 準 備 中 で あ る こ と を 示 す Waitメ ッ セ ー ジ （ 例 え ば “ Please Wait” の 文 字 ） を
表 示 す る 。   
　 ・ ・ 周 辺 機 器 の 記 録 媒 体 に 格 納 さ れ て い る デ ィ レ ク ト リ 名 や フ ァ イ ル 名 が 表 示 さ れ る （
CFLW４ と 同 様 ） 。
【 ０ ２ ５ ２ 】
　 ・ ・ 操 作 デ バ イ ス の 特 定 キ ー （ 例 え ば キ ー ボ ー ド １ １ ４ の 矢 印 キ ー や Ｈ Ｉ Ｄ ３ ２ ６ （ キ
ー ボ ー ド や マ ウ ス や ホ イ ー ル ） の 矢 印 キ ー や 左 ク リ ッ ク ） に よ り デ ィ レ ク ト リ 名 を 選 択 し
、 確 定 キ ー （ 例 え ば キ ー ボ ー ド １ １ ４ の ENTERキ ー や Ｈ Ｉ Ｄ ３ ２ ６ （ キ ー ボ ー ド や マ ウ ス
や ホ イ ー ル ） の ENTERキ ー や 左 ダ ブ ル ク リ ッ ク ） を 入 力 し て 確 定 し た 場 合 は 、 Waitメ ッ セ
ー ジ を 表 示 後 、 動 画 像 の 再 生 を 行 う 。
【 ０ ２ ５ ３ 】
　 ・ M-PLYキ ー に よ る 動 画 再 生 の 詳 細 は 以 下 の 通 り 。   
　 ・ ・ Ｃ Ｐ Ｕ ２ （ ５ ０ ３ ） は デ ィ レ ク ト リ に 格 納 さ れ た フ ァ イ ル を 設 定 画 面 で 選 択 し た 周
辺 機 器 か ら バ ス ブ リ ッ ジ ５ ０ ６ 、 ７ ２ ６ を 経 由 し て 、 動 画 デ コ ー ド 部 ７ ２ ４ 、 Ｒ Ｇ Ｂ 変 換
部 ７ ２ ３ の 処 理 を 行 う （ 図 ５ ５ と 同 様 に 付 属 情 報 に 基 づ き 、 対 応 し た デ コ ー ド 処 理 や Ｒ Ｇ
Ｂ 変 換 を 自 動 的 に 行 う ） 。
【 ０ ２ ５ ４ 】
　 ・ ・ ７ ２ ２ に て 設 定 画 面 （ 図 ５ １ ） の Decode→ SIZEで 設 定 さ れ た サ イ ズ に 変 更 す る 。
【 ０ ２ ５ ５ 】
　 ・ ・ 設 定 画 面 （ 図 ５ １ ） の Decode→ Decode Typeの 設 定 に 応 じ て 、 セ レ ク タ ７ ２ ９ を 選
択 す る 。 （ Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ を 選 択 時 は 、 ７ ４ Ｍ Ｈ ｚ を 選 択 し 、 ７ ４ Ｍ Ｈ ｚ ク ロ ッ ク に 同 期 し た 動
画 像 を 出 力 し 、 Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 1， 2選 択 時 は １ ３ ． ５ Ｍ Ｈ ｚ を 選 択 し 、 １ ３ ． ５ Ｍ Ｈ ｚ の ク ロ ッ
ク に 同 期 し た 動 画 像 を 出 力 す る 。
【 ０ ２ ５ ６ 】
　 ・ ・ Decode→ DecodeTypeに て 設 定 さ れ た 種 類 の 動 画 像 の み 表 示 す る よ う に し て も よ い 。
（ 例 え ば 、 Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 1， 2が 選 択 さ れ た 場 合 は 、 ２ １ ６ に 入 力 さ れ た Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 動 画 像 の み ２
１ ６ が 出 力 し 、 Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ が 選 択 さ れ た 場 合 は 、 ２ ３ １ に 入 力 さ れ た Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ 動 画 像 の み ２
３ １ が 出 力 し て も よ い 。
【 ０ ２ ５ ７ 】
　 ・ ・ 動 画 像 の 表 示 す る 際 、 設 定 画 面 （ 図 ５ １ ） の Decode→ PinP（ ピ ク チ ャ ・ イ ン ・ ピ ク
チ ャ ） で ONを 設 定 す る こ と に よ り 、 図 ６ ０ の よ う に 内 視 鏡 １ ０ １ ， １ ０ １ ’ の 撮 像 画 像 （
同 時 化 回 路 ２ ２ ８ 、 ２ １ ３ の 出 力 と 、 グ ラ フ ィ ッ ク 回 路 ２ １ ８ 、 ２ ３ ３ 、 グ ラ フ ィ ッ ク 回
路 ２ （ ５ ０ １ ） で 作 成 さ れ た 内 視 鏡 関 連 情 報 か ら な る 内 視 鏡 合 成 画 像 ） に 合 成 し て 表 示 し
て も よ い （ 図 ６ ０ で は 、 設 定 画 面 （ 図 ５ １ ） の Decode→ SIZEが 1/2、 Decode→ Positionが L
Rの 場 合 ） 。
【 ０ ２ ５ ８ 】
　 ・ ・ 操 作 デ バ イ ス の 特 定 キ ー に よ り 、 ト リ ッ ク プ レ ー （ 早 送 り 、 巻 き 戻 し 、 一 時 停 止 、
停 止 な ど ） を 行 っ て も よ い 。
【 ０ ２ ５ ９ 】
　 な お 、 図 ８ 、 図 ５ ６ に お い て 、 37Ｍ Ｈ ｚ の ク ロ ッ ク を ７ ４ Ｍ Ｈ ｚ に 置 き 換 え た 場 合 、 図
６ １ に あ る よ う に 、 伸 長 処 理 部 ２ （ １ ４ ０ １ ） を FPGAや DSP、 ダ イ ナ ミ ッ ク リ コ ン フ ィ ギ
ュ ラ ブ ル プ ロ セ ッ サ な ど の プ ロ グ ラ マ ブ ル な 回 路 （ Ｉ Ｃ ） と し 、 同 じ ハ ー ド ウ ェ ア で あ る
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伸 長 処 理 部 ２ （ １ ４ ０ １ ） で 、 静 止 画 像 の 伸 長 処 理 か 動 画 像 の 伸 長 処 理 か を 切 り 替 え る こ
と が 可 能 で あ っ て も よ い 。 （ 図 ５ １ の Selectで JPEG, JPEG2000,TIFF, BMP、 AVI,MPEG,H.2
64,WMVか ら 1つ を 選 択 で き る よ う に し 、 選 択 結 果 に 応 じ て 、 静 止 画 像 の 伸 長 処 理 、 動 画 像
の 伸 長 処 理 な ど 対 応 し た ブ ロ ッ ク (フ ァ ー ム ウ ェ ア )を ダ ウ ン ロ ー ド し 直 す よ う に し て も よ
い 。 ダ ウ ン ロ ー ド は 、 Ｃ Ｐ Ｕ 2に よ り 、 バ ス ブ リ ッ ジ ５ ０ ６ を 経 由 し て 行 っ て も よ く 、 図
示 し な い FLASHROMな ど を 用 意 し 、 FLASHROMか ら ダ ウ ン ロ ー ド し て も よ い 。 ま た 、 初 期 化 ＋
ダ ウ ン ロ ー ド し 直 し 中 に 、 内 視 鏡 合 成 画 像 上 に ダ ウ ン ロ ー ド 中 で あ る こ と を 示 す エ ラ ー メ
ッ セ ー ジ を 表 示 し て も よ く 、 操 作 デ バ イ ス 上 の 所 定 の Ｌ Ｅ Ｄ の 点 灯 /点 滅 し て も よ い 。 ま
た 、 ダ ウ ン ロ ー ド を 正 常 に 完 了 し た 場 合 は 、 正 常 に 完 了 し た 旨 を 示 す メ ッ セ ー ジ を 表 示 し
て も よ い 。 ）
　 図 ６ ２ は 、 図 ２ ， 図 ７ 及 び 図 ８ に お け る 、 ２ ３ ９ － ６ ２ ７ 間 、 ２ ３ ８ － ６ ２ ２ 間 、 ７ ２
５ － ７ ０ １ 間 、 ７ ２ ２ － ２ ３ １ （ ２ １ ６ ） 間 、 そ の 他 プ ロ セ ッ サ １ １ ３ 内 の 任 意 の ブ ロ ッ
ク 間 で の 画 像 転 送 例 を 示 し た 図 で あ る 。 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ は そ れ ぞ れ Red,Green,Blue画 像 の デ ー
タ を 示 し 、 Y,Cr,Cbは そ れ ぞ れ 輝 度 信 号 、 色 差 信 号 の デ ー タ を 示 す 。 ブ ロ ッ ク 間 を ク ロ ッ
ク に 同 期 し て 転 送 さ れ る 。 画 像 上 の ド ッ ト と の 関 係 を 図 ６ ３ ， 図 ６ ４ に 示 す 。 図 ６ ３ は 画
像 上 の ド ッ ト と と Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 関 係 を 示 し 、 図 ６ ４ は 画 像 上 の ド ッ ト と Ｙ ， Ｃ r， Ｃ bの 関
係 を 示 し て い る 。 な お 、 各 デ ー タ は 、 任 意 の ビ ッ ト 数 （ 例 え ば 、 8bit 又 は 10bit） で あ っ
て も よ い 。
【 ０ ２ ６ ０ 】
　 図 ６ ２ の (1)～ (7)に つ い て 説 明 す る 。   
図 ６ ２ (1)： 画 像 の 1ド ッ ト に 対 応 す る Ｒ ， Ｇ ， Ｂ デ ー タ を パ ラ レ ル で １ ク ロ ッ ク ご と に 順
に 転 送 す る 。   
図 ６ ２ (2)： 画 像 の 1ド ッ ト に 対 応 す る Y,Cr,Cbデ ー タ を パ ラ レ ル で １ ク ロ ッ ク ご と に 順 に
転 送 す る （ 各 ブ ロ ッ ク に （ 図 示 し な い ） YcrCb→ Ｒ Ｇ Ｂ 変 換 回 路 を ブ ロ ッ ク 内 に 設 け て も
よ い 。 ） 。
【 ０ ２ ６ １ 】
図 ６ ２ (3)： 画 像 の １ ド ッ ト に つ い て 、 最 初 の ク ロ ッ ク で R,Gデ ー タ を パ ラ レ ル で 転 送 し 、
次 の ク ロ ッ ク で Bデ ー タ を 転 送 す る （ デ ー タ を 交 互 に 転 送 す る た め の マ ル チ プ レ ク サ 回 路
を ブ ロ ッ ク 内 に 設 け て も よ い 。 ま た こ の よ う に 交 互 に 転 送 す る 場 合 は 、 ク ロ ッ ク を 倍 に て
転 送 し て も よ い （ 例 え ば ブ ロ ッ ク 内 で １ ３ ． ５ Ｍ Ｈ ｚ で 処 理 し て い る 場 合 は 、 27Ｍ Ｈ ｚ で
出 力 す る よ う に し て も よ い 。 以 下 の 処 理 で も 同 様 と す る 。 ） ） 。
【 ０ ２ ６ ２ 】
図 ６ ２ (4)： 画 像 の 1ド ッ ト に つ い て 、 最 初 の ク ロ ッ ク で R,Gデ ー タ を パ ラ レ ル で 転 送 し 、
次 の ク ロ ッ ク で Bデ ー タ し 、 か つ 次 の 画 像 の ド ッ ト の Rデ ー タ を パ ラ レ ル で 転 送 す る 。 次 の
ク ロ ッ ク で は 、 G,Bデ ー タ を パ ラ レ ル で 転 送 す る 。
【 ０ ２ ６ ３ 】
図 ６ ２ (5)： Yデ ー タ は ク ロ ッ ク ご と に 転 送 す る が 、 Cr,Cbデ ー タ は 最 初 の ク ロ ッ ク で Cbデ
ー タ を 、 次 の ク ロ ッ ク で Crデ ー タ を 転 送 す る 。  こ れ よ り 、 Y:Cr:Cb=4:2:2の 比 で デ ー タ が
転 送 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ２ ６ ４ 】
図 ６ ２ (6)： 画 像 の 1ド ッ ト に 対 応 す る Ｒ ， Ｇ ， Ｂ デ ー タ を １ ク ロ ッ ク ご と に 順 に 転 送 す る
。 （ デ ー タ を 交 互 に 転 送 す る た め の マ ル チ プ レ ク サ 回 路 を ブ ロ ッ ク 内 に 設 け て も よ い 。 ま
た こ の よ う に 交 互 に 転 送 す る 場 合 は 、 ク ロ ッ ク を ３ 倍 に て 転 送 し て も よ い （ 例 え ば ブ ロ ッ
ク 内 で １ ３ ． ５ Ｍ Ｈ ｚ で 処 理 し て い る 場 合 は 、 ４ ０ ． ５ Ｍ Ｈ ｚ で 出 力 す る よ う に し て も よ
い 。 ） ）
図 ６ ２ (7)： Y,Cr,Cbデ ー タ は １ ク ロ ッ ク ご と に 転 送 す る が 、 Cb0→ Y0→ Cr0→ Y1と 転 送 さ れ
る 為 、 Y:Cr:Cb=4:2:2の 比 で デ ー タ が 転 送 さ れ る こ と に な る 。 （ デ ー タ を 交 互 に 転 送 す る
た め の マ ル チ プ レ ク サ 回 路 を ブ ロ ッ ク 内 に 設 け て も よ い 。 ま た こ の よ う に 交 互 に 転 送 す る
場 合 は 、 ク ロ ッ ク を 倍 に て 転 送 し て も よ い （ 例 え ば ブ ロ ッ ク 内 で １ ３ ． ５ Ｍ Ｈ ｚ で 処 理 し
て い る 場 合 は 、 27.5Ｍ Ｈ ｚ で 出 力 す る よ う に し て も よ い 。 ） ）
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　 な お 、 画 像 転 送 は 、  デ ジ タ ル 伝 送 規 格 ITU-R BT.656/BT.601/ BT.709/ BT.799/BT.1120
/BT1364/ BTA S-001/ BTA S-002/BTA S-004/BTA S-005に 準 ず る も の で で あ っ て も よ い 。
【 ０ ２ ６ ５ 】
　 以 上 に よ り 、 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 に よ れ ば 、
　 ・ 使 用 者 が 、 操 作 デ バ イ ス に 、 記 録 し た い 周 辺 機 器 の 記 録 指 示 キ ー を 選 択 し て 割 り 当 て
る こ と に よ り 、 複 数 の 周 辺 機 器 か ら 記 録 す る 周 辺 機 器 を 選 択 可 能 で あ る 。 （ 図 ２ ５ な ど 参
照 ）
　 ・ 符 号 化 （ 圧 縮 ） し た デ ジ タ ル 画 像 は 、 通 常 の Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 、 正 方 画 素
の Ｓ Ｄ Ｔ Ｖ 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 の 複 数 の サ イ ズ を 生 成 可 能 で あ り 、 か つ メ モ リ ２ １ ２ か ら
通 常 又 は 正 方 画 素 に 対 応 し た 拡 大 （ 縮 小 ） 係 数 、 強 調 係 数 、 画 像 回 転 パ ラ メ ー タ な ど を 読
み 出 し コ ン ト ロ ー ラ １ １ １ が 制 御 を 行 い 内 視 鏡 画 像 の 処 理 を 行 う こ と で 、 そ れ ぞ れ の サ イ
ズ に 最 適 な 内 視 鏡 画 像 の 処 理 が 可 能 と な る 。 ま た 、 サ イ ズ ご と に 記 録 周 辺 機 器 を 設 定 可 能
で あ る 。
【 ０ ２ ６ ６ 】
　 ・ 使 用 者 が 、 図 ４ １ ～ 図 ４ ４ の 設 定 画 面 に て 、 以 下 の 処 理 を 容 易 か つ 確 実 に 行 な う こ と
が 可 能 で あ る 。   
　 ・ ・ 項 目 ” Encode Type” に て 符 号 化 の 種 類 を 選 択 す る こ と に よ り 、 使 用 者 が 設 定 し た
い 符 号 化 処 理 を 選 択 で き る 。 ま た 、 画 像 圧 縮 部 １ ４ ０ 、 画 像 伸 長 部 １ ４ １ の 全 部 （ 又 は 一
部 ） が プ ロ グ ラ マ ブ ル Ｉ Ｃ で 構 成 さ れ る 場 合 に は 、 項 目 ” Encode Type” で 選 択 後 に 、 自
動 的 に 対 応 す る コ ン フ ィ グ レ ー シ ョ ン デ ー タ や プ ロ グ ラ ム （ フ ァ ー ム ウ エ ア ） を ダ ウ ン ロ
ー ド （ リ コ ン フ ィ グ レ ー シ ョ ン ） し 直 し て 、 符 号 化 処 理 を 変 更 で き る 。 よ っ て 同 一 の ハ ー
ド ウ ェ ア に て 複 数 の 符 号 化 処 理 を 行 な う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ２ ６ ７ 】
　 ・ ・ 符 号 化 の 種 類 は 、 動 画 （ WMV/H.264/MPEG2/MPEG4/AVI） 又 は 静 止 画 （ JPEG/JPEG2000
/TIFF/BMP） の 符 号 化 が 可 能 と な る 。   
　 ・ ・ 項 目 ” Encode Type” を OFFに す る こ と に よ り 、 符 号 化 し な い （ 非 圧 縮 ） の 画 像 を 記
録 /再 生 表 示 可 能 で あ る 。
【 ０ ２ ６ ８ 】
　 ・ 使 用 者 が 、 周 辺 機 器 に 記 録 さ れ た デ ジ タ ル 画 像 を 容 易 か つ 確 実 に 表 示 可 能 で あ る （ 図
５ ９ ， 図 ６ ０ ） 。 ま た 図 ５ １ の 設 定 画 面 で の 設 定 や 、 記 録 し た 画 像 の 付 属 情 報 よ り 、 画 像
伸 長 部 １ ４ １ の 処 理 を 自 動 的 に 行 な う こ と が 可 能 で あ る （ 図 ５ ０ な ど 参 照 ） 。 ま た 再 生 画
像 の 検 索 を 容 易 に で き る よ う に 、 デ ィ レ ク ト リ や フ ァ イ ル 名 の 表 示 （ 図 ５ ３ ） 、 サ ム ネ イ
ル 画 像 に よ る マ ル チ 画 像 （ 図 ５ ７ ， 図 ５ ８ ） の 表 示 を 行 な う こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 ど
の 周 辺 機 器 の 記 録 画 像 を 表 示 す る か 選 択 可 能 で あ る 。  
　 ・ 周 辺 機 器 に 転 送 す る 順 番 と し て 、 最 初 に 画 像 の バ ッ ク ア ッ プ と し て あ る 周 辺 機 器 （ 例
え ば Ｐ Ｃ カ ー ド ５ ２ ０ 、 メ モ リ カ ー ド ５ ２ １ ） に 格 納 し 、 そ の 後 、 別 の 周 辺 機 器 に 記 録 す
る よ う に し て も よ い 。 こ れ よ り 、 周 辺 機 器 に 記 録 途 中 や 通 信 エ ラ ー 時 に 、 プ ロ セ ッ サ １ １
３ の 電 源 を OFFに し た 場 合 に も 、 再 度 電 源 を ON時 に バ ッ ク ア ッ プ し た 周 辺 機 器 （ Ｐ Ｃ カ ー
ド ５ ２ ０ 、 又 は メ モ リ カ ー ド ５ ２ １ ） に 格 納 し た 画 像 及 び サ ム ネ イ ル を 再 度 自 動 的 に 転 送
可 能 で あ る 。 こ れ よ り 、 画 像 の 記 録 を 安 全 、 確 実 に 行 な う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ２ ６ ９ 】
　 更 に 、 本 発 明 に よ れ ば 、
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 プ ロ グ ラ マ ブ ル ICの 機 能 拡 張 を 行 う こ と に よ り 、
・  更 な る 省 電 力 化 が 可 能 と な る 。
【 ０ ２ ７ ０ 】
・  例 え ば オ プ シ ョ ン 回 路 の 機 能 拡 張 に 容 易 に 対 応 で き る 。
【 ０ ２ ７ １ 】
・  乗 除 算 機 能 な ど の 演 算 回 路 を 追 加 す る こ と に よ り 、 プ ロ セ ッ サ の パ フ ォ ー マ ン ス が 向
上 す る 。
【 ０ ２ ７ ２ 】
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・  プ ロ セ ッ サ に 接 続 さ れ る 周 辺 機 器 が 多 数 あ る た め 、 そ の 制 御 を 行 う Ｃ Ｐ Ｕ ４ ０ １ の パ
フ ォ ー マ ン ス が 厳 し い 場 合 に 、 SIO/PIO機 能 の 強 化 が で き 、 周 辺 機 器 の 制 御 を 含 め た プ ロ
セ ッ サ の パ フ ォ ー マ ン ス が 向 上 し 、 使 用 者 に よ り 使 用 し や す く 、 検 査 や 診 断 の 向 上 を は か
れ る 。
【 ０ ２ ７ ３ 】
　 図 ３ ２ 、 図 ３ ３ 、 図 ３ ４ に 示 す よ う に 、
・  セ キ ュ リ テ ィ コ ー ド を 検 出 し た り 、 パ ス ワ ー ド 入 力 を 行 う こ と に よ り 、 セ キ ュ リ テ ィ
を 強 化 す る こ と で 、 特 定 の 人 （ サ ー ビ ス 担 当 な ど ） の み が バ ー ジ ョ ン ア ッ プ が 可 能 と な る
た め 、 VersionUP用 の プ ロ グ ラ ム や FPGA（ DSP） デ ー タ （ フ ァ ー ム ウ ェ ア ） の 改 ざ ん を 行 う
こ と が 困 難 と な り 、 高 い 安 全 性 を 確 保 で き る 。
【 ０ ２ ７ ４ 】
・  内 視 鏡 に 関 連 す る 情 報 を 含 ん だ コ マ ン ド の 送 受 信 時 に 、 暗 号 化 や ガ ー ド キ ー （ 又 は パ
ス ワ ー ド ） を 用 意 す る こ と に よ り 、
・ ・ 無 線 で の コ マ ン ド の 送 受 信 時 に コ マ ン ド を 傍 受 さ れ て も 、 暗 号 化 さ れ て い る た め 、 解
読 が 困 難 で あ る 。
【 ０ ２ ７ ５ 】
・ ・ 特 定 の 使 用 者 の み 、 非 接 触 カ ー ド １ ５ ０ ４ 側 の メ モ リ の ア ク セ ス が 可 能 と な る 。
【 ０ ２ ７ ６ 】
・  プ ロ グ ラ ム 、 前 記 内 視 鏡 に 関 連 す る 情 報 （ 各 設 定 画 面 の デ ー タ ） 、 又 は 前 記 プ ロ グ ラ
マ ブ ル ICの フ ァ ー ム ウ ェ ア を デ ィ レ ク ト リ や フ ァ イ ル に て 格 納 し 、 フ ァ イ ル 又 は デ ィ レ ク
ト リ ご と に ガ ー ド キ ー （ 又 は パ ス ワ ー ド ） を 用 意 す る こ と で 、 フ ァ イ ル ご と の ア ク セ ス 制
限 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ２ ７ ７ 】
と な り 、 セ キ ュ リ テ ィ が 強 化 さ れ 、 高 い 安 全 性 を 確 保 で き る 。 ま た 、 無 線 の 場 合 、 ケ ー ブ
ル の 接 続 や USBメ モ リ や PCカ ー ド ５ ２ ０ や メ モ リ カ ー ド ５ ２ １ の 装 着 な ど を 行 わ な ず に 、
容 易 か つ 高 速 に 設 定 、 バ ー ジ ョ ン ア ッ プ が 可 能 と な る 。
【 ０ ２ ７ ８ 】
・  内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 の 本 画 像 ・ サ ム ネ イ ル の フ ァ イ ル や デ ィ レ ク ト リ に セ キ ュ リ テ ィ
（ ガ ー ド キ ー 又 は パ ス ワ ー ド ） を 行 う 事 に よ り （ 図 ４ ７ ） 、 特 定 の 使 用 者 の み ア ク セ ス が
可 能 と な り 、 セ キ ュ リ テ ィ が 強 化 さ れ 、 高 い 安 全 性 を 確 保 で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ２ ７ ９ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 装 置 、 特 に 電 子 内 視 鏡 装 置 に 用 い て 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ２ ８ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 装 置 の 実 施 例 １ を 示 す 全 体 構 成 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の プ ロ セ ッ サ 内 の 映 像 処 理 部 １ を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ３ 】 図 １ の 制 御 処 理 部 １ の 詳 細 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ４ 】 図 １ の 制 御 処 理 部 １ に 回 路 を 追 加 し た 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ５ 】 図 １ の 制 御 処 理 部 ２ の 詳 細 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ６ 】 図 ３ 乃 至 図 ５ の 各 図 に 接 続 す る 周 辺 機 器 の 一 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ７ 】 図 １ の 画 像 圧 縮 部 の 詳 細 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ８ 】 図 １ の 画 像 伸 長 部 の 詳 細 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ９ 】 図 １ の ロ セ ッ サ の 電 源 オ ン 時 の 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 １ ０ 】 内 視 鏡 合 成 画 像 上 の パ ス ワ ー ド 入 力 メ ッ セ ー ジ 画 面 の 表 示 例 を 示 す 図 。
【 図 １ １ 】 内 視 鏡 合 成 画 像 上 の バ ー ジ ョ ン ア ッ プ 用 の プ ロ グ ラ ム や Ｆ Ｐ Ｇ Ａ デ ー タ の バ ー
ジ ョ ン メ ッ セ ー ジ の 表 示 例 を 示 す 図 。
【 図 １ ２ 】 内 視 鏡 合 成 画 像 上 の 確 認 メ ッ セ ー ジ の 表 示 例 を 示 す 図 。
【 図 １ ３ 】 内 視 鏡 合 成 画 像 上 の 結 果 メ ッ セ ー ジ の 表 示 例 を 示 す 図 。
【 図 １ ４ 】 バ ー ジ ョ ン ア ッ プ モ ー ド に お け る 図 ５ に 対 応 し た 別 の 実 施 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
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。
【 図 １ ５ 】 図 １ ４ の 無 線 制 御 部 の 回 路 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 １ ６ 】 図 １ ４ の 非 接 触 カ ー ド の 回 路 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 １ ７ 】 設 定 情 報 の 一 例 で あ っ て 、 シ ス テ ム 設 定 画 面 の 設 定 項 目 を 示 す 図 。
【 図 １ ８ 】 シ ス テ ム 設 定 画 面 の 設 定 項 目 を 示 す 図 。
【 図 １ ９ 】 シ ス テ ム 設 定 画 面 の 設 定 項 目 を 示 す 図 。
【 図 ２ ０ 】 シ ス テ ム 設 定 画 面 の 設 定 項 目 を 示 す 図 。
【 図 ２ １ 】 シ ス テ ム 設 定 画 面 の 設 定 項 目 を 示 す 図 。
【 図 ２ ２ 】 シ ス テ ム 設 定 画 面 の 設 定 項 目 を 示 す 図 。
【 図 ２ ３ 】 シ ス テ ム 設 定 画 面 の 設 定 項 目 を 示 す 図 。
【 図 ２ ４ 】 シ ス テ ム 設 定 画 面 の 設 定 項 目 を 示 す 図 。
【 図 ２ ５ 】 ユ ー ザ ー 設 定 画 面 の 設 定 項 目 を 示 す 図 。
【 図 ２ ６ 】 ユ ー ザ ー 設 定 画 面 の 設 定 項 目 を 示 す 図 。
【 図 ２ ７ 】 患 者 デ ー タ 設 定 画 面 の 設 定 項 目 を 示 す 図 。
【 図 ２ ８ 】 内 視 鏡 合 成 画 像 の 説 明 図 。
【 図 ２ ９ 】 内 視 鏡 合 成 画 像 の 説 明 図 。
【 図 ３ ０ 】 内 視 鏡 合 成 画 像 の 説 明 図 。
【 図 ３ １ 】 内 視 鏡 合 成 画 像 の 説 明 図 。
【 図 ３ ２ 】 通 常 処 理 の 内 、 非 接 触 カ ー ド 内 の 設 定 情 報 を プ ロ セ ッ サ に 読 み 出 す 動 作 の フ ロ
ー チ ャ ー ト 。
【 図 ３ ３ 】 通 常 処 理 の 内 、 非 接 触 カ ー ド 内 の メ モ リ に 、 設 定 情 報 を プ ロ セ ッ サ か ら 書 き 込
む 動 作 の フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ３ ４ 】 非 接 触 カ ー ド 内 の メ モ リ の 構 成 例 を 示 す 図 。
【 図 ３ ５ 】 通 常 処 理 の 内 、 内 視 鏡 合 成 画 像 の 静 止 画 記 録 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ３ ６ 】 図 ２ の コ ン ト ロ ー ラ /セ レ ク タ ２ ３ ９ の 詳 細 図 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ３ ７ 】 合 成 ・ マ ス ク 処 理 部 か ら 出 力 さ れ た 内 視 鏡 合 成 画 像 か ら メ モ リ に 格 納 す る 際 の
取 り 込 み 範 囲 の 設 定 例 を 示 す 図 。
【 図 ３ ８ 】 図 ３ ７ の 取 り 込 み 範 囲 を 示 し た テ ー ブ ル 例 を 示 す 図 。
【 図 ３ ９ 】 図 ２ の メ モ リ ２ １ ２ に 格 納 さ れ た 拡 大 （ 縮 小 ） 係 数 の ア ド レ ス 構 成 例 を 示 す 図
。
【 図 ４ ０ 】 図 ２ の メ モ リ ２ １ ２ に 格 納 さ れ た 強 調 係 数 の ア ド レ ス 構 成 例 を 示 す 図 。
【 図 ４ １ 】 画 像 圧 縮 部 の 設 定 画 面 の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 ４ ２ 】 図 ４ １ の ENCODEの 項 目 を 示 す 図 。
【 図 ４ ３ 】 図 ４ １ の Release Timeの 項 目 を 示 す 図 。
【 図 ４ ４ 】 図 ４ １ の Movie　 Encodeの 項 目 を 示 す 図 。
【 図 ４ ５ 】 内 視 鏡 合 成 画 像 （ 又 は マ ス ク 処 理 の み の 内 視 鏡 画 像 ） か ら サ ム ネ イ ル 画 像 を 作
成 す る 例 を 示 す 図 。
【 図 ４ ６ 】 図 ４ ５ の メ モ リ Q（ ６ ２ ８ ） か ら 読 み 出 す 範 囲 を 示 し た テ ー ブ ル 例 を 示 す 図 。
【 図 ４ ７ 】 フ ァ イ リ ン グ 装 置 、 光 学 記 録 装 置 、 Ｐ Ｃ カ ー ド 、 メ モ リ カ ー ド 、 Ｕ Ｓ Ｂ メ モ リ
な ど の 周 辺 機 器 内 の 画 像 を 記 録 す る 記 録 媒 体 内 の 構 成 例 を 示 す 図 。
【 図 ４ ８ 】 本 画 像 と サ ム ネ イ ル 画 像 の フ ァ イ ル の 構 造 例 を 示 す 図 。
【 図 ４ ９ 】 画 像 圧 縮 部 に 作 業 処 理 用 の メ モ リ を 使 用 し た 別 の 実 施 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ５ ０ 】 通 常 処 理 の 内 、 記 録 さ れ た 内 視 鏡 合 成 静 止 画 像 の 表 示 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ５ １ 】 シ ス テ ム の 設 定 画 面 例 を 示 す 図 。
【 図 ５ ２ 】 図 ５ １ の DECODEの 項 目 を 示 す 図 。
【 図 ５ ３ 】 デ ィ レ ク ト リ 名 や フ ァ イ ル 名 の 表 示 例 を 示 す 図 。
【 図 ５ ４ 】 図 ５ ３ の 表 示 状 態 で 、 操 作 デ バ イ ス の 特 定 キ ー を 入 力 す る こ と で 、 検 索 メ ッ セ
ー ジ を 表 示 し 、 デ ィ レ ク ト リ 名 又 は フ ァ イ ル 名 を 入 力 す る こ と に よ り 、 該 当 す る デ ィ レ ク
ト リ 名 や フ ァ イ ル 名 の み 表 示 す る 例 を 示 す 図 。
【 図 ５ ５ 】 画 像 伸 長 部 の セ レ ク タ 制 御 を 示 す 図 。
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【 図 ５ ６ 】 同 期 回 路 の 一 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ５ ７ 】 サ ム ネ イ ル フ ァ イ ル が グ ラ フ ィ ッ ク （ 文 字 ） の あ る 内 視 鏡 合 成 画 像 の 場 合 の 表
示 例 を 示 す 図 。
【 図 ５ ８ 】 マ ス ク 処 理 さ れ た 内 視 鏡 画 像 の み の 場 合 の 表 示 例 を 示 す 図 。
【 図 ５ ９ 】 本 画 像 の 表 示 例 を 示 す 図 。
【 図 ６ ０ 】 内 視 鏡 画 像 に 記 録 動 画 像 を PinPで 表 示 し た 状 態 を 示 す 図 。
【 図 ６ １ 】 画 像 伸 長 部 を 静 止 画 像 の 伸 長 処 理 か 動 画 像 の 伸 長 処 理 か を 切 り 替 え る こ と を 可
能 と し た 別 の 実 施 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ６ ２ 】 図 ２ ， 図 ７ 及 び 図 ８ に お け る 、 ２ ３ ９ － ６ ２ ７ 間 、 ２ ３ ８ － ６ ２ ２ 間 、 ７ ２ ５
－ ７ ０ １ 間 、 ７ ２ ２ － ２ ３ １ （ ２ １ ６ ） 間 、 そ の 他 プ ロ セ ッ サ 内 の 任 意 の ブ ロ ッ ク 間 で の
画 像 転 送 例 を 示 す 図 。
【 図 ６ ３ 】 画 像 上 の ド ッ ト と と Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 関 係 を 示 す 図 。
【 図 ６ ４ 】 画 像 上 の ド ッ ト と Ｙ ， Ｃ r， Ｃ bの 関 係 を 示 す 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ２ ８ １ 】
　 １ ０ １ ， １ ０ １ ’ … 内 視 鏡
　 １ ０ ２ ， １ ０ ２ ’ … Ｃ Ｃ Ｄ （ 取 得 手 段 ）
　 １ １ ４ … キ ー ボ ー ド （ 記 録 指 示 手 段 ）
　 １ ３ ６ … 映 像 処 理 部 （ デ ジ タ ル 画 像 処 理 手 段 ）
　 １ ３ ７ ， １ ３ ８ … 制 御 処 理 部
　 ２ ０ ３ … Ａ ／ Ｄ 変 換 器
　 ２ ２ ２ ， ２ ３ ５ … Ｄ ／ Ａ 変 換 器 （ ア ナ ロ グ 出 力 手 段 ）
　 ２ ３ ７ … デ ジ タ ル 出 力 部 （ 符 号 化 手 段 及 び デ ジ タ ル 出 力 手 段 ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 代 理 人 　 　 弁 理 士 　 　 　 伊 　 　 藤 　 　 　 進  
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】
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【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】
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【 図 ２ ７ 】 【 図 ２ ８ 】

【 図 ２ ９ 】 【 図 ３ ０ 】

【 図 ３ １ 】

(46) JP 2006-255109 A 2006.9.28



【 図 ３ ２ 】 【 図 ３ ３ 】

【 図 ３ ４ 】 【 図 ３ ５ 】
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【 図 ３ ６ 】 【 図 ３ ７ 】

【 図 ３ ８ 】 【 図 ３ ９ 】
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【 図 ４ ０ 】 【 図 ４ １ 】

【 図 ４ ２ 】 【 図 ４ ３ 】
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【 図 ４ ４ 】 【 図 ４ ５ 】

【 図 ４ ６ 】 【 図 ４ ７ 】
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【 図 ４ ８ 】 【 図 ４ ９ 】

【 図 ５ ０ 】 【 図 ５ １ 】
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【 図 ５ ２ 】 【 図 ５ ３ 】

【 図 ５ ４ 】 【 図 ５ ５ 】
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【 図 ５ ６ 】 【 図 ５ ７ 】

【 図 ５ ８ 】 【 図 ５ ９ 】
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【 図 ６ ０ 】 【 図 ６ １ 】

【 図 ６ ２ 】 【 図 ６ ３ 】

【 図 ６ ４ 】
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